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【 編 集 後 記 】
　「名古屋芸術大学後援会報」　第７１号をお届けいたします。昨年度、大幅なリニュー
アルを果たした誌面を引き継ぎ、今号も盛りだくさんなコンテンツを詰め込んで、皆様
に楽しんで頂ける会報を目指しました。
　未だに、新型コロナウィルス感染症の影響は広く、深く、大きく、世界中に影を落とし
ています。それでも、このような困難な状況下で精一杯頑張り続ける、若い力の輝きの
一端をご紹介いたしました。そして、コロナ禍の今こそ求められる「ゲイジュツの力」が
あると信じております。
　後援会といたしましても、本誌でもご報告させていただいた緊急学生支援活動を始
め、全力で皆様をサポートしてまいります。今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。

名古屋芸術大学後援会副会長 （広報委員長）　江上　友加里
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【特集１】 生理用品無償配布の緊急支援報告書
　　　　  （荻須レポート with アンケート集計結果）

【特集２】［対談］コロナに負けるな！「生理の貧困」
　　　　  後援会《チア・プロジェクト》に込められた思いとは

【特集３】 頑張れ就活生！キャリアセンターから労働法の権威
　　　　  中川直毅センター長がメッセージ

新型コロナ禍での緊急学生支援
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★2022年4月､人間発達改編し｢教育学部
子ども学科７コース｣スタート！（P.50-51）
★2022年4月､人間発達改編し｢教育学部
子ども学科７コース｣スタート！（P.50-51）

★2022年4月､音楽領域に｢プロフェッショナル
アーティストコース」新設スタート！（P.61）
★2022年4月､音楽領域に｢プロフェッショナル
アーティストコース」新設スタート！（P.61）
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　日頃より名古屋芸術大学後援会へのご理解ご協力を賜りありがとうございます。
　後援会は名古屋芸術大学の目的と教育方針に基づき、学生の福利厚生と大学の教育研究活動への各種支
援活動を行っている在学生の保護者団体です。
　後援会員のお子様方に充実した学生生活をお送りいただくとともに、保護者と大学教職員との親睦交流を図
る研修旅行や広報誌の発行、会員のための絵画とコーラスのサークルなど、みんなで楽しく活動しています。
　後援会では現在､私たちと一緒に活動していただける新しい仲間を募集しております｡どうぞお気軽にお問
い合わせください｡

NAGOYA UNIVERSITY
OF THE ARTS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

【お問い合わせ先】
  電話：０５６８－２６－３３５５
  FAX：0568－26－2101
  E-mail：kouenkai@nua.ac.jp　

名古屋芸術大学後援会
　 副会長（総務委員長）
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【表紙説明】本年度、名古屋芸術大学後援会に女性会長が誕生しました。これを記念して表紙には、あの
世界的超有名女性を起用しました。題して｢Mona Lisa with a original Amabie mask （あまびえマス
クをしたモナリザ）by  Masaemon.｣｡ 表紙も毎号進化し続けます｡
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　謹啓　薫風の候、益々ご隆盛のこととお慶び申し上
げます。平素は特段のご芳情を賜り深謝申し上げます。
　さて、私儀、このたびの定期総会をもちまして名古
屋芸術大学後援会会長を退任し、監事に就任いたしま
した｡
　在任中大過なくその任を全うできましたのも、皆様
方のご薫陶並びにご厚誼の賜物と存じ、謹んで深謝申
し上げます｡
　なお後任には、副会長でありました矢野章子が就任
することとなりました｡
　何卒倍旧のご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申
し上げます｡    
　名古屋芸術大学後援会は新型コロナウイルスの脅威
に些（いささ）かも屈することなく、試練の教訓から
学び、これを更なる改革の推進と組織建設の契機と捉
え、未来に向かって前進を続けます。
　後援会は名古屋芸術大学を「学生満足度ナンバーワ
ン｣、｢全国芸大 ( 美大･音大 ) のトップ校」に飛躍させ
るため、総力を挙げて活動に邁進してまいります。   
　本来であれば総会の席でご挨拶申し上げるところで
ございますが、新型コロナウイルス感染症蔓延（まん
えん）による「書面総会」実施のため叶わず、末筆な
がら一段のご健勝をお祈りいたし、甚だ略儀ではござ
いますが、まずは書中をもちまして退任のご挨拶を申
し上げます｡ 　

謹白　
　令和三年（2021 年）六月三十日

名古屋芸術大学後援会
　会長　矢野　章子

　名古屋芸術大学後援会会員の皆様におかれまして
は、平素より後援会の運営にご支援を賜り厚く御礼申
し上げます。
　２０２１年度後援会会長に選任されました矢野章子
と申します。1 年間会員の皆様とともに学生および大
学への支援のお手伝いをさせていただきます。51 年
目を迎える歴史と伝統のある後援会の会長として運営
に携わることとなり、その責任の重さに身の引き締ま
る思いでございます。理事会一同、心を込めて後援会
活動に邁進いたす所存でございますので、何卒よろし
くお願い申し上げます。
　名古屋芸術大学で学ぶことの最大の魅力は、学部・
領 域 を 越 え た「横 断 的」な 学 び BORDERLESS 
EDUCATION（ボーダレス　エデュケーション）で
あります。学生が専門性を磨きながら、学部・領域を
越えて幅広く学ぶことができる環境にあります。学生
が自らの人生をデザインしていく力を養う一方で、後
援会の役割は、大学の教育方針に基づき、大学の正常
な運営に寄与し、学生の福利厚生ならびに大学諸活動
を後援することにあります。
　なお、今年度もコロナ禍の中で活動を継続していく
ことになり、7 月には緊急学生支援活動をおこないま
した。さまざまな場面で事業計画が変更になることが
予測されます。しかしながら、いまだからできること、
やらなければならないことは何かを、会員の皆様や学
生、大学関係者の方々とともに考え、学生に寄り添っ
た事業を実行してまいる所存でございます。
　何卒、皆様方のより一層のご理解、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

会長退任ご挨拶 会長就任ご挨拶

学校法人名古屋自由学院評議員
名古屋芸術大学後援会　監　事
（2019 年度・2020 年度会長）

菊井  政右衛門
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名古屋芸術大学学長
竹本　義明

　今年度は 4 月 1 日に入学式を挙行しました。保護
者や学内関係者の出席を見合わせ、感染対策を行った
上で短時間で終了しました。5 月になり新型コロナウ
イルス対策の緊急事態宣言が 5 月 31 日まで延長に
なったことで、授業の継続を可能にするため、大学は
5 月 12 日から１週間休校措置を取り、オンライン授
業の準備を行い 19 日から授業を再開しています。
　現在まで特に大きな感染や混乱はなく、対面授業を
主体とした授業運営が行われています。ワクチン接種
について、医療従事者や基礎疾患を有する人を優先し
て接種を行ない高齢者にも接種が始まりました。
　本学では 6 月になり愛知県から県営名古屋空港での
集団接種でワクチンに余剰が出た場合に県から枠をい
ただけるという提案があり、早急に接種希望調査を実
施し接種を希望する学生、教職員を対象に 6 月 21 日
から 25 日にワクチン接種を進めました。
　その後、地域の医療法人ようてい会の協力を得て、
教職員及び家族に職域接種を実施しました。これによ
り、7 月中旬には学生及び教職員の半数が 2 回目のワ
クチン接種を終了し、ウイルス感染への影響が少しで
も減少したことになります。
　しかし、8 月になり感染の中心が 20 歳代～ 50 歳
代に移行しているという報道があり、未接種の学生に
感染が広がることも考えられ、学外授業、課外活動等
については当分の間、許可制を維持する事となりまし
た。
　オープンキャンパスもオンラインで実施し、7 月に
は予約を受け付け人数を制限した上で、対面での受験
相談を行っています。今後も同様にオンライン中心の
取り組みが続くと考えています。
　後援会の皆様には、コロナ禍での大学の取り組みを
ご理解いただき、引き続きご支援ご協力をお願い申し
上げ、ご挨拶といたします。

学校法人  名古屋自由学院  理事長
川村　大介

 
　名古屋芸術大学後援会の皆様には、日頃より本学の
諸活動に対し、ご理解及びご支援を賜り、厚くお礼申
し上げます。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け 1 年半が
過ぎ、今なお厳しい状況が続く中、本学では、コロナ
禍で培った手法を活かし、適切な感染対策を講じたう
えで対面授業を行いつつ、オンラインによる授業も実
施しております。しかし、大学生活にとって重要な学
問外における学生相互の活動、クラブ活動等が制限さ
れており心苦しく感じております。学生及び教職員に
は、継続して感染防止策の徹底をお願いし、一日でも
早くコロナ禍以前の大学生活を取り戻していけるよう
模索しております。
　本学は、平成 29(2017) 年度に従前の芸術系学部の
壁を取り払う大胆な改革をスタートさせました。「音
楽」、「美術」、「デザイン」、「芸術教養」の各領域を設
置し、「総合芸術」としての学びの場が完成しました。
改革のキャッチフレーズであった “BORDERLESS

（ボーダレス）” は、本学のテレビＣＭや大学案内等で
使われたことで広く認知され、学生・教職員の既成概
念を変えていきました。そのためでしょうか、以前に
もまして、学生や卒業生の活躍ぶりがマスコミ等で紹
介される機会が増えています。
　昨年、本学は開学 50 周年を迎え、同時に名古屋芸
術大学後援会も創立 50 周年を迎えました。この 4 月
から芸術学部芸術学科に「舞台芸術領域」が新たに設
置され、来年度には「人間発達学部　子ども発達学科」
の名称を「教育学部　子ども学科」に変更し、時代の
変化に合わせ教育内容の充実を図ります。また、建学
の精神である「至誠奉仕」を踏まえ、企業、地方公共
団体、各種団体との産学連携体制を強化することによ
り、教育研究の質の向上に資すると考えております。
その際には「名古屋芸術大学後援会」のお力添えを是
非賜りたいと存じます。
　後援会の皆様方には、引き続き、本学に対する益々
のご理解とご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願
い申し上げます。

学　長　ご　挨　拶 理　事　長　ご　挨　拶
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2021年度名古屋芸術大学後援会定期総会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、昨年度に引き続き「書面表
決による総会」として実施されました。
書面審議期間の最終期限である6月30日で返信葉書の受付けを締め切り、回答を集計した結果、下記の通り、第1号議

案乃至第5号議案の全てについてご承認（全議案成立）をいただくことができました。
7月1日付をもって矢野章子氏（芸術学部音楽領域ミュージカルコース4年生保護者）を会長とする、2021年度新執行

部がスタートしたことをご報告いたします。

1 書面審議期間 2021年6月14日～6月30日
2 会 員 数 2,256人
3 回 答 数 563人
4 審 議 結 果
各議案の表決は名古屋芸術大学後援会会則第11条を準用し、「総会

は回答会員で成立し、議事は回答会員の過半数をもって議決する」こ
とを原則としました。

第1号議案 2020年度事業報告について
2020年度事業報告について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。
・承認 561人 ・反対 0人 ・未記入 2人

第2号議案 2020年度決算報告及び監査報告について
2020年度決算報告及び監査報告について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。
・承認 561人 ・反対 0人 ・未記入 2人

第3号議案 2021年度役員改選（案）について
2021年度役員改選（案）について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。
・承認 561人 ・反対 0人 ・未記入 2人

第4号議案 2021年度事業計画（案）について
2021年度事業計画（案）について回答を集計した結果、承認過半数により原案通り可決されました。
・承認 499人 ・反対 2人 ・未記入 62人

第5号議案 2021年度予算（案）について
2021年度予算（案）について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。

・承認 498人 ・反対 3人 ・未記入 62人

以上の通り、第1号議案乃至第5号議案の全てについてご承認いただきましたことをご報告申し上げます。ご協力あり
がとうございました。

所 属氏 名理 事所 属氏 名役 員
（デ�）池田 和由副 委 員 長 （ 総 務 ）（��）矢野 章子会 長
（��）浦野 直行副 委 員 長 （ 事 業 ）（美�）荻須 紀子副会長（総務委員長）
（美�）柳沼 章子副 委 員 長 （ 広 報 ）（��）小池 真紀子副会長（事業委員長）
（��）加藤 聖子理 事 （ 総 務 ）（デ�）江上 友加里副会長（広報委員長）
（��）恒川 和久理 事 （ 総 務 ）（デ�）石黒 和広副 会 長 （ 会 計 ）
（��）稲垣 幸理 事 （ 事 業 ）（デ卒）菊井 政右衛門監 事
（美�）橋本 博文理 事 （ 広 報 ）（��）佐藤 昭子会 計 監 査
（美�）渡邉 綱夫理 事 （ 広 報 ）（��）森 愛子会 計 監 査

（デ�）民田 靖典書 記
（デ�）増山 勝之会 計

■������ 名古屋芸術大学後援会 役員・理事

総会資料の発送準備作業

〔顧問就任〕
今回新たに、�������������の��会会長・副会長������顧問を委嘱さ�ましたの�、ご報告します。（顧問

の委嘱に関しては、本������『顧問の委嘱に関する内規』をご参照ください。）

池野美鈴（��副�デ卒）、柏木司（��副�美卒）、小嶋史子（��副�デ卒）、酒井伊紀（��副��卒）、佐藤実奈子（��副��卒）、
山内正春（��会長・�����監事�美卒）

〔理事退任〕
小林幹尚（��理事��卒）

（美＝美術領域、デ＝デザイン領域、音＝音楽領域、人＝人間発達学部、院＝大学院。文中敬称略。）

2021 年度 後援会定期総会 (書面総会 )審議結果のご報告



名古屋芸術大学学長
竹本　義明

　今年度は 4 月 1 日に入学式を挙行しました。保護
者や学内関係者の出席を見合わせ、感染対策を行った
上で短時間で終了しました。5 月になり新型コロナウ
イルス対策の緊急事態宣言が 5 月 31 日まで延長に
なったことで、授業の継続を可能にするため、大学は
5 月 12 日から１週間休校措置を取り、オンライン授
業の準備を行い 19 日から授業を再開しています。
　現在まで特に大きな感染や混乱はなく、対面授業を
主体とした授業運営が行われています。ワクチン接種
について、医療従事者や基礎疾患を有する人を優先し
て接種を行ない高齢者にも接種が始まりました。
　本学では 6 月になり愛知県から県営名古屋空港での
集団接種でワクチンに余剰が出た場合に県から枠をい
ただけるという提案があり、早急に接種希望調査を実
施し接種を希望する学生、教職員を対象に 6 月 21 日
から 25 日にワクチン接種を進めました。
　その後、地域の医療法人ようてい会の協力を得て、
教職員及び家族に職域接種を実施しました。これによ
り、7 月中旬には学生及び教職員の半数が 2 回目のワ
クチン接種を終了し、ウイルス感染への影響が少しで
も減少したことになります。
　しかし、8 月になり感染の中心が 20 歳代～ 50 歳
代に移行しているという報道があり、未接種の学生に
感染が広がることも考えられ、学外授業、課外活動等
については当分の間、許可制を維持する事となりまし
た。
　オープンキャンパスもオンラインで実施し、7 月に
は予約を受け付け人数を制限した上で、対面での受験
相談を行っています。今後も同様にオンライン中心の
取り組みが続くと考えています。
　後援会の皆様には、コロナ禍での大学の取り組みを
ご理解いただき、引き続きご支援ご協力をお願い申し
上げ、ご挨拶といたします。

学校法人  名古屋自由学院  理事長
川村　大介

 
　名古屋芸術大学後援会の皆様には、日頃より本学の
諸活動に対し、ご理解及びご支援を賜り、厚くお礼申
し上げます。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け 1 年半が
過ぎ、今なお厳しい状況が続く中、本学では、コロナ
禍で培った手法を活かし、適切な感染対策を講じたう
えで対面授業を行いつつ、オンラインによる授業も実
施しております。しかし、大学生活にとって重要な学
問外における学生相互の活動、クラブ活動等が制限さ
れており心苦しく感じております。学生及び教職員に
は、継続して感染防止策の徹底をお願いし、一日でも
早くコロナ禍以前の大学生活を取り戻していけるよう
模索しております。
　本学は、平成 29(2017) 年度に従前の芸術系学部の
壁を取り払う大胆な改革をスタートさせました。「音
楽」、「美術」、「デザイン」、「芸術教養」の各領域を設
置し、「総合芸術」としての学びの場が完成しました。
改革のキャッチフレーズであった “BORDERLESS

（ボーダレス）” は、本学のテレビＣＭや大学案内等で
使われたことで広く認知され、学生・教職員の既成概
念を変えていきました。そのためでしょうか、以前に
もまして、学生や卒業生の活躍ぶりがマスコミ等で紹
介される機会が増えています。
　昨年、本学は開学 50 周年を迎え、同時に名古屋芸
術大学後援会も創立 50 周年を迎えました。この 4 月
から芸術学部芸術学科に「舞台芸術領域」が新たに設
置され、来年度には「人間発達学部　子ども発達学科」
の名称を「教育学部　子ども学科」に変更し、時代の
変化に合わせ教育内容の充実を図ります。また、建学
の精神である「至誠奉仕」を踏まえ、企業、地方公共
団体、各種団体との産学連携体制を強化することによ
り、教育研究の質の向上に資すると考えております。
その際には「名古屋芸術大学後援会」のお力添えを是
非賜りたいと存じます。
　後援会の皆様方には、引き続き、本学に対する益々
のご理解とご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願
い申し上げます。

学　長　ご　挨　拶 理　事　長　ご　挨　拶
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2021年度名古屋芸術大学後援会定期総会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、昨年度に引き続き「書面表
決による総会」として実施されました。
書面審議期間の最終期限である6月30日で返信葉書の受付けを締め切り、回答を集計した結果、下記の通り、第1号議

案乃至第5号議案の全てについてご承認（全議案成立）をいただくことができました。
7月1日付をもって矢野章子氏（芸術学部音楽領域ミュージカルコース4年生保護者）を会長とする、2021年度新執行

部がスタートしたことをご報告いたします。

1 書面審議期間 2021年6月14日～6月30日
2 会 員 数 2,256人
3 回 答 数 563人
4 審 議 結 果
各議案の表決は名古屋芸術大学後援会会則第11条を準用し、「総会

は回答会員で成立し、議事は回答会員の過半数をもって議決する」こ
とを原則としました。

第1号議案 2020年度事業報告について
2020年度事業報告について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。
・承認 561人 ・反対 0人 ・未記入 2人

第2号議案 2020年度決算報告及び監査報告について
2020年度決算報告及び監査報告について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。
・承認 561人 ・反対 0人 ・未記入 2人

第3号議案 2021年度役員改選（案）について
2021年度役員改選（案）について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。
・承認 561人 ・反対 0人 ・未記入 2人

第4号議案 2021年度事業計画（案）について
2021年度事業計画（案）について回答を集計した結果、承認過半数により原案通り可決されました。
・承認 499人 ・反対 2人 ・未記入 62人

第5号議案 2021年度予算（案）について
2021年度予算（案）について回答を集計した結果、承認過半数により、原案通り可決されました。

・承認 498人 ・反対 3人 ・未記入 62人

以上の通り、第1号議案乃至第5号議案の全てについてご承認いただきましたことをご報告申し上げます。ご協力あり
がとうございました。

所 属氏 名理 事所 属氏 名役 員
（デ�）池田 和由副 委 員 長 （ 総 務 ）（��）矢野 章子会 長
（��）浦野 直行副 委 員 長 （ 事 業 ）（美�）荻須 紀子副会長（総務委員長）
（美�）柳沼 章子副 委 員 長 （ 広 報 ）（��）小池 真紀子副会長（事業委員長）
（��）加藤 聖子理 事 （ 総 務 ）（デ�）江上 友加里副会長（広報委員長）
（��）恒川 和久理 事 （ 総 務 ）（デ�）石黒 和広副 会 長 （ 会 計 ）
（��）稲垣 幸理 事 （ 事 業 ）（デ卒）菊井 政右衛門監 事
（美�）橋本 博文理 事 （ 広 報 ）（��）佐藤 昭子会 計 監 査
（美�）渡邉 綱夫理 事 （ 広 報 ）（��）森 愛子会 計 監 査

（デ�）民田 靖典書 記
（デ�）増山 勝之会 計

■������ 名古屋芸術大学後援会 役員・理事

総会資料の発送準備作業

〔顧問就任〕
今回新たに、�������������の��会会長・副会長������顧問を委嘱さ�ましたの�、ご報告します。（顧問

の委嘱に関しては、本������『顧問の委嘱に関する内規』をご参照ください。）

池野美鈴（��副�デ卒）、柏木司（��副�美卒）、小嶋史子（��副�デ卒）、酒井伊紀（��副��卒）、佐藤実奈子（��副��卒）、
山内正春（��会長・�����監事�美卒）

〔理事退任〕
小林幹尚（��理事��卒）

（美＝美術領域、デ＝デザイン領域、音＝音楽領域、人＝人間発達学部、院＝大学院。文中敬称略。）

2021 年度 後援会定期総会 (書面総会 )審議結果のご報告
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全員集合後援会だョ！後援会だョ！

　会長は会務を統括し、後援会の
舵取り役を務めます。2020 年度
副会長の経験を活かし、菊井前会
長が実行した改革路線の理念を継
承し、コロナ禍に於いて、出来る
ことを工夫しながら学生の学びと
生活の応援を致します。

会    長    矢野 章子
〔音楽領域４年生保護者〕

　後援会の会計を監査し、定期総会において監査結果
を報告します。会員の皆様からお預かりした大切な会
費の使途について、１円
１銭に到るまで、間違い
ないか、適正か、徹底的
にチェックする会計部門
の “お目付け役” です。

会計監査    佐藤 昭子・森 愛子
〔大学院音楽研究科 2 年生保護者、音楽領域 4 年生保護者〕

　後援会とサークル（『絵画グ
ループ壁の華』､『せせらぎ合唱
団』）の連携強化と活動の活性化
をはかります。現在新型コロナ
感染症拡大の影響を受け、両サー
クルとも活動自粛中です。早期
再開を目ざして頑張ります｡

　後援会の事
業は多岐にわ
たり、多忙をき
わめる会長は
じめ理事会の
皆様のサポー
ト役として、一
生懸命頑張っています。至ら
ぬことばかりで何かとご迷惑
をお掛けすることもあるかと
思いますが、ご指導のほどよ
ろしくお願いいたします。

サークル共同委員長
【絵画】石黒 和広（会計担当副会長兼任 )
〔デザイン領域 4 年生保護者〕
【合唱】矢野 章子（会長兼任 )
〔音楽領域 4 年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態下で､就職活動は困難を窮
めています｡大学の学生支援グループと連携し､就活支援に取
り組みます｡元リクルート社勤務で､キャリアコンサルタント
の国家資格を持つ人材教育､就職･採用のプロです｡

就活支援特別委員長　増山 勝之（会計担当役員兼任）
〔デザイン領域４年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態を受け、学生も保護者も先
が見えない不安な毎日を送っています。全国の大学動向や最新
情報をアトランダムに収集・提供し、直面する危機的状況の打
開に向けた提言をおこないます。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員長　菊井 政右衛門
〔デザイン領域卒業生保護者 / 前年度会長〕   （監事兼任）

　書記は、総会・理事会の開催を通
知し、議事を正確に記録保管すると
ともに、事務一切の処理を行います。
また「後援会報」のバックナンバー
や後援会活動の記録を整理･保存し、
次の世代に引き継いでいくのも重要
な仕事です｡

書　記    民田 靖典
〔デザイン領域 3 年生保護者〕

　監事は、総会で決定された後援会
の業務執行及び会計実務が適正に行
われているかについて、執行部とは
別の独立した観点から監督し、意見
を述べます。前年度会長の経験を生
かし､「監事講評」を創刊して腹蔵の
ない意見を発信していきます。後援
会改革の更なる推進と活動の前進を
支援します。

監　事　菊井 政右衛門
〔デザイン領域卒業生保護者、2019 年度 -2020 年度会長〕

　後援会改革の重点課題のひとつに
､資金調達能力の強化があります｡今
回の会則改正で､企業賛助会員の募
集が始まりました。企業会員による
後援会への財政支援は､アーティス
ト育成､大学の教育･研究活動支援に
大きく貢献します｡

会　計    増山 勝之
〔デザイン領域 4 年生保護者〕

　｢後援会報｣の編集発行を担当しま
す。創刊は 1986 年（昭和 61 年）。
今では後援会の “顔” といわれるま
でに立派に成長しました。昨年の 50
周年記念号から内容も一新。フルカ
ラーで読みやすく、大学とご家庭を
結ぶ、愛される「会報」作りを新スタッ
フで目ざします｡

副会長（広報委員長）江上 友加里
〔デザイン領域３年生保護者〕

　後援会改革の重点課題である理
事会メンバーの意識改革と資質向
上を目的とする研修会や緊急学生
支援を含む各種イベントの企画運
営に取り組みます。新型コロナの
影響で中止になった大学教職員と
合同の研修旅行の再開を目指しま
す。

副会長（事業委員長）小池 真紀子
〔音楽領域３年生保護者〕

　日常的に会長を補佐し、必要
な場合は職務を代行します。後
援会改革を推進し､後援会の民主
的運営と組織の強化拡大をはか
ります｡新型コロナ感染拡大で混
乱した大学の早期正常化と緊急
学生支援活動に全力で取り組み
ます｡

副会長（総務委員長）荻須 紀子
〔美術領域３年生保護者〕

　会計担当副会長は、予算案の編
成及び提議を行うとともに、本会
の全ての収支を正確に記録保管し、
必要に応じて収支を報告するほか、
定期総会に監査を経た前年度の決
算を報告します｡

副会長（会計）石黒 和広
〔デザイン領域４年生保護者〕

後援会事務局
㈱クレアーレ 山下 和子

稲垣幸･小池真紀子・浦野直行

〔事業委員会〕〔総務委員会〕

恒川和久･荻須紀子･池田和由･加藤聖子 （橋本博文）･渡邉綱夫･江上友加里・柳沼章子

〔広報委員会〕 〔会長・監事・監査・会計・書記〕

佐藤昭子･民田靖典･菊井政右衛門･矢野章子･石黒和弘・森愛子・（増山勝之）

2021年度後援会役員・理事  全員集合！

（注）写真撮影時のみマスクを外しています。
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全員集合後援会だョ！後援会だョ！

　会長は会務を統括し、後援会の
舵取り役を務めます。2020 年度
副会長の経験を活かし、菊井前会
長が実行した改革路線の理念を継
承し、コロナ禍に於いて、出来る
ことを工夫しながら学生の学びと
生活の応援を致します。

会    長    矢野 章子
〔音楽領域４年生保護者〕

　後援会の会計を監査し、定期総会において監査結果
を報告します。会員の皆様からお預かりした大切な会
費の使途について、１円
１銭に到るまで、間違い
ないか、適正か、徹底的
にチェックする会計部門
の “お目付け役” です。

会計監査    佐藤 昭子・森 愛子
〔大学院音楽研究科 2 年生保護者、音楽領域 4 年生保護者〕

　後援会とサークル（『絵画グ
ループ壁の華』､『せせらぎ合唱
団』）の連携強化と活動の活性化
をはかります。現在新型コロナ
感染症拡大の影響を受け、両サー
クルとも活動自粛中です。早期
再開を目ざして頑張ります｡

　後援会の事
業は多岐にわ
たり、多忙をき
わめる会長は
じめ理事会の
皆様のサポー
ト役として、一
生懸命頑張っています。至ら
ぬことばかりで何かとご迷惑
をお掛けすることもあるかと
思いますが、ご指導のほどよ
ろしくお願いいたします。

サークル共同委員長
【絵画】石黒 和広（会計担当副会長兼任 )
〔デザイン領域 4 年生保護者〕
【合唱】矢野 章子（会長兼任 )
〔音楽領域 4 年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態下で､就職活動は困難を窮
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の国家資格を持つ人材教育､就職･採用のプロです｡

就活支援特別委員長　増山 勝之（会計担当役員兼任）
〔デザイン領域４年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態を受け、学生も保護者も先
が見えない不安な毎日を送っています。全国の大学動向や最新
情報をアトランダムに収集・提供し、直面する危機的状況の打
開に向けた提言をおこないます。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員長　菊井 政右衛門
〔デザイン領域卒業生保護者 / 前年度会長〕   （監事兼任）

　書記は、総会・理事会の開催を通
知し、議事を正確に記録保管すると
ともに、事務一切の処理を行います。
また「後援会報」のバックナンバー
や後援会活動の記録を整理･保存し、
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　後援会改革の重点課題である理
事会メンバーの意識改革と資質向
上を目的とする研修会や緊急学生
支援を含む各種イベントの企画運
営に取り組みます。新型コロナの
影響で中止になった大学教職員と
合同の研修旅行の再開を目指しま
す。

副会長（事業委員長）小池 真紀子
〔音楽領域３年生保護者〕

　日常的に会長を補佐し、必要
な場合は職務を代行します。後
援会改革を推進し､後援会の民主
的運営と組織の強化拡大をはか
ります｡新型コロナ感染拡大で混
乱した大学の早期正常化と緊急
学生支援活動に全力で取り組み
ます｡

副会長（総務委員長）荻須 紀子
〔美術領域３年生保護者〕

　会計担当副会長は、予算案の編
成及び提議を行うとともに、本会
の全ての収支を正確に記録保管し、
必要に応じて収支を報告するほか、
定期総会に監査を経た前年度の決
算を報告します｡

副会長（会計）石黒 和広
〔デザイン領域４年生保護者〕

後援会事務局
㈱クレアーレ 山下 和子

稲垣幸･小池真紀子・浦野直行

〔事業委員会〕〔総務委員会〕
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2021年度後援会役員・理事  全員集合！

（注）写真撮影時のみマスクを外しています。
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■後援会の成り立ち
　名古屋芸術大学後援会は、1970 年（昭和 45 年 )、
大学開学と同時に設立された「父母の会」を始まりとし
ます。10 年後、｢父母の会」を「名古屋芸術大学学生
生活後援会｣ (1980 年 ) に改組し、その後「名古屋芸
術大学学生後援会｣ (1996 年 )、｢名古屋芸術大学後援
会｣(1998 年 )、 ｢名古屋芸術大学・大学院後援会」 (2013
年）と４度の名称変更を経て、2020 年度定期総会で再
び「名古屋芸術大学後援会」と改称して現在に至ります。

■後援会の目的
　後援会の「目的」は会則第 2 条に定められています。
　ちなみに後援会の設立当初は、｢学生生活後援会」とい
う名称からもわかる通り、学生たちの生活支援と大学と
の連絡を主たる目的としていました。しかし時代の変遷
と大学の発展に伴って事業内容も見直され、現在では機
関誌「後援会報」の発行（1986 年、タブロイド版の新
聞形式で創刊 )、学生の福利厚生、研修活動、教育・研
究活動助成、国際交流、教育懇談会の充実、奨学金援助、
課外活動援助、就活支援等、多岐にわたる事業展開を行
っています。後援会の「大学とご家庭をつなぐ懸け橋」
としての役割は、ますます重要なものとなっています。

■後援会の基本的立場
　後援会は常に不偏不党・公平中正を旨とします。後援
会はいかなる政治的イデオロギー、宗教思想、特定の団
体や個人の主義主張にも与 ( くみ ) せず、支配されるこ
ともありません。立場は常にニュートラル（中庸）です

（2019 年 6 月 13 日付『後援会ニュース』No.3)｡

■後援会の組織と運営
　本会の会員は正会員（学部と大学院在学生の保護者 )、
OB・OG 会員（顧問 )、賛助会員（協賛企業など）か
ら構成されています｡（会則第 4 条）
　総会・理事会は会長が招集し（会則第 9 条 )、会長、
副会長、監事の他 20 名前後の役員と理事から構成され
ます（会則第 5 条 )。決算・監査、及び年度予算案・事
業計画等の重要事項を企画立案し、総会での審議を経て
事業を実施します（会則第 10 条 )｡
　事業を実施するため、総務委員会・事業委員会・広報
委員会の 3 つの常置委員会があります（会則第 13 条第
1 項～第 3 項 )｡
　また 2020 年度から会則が改正され、サークル委員会、
就活支援特別委員会、新型コロナウイルス感染症対策特
別委員会の三つの特別委員会が新しく発足しました（会
則第 13 条後段 )｡
　各役員・委員会の職務分掌については「後援会だョ！
全員集合｣（本誌 11 ～ 12 頁）をご参照ください｡

■後援会の主な事業
　後援会の主な事業は次のとおりです（会則第 3 条 )｡

１．支援事業
　教育・研究支援、課外活動援助、学内の環境整備や福
利厚生の充実を目的とした学生福利厚生援助、国際交流
支援、就職活動など、学生生活を多方面からバックアッ
プしています。また現在は一時停止している後援会独自
の奨学金制度も、条件が整えば運用を再開する方向で検
討を進めています。

２．研修事業
　後援会改革の重点課題である理事会メンバーの意識改
革と資質向上を目的とする研修会や各種イベントの企画
運営に取り組んでいます。芸術探究と親睦を兼ねて実施
される後援会と大学教職員の合同研修 ( 旅行 ) も毎年 1
回、実施しています。

３．広報事業
　 ｢後援会報」の創刊は 1986 年。今では後援会の “ 顔 ” 
といわれるまでに立派に成長しました。｢後援会報」は
年 2 回発行、前期号（9 月）と後期号（3 月）の 2 回
に分けて、学生と保護者に必要なお役立ち情報満載でお
届けしています。後援会創立 50 周年を機に、編集方針
も体裁も一新。フルカラーで生まれ変わりました。これ
からも大学とご家庭を結ぶ、読み易く愛される「会報」
作りを目ざします｡

■後援会事務局
　後援会事務局は東キャンパス 12 号館に置かれ、専
従職員が事務処理に当たっています｡（平日 9:00 ～
17:00、土日祝休み｡ ) 連絡先は本誌うら表紙をご覧く
ださい。 

後援会入門 ─ ミニ事典 ─

歴代の「後援会報」左端が創刊号
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■開学50周年迎えた芸術系総合大学
　名古屋芸術大学は学校法人名古屋自由学院を経営母
体とし、昭和45年（1970年）に創立され、令和2年
（2020年）開学50周年を迎えた全国唯一の芸術系総合
大学です。附属校として名古屋芸大保育専門学校、附属
クリエ幼稚園、滝子幼稚園があり、関連校・附属施設等
としては、認定こども園森のくまっこ、愛知保育園、た
きこ幼児園、名古屋音楽学校、シテ・デザール(仏パリ)
があり、直営企業として㈱クレアーレがあります。

■名古屋芸大をもっと知ろう
　近年、大学全入時代と言われる中で、みんなが行くか
らといった理由にもならないような理由で、目的意識
が希薄なまま進学する大学生が全国で問題になってい
ます。そのオトナ版が、教育に無関心な保護者の存在で
す。今日から芸大生、ではなくて、｢今日から名芸大生
の保護者」となった後援会員の皆様、こんにちは。私た
ち名古屋芸大生の保護者（学年に関係なく）にとってい
ま一番必要なこと、それは名古屋芸大を知ることです。
名古屋芸大がめざす目標や教育方針をしっかりと理解
し、見識を深め、自らも一緒に学んで行こうとする姿勢
を持つことが大切です。

■『大学案内』は最高の入門書
　それでは何から始めるべきでしょうか。まず真っ先に､
『大学案内』をお読みください｡『大学案内』は文字通
り名古屋芸大の総合案内です。名古屋芸大の入門書とし
て、これ以上のものはありません。

■｢名古屋芸大グループ通信｣・｢後援会報」を読もう
　次に「名古屋芸大グループ通信」や「後援会報」を読
むことです。これらは保護者である私たちが定期的に入
手できる第1次資料であり、学生と保護者にとって必要
な大学情報が毎号掲載されています。

■名芸大ボーダレス改革のマニフェスト
　中でも特筆すべきは､「名古屋芸大グループ通信」
Vol.35（2016年4月28日発行）です。
⑴そこには、竹本義明学長の巻頭インタビュー「大学改

革の狙い、名古屋芸術大学学長に聞く」と、それに続
いて、津田佳紀副学長と萩原周学長補佐・改革準備室
長（現芸術学部長）による対談記事「改革準備室、担
当教授２人に聞く」が掲載されています。

⑵この２つの記事は、名古屋芸大 BORDERLESS（ボー
ダレス）改革の理念と目的、改革の基本戦略など、名
古屋芸大が目指す新しい教育と大学像を対外的にまと
まった形で明示した、いわば改革のマニフェストとで
もいうべき文献であり、全名古屋芸大生と保護者、受
験生、全教職員必読の最重要資料です。

⑶発行から既に 5 年半以上が経過し在庫も底をついて

いるようですが、幸いインターネットで全文を読むこ
とができます｡「名古屋芸大グループ通信」または ｢
名古屋芸術大学後援会報」と入力してください。バッ
クナンバーが PDF で読めます。

■ YouTube には名芸大の動画がいっぱい
　YouTube には名古屋芸大の入試案内から授業風景、
キャンパスライフに至るまで新旧多数の動画がアップさ
れています。これらの動画は、名古屋芸大および学生た
ちの広範囲にわたる活動を手っ取り早く知る上で大変役
立ちます。取捨選択しつつ、楽しみながらご覧いただけ
ます。

■コンサート ･ 展覧会 ･ イベントに行こう
　さらに名古屋芸大芸術学部各領域、および人間発達学
部が実施するコンサート、展覧会、各種イベントに保護
者が積極的に参加することで、大学と芸術が一層身近な
存在となります（イベントスケジュールは本号 57 頁～
58 頁参照｡）ちなみに名古屋芸大は「地域社会との連携｣、
｢地域に開かれた大学」を目指し、2008 年（平成 20 年）
10 月、地元である「北名古屋市との連携に関する協定」
を締結しています。また北名古屋市内には「名古屋芸
術大学地域交流 LABO｣（名鉄犬山線 ｢徳重・名古屋芸
大前駅｣ から徒歩 2 分）や、｢名古屋芸術大学アートス
クエア（文化勤労会館）｣（西キャンパスから徒歩 5 分）
などの関連施設もあります。

■名古屋芸大公式ホームページ
　イベント情報は､「後援会報｣（年 2 回 9 月と 3 月に
発行）や、大学のホームページで公表されています。

（名古屋芸大ホームページ )
http://www.nua.ac.jp/index.html

■ラインで「お友だち登録」しよう
　名古屋芸大のラインサービスに「お友だち登録」する
ことで、大学の最新情報や各種イベント情報が送られて
きたり、各種 SNS サービスが利用できます。

■チラシやパンフレットは両キャンパスの事務室で
　規模の大きなイベントになるとチラシ等が配布さでれ
る場合があります。コンサートや展覧会など、チラシや
パンフレットは東西両キャンパスの事務室に沢山置いて
あります。お子様の下校時や保護者様でもどなたでも、
ご自由にお持ち帰りいただけます。

■大学の組織・各種お問い合わせ先は
　名古屋芸大の学部 ･ 学科 ･ 領域 ･ コースの組織図は本
誌 65 頁に掲載されています。また学費､ 奨学金､ 成績､
免許 ･ 資格､ 留学､ 進学 ( 大学院 )､ 就職､ その他に関
するお問い合わせ先一覧は、本誌 53 頁をご覧ください｡

名芸大入門 ─ 保護者編 ─
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【特集 1】生理用品無償配布の緊急支援報告書
荻須レポート

　新型コロナウイルス感染症は感
染拡大の波を繰り返し、今なお厳
しい状況が続いており、私たちの
暮らしを含め社会経済活動に大き
な影響を及ぼしています。
　名古屋芸術大学後援会では、ア
ルバイト収入の減少や、家庭の経
済状況が悪化した学生を支援する
ため、緊急支援の一環として「生
理用品の無償配布」を実行しまし
た。
　7 月 30 日午前 10 時 30 分より午後 1 時 30 分まで
の予定で、東キャンパス学生食堂前付近（交流テラス下)、
西キャンパス
も同じく B 棟
1 階学生食堂
前ホール（画
材店付近）で
配布を始めま
した。
　無償配布に
先立ち、あら
かじめ後援会で用意した文面をユニバーサルパスポート

（通称ユニパ）に流していただき、周知をはかりました。
　また、今後の学生支援活動の参考とするために、ア
ンケートへの協力をお願いしました。アンケートは学
生が回答しやすいよう、QR コードを読み取ってもらう
web アンケートにしました。
　配布開始より､「ユニパを見てきました」といった学
生が受け取りに来たり、受け取った友人から友人へさら
に情報が拡散され､「友達から聞いて来ました」と女子
学生が次々と訪れ、昼休憩の終了時間を待つことなく、
大好評のうちに予定数を配布し終えました。
　また、東西両キャンパスのトイレに後援会スタッフ自
作の生理用品を入れたカゴを設置し、配布当日に受け取
りに来られなかった学生や、さらに必要とする学生に利
用してもらるえようにしました。web アンケートも引
き続きお願いして参ります。
　今回は女性役員・理事が配布を担当し、学生と直接触

れ合う機会を持つ
ことができました｡
　学生たちからは

「どうして配って
いるのですか」と
いった質問から、
後援会の存在や活
動について知って

もらう良い機会になりました。
　アンケートに対しても皆さま
大変協力的で、回答率は驚異の
98.5% でした。学生の皆様の関心
の高さを改めて知らされ、大きな
手応えを感じました。生理用品無
償配布の今回の企画に対し、｢よい｣、
｢どちらかと言えばよい｣､「とてもありがたい｣､「助か
ります｣､「大事に使います」というお言葉や､「トイレッ
トペーパー｣､「日用品｣､「食料品・飲料」などの支援の
要望が寄せられました。
　今回の生理用品の無償配布は、後援会の 2021 年度

執行部がスタートしたばか
りでしたが、緊急学生支援
の必要性が高いとの判断に
基づき、短い準備期間だけ
で実行に踏み切りました。
　後援会では、アンケート
にお寄せいただいた学生の
皆様のご意見を参考にしな
がら「チア・プロジェクト」
として支援を必要とするす
べての学生を対象に、食料

品支給を含むさまざまな支援策を考え、実行していきた
いと思っています。
　最後になりましたが、西キャンパスでは配布活動中の
後援会スタッフに、学生支
援チームの伊藤元房チーム
リーダーからあたたかい激
励のお声がけをいただきま
した。また東キャンパスで
は名芸大グループの企業で
ある㈱クレアーレの女性社
員の皆様が休憩時間を利用
してお手伝いに駆けつけて
くれました。心よりお礼申
し上げます。

　後援会へのご連絡は、アンケートの QR コード、また
は下記まで e メールで、いつでもお寄せください。た
くさんのご意見をお待ちしております。

 〔後援会事務局〕    
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
　（担当者＝山下）

Q1: 学年を教えてください Q2: 自宅通学ですか、自宅外通学ですか？

Q3: コロナ禍の影響でアルバイト収入に
　　 変化はありましたか？

Q5: 今回の支援はどうですか？ Q6: 製品について求めるもの

Q7: 後援会からの支援についてご意見、ご要望

Q4: コロナ禍の影響で保護者からの支援に
　　 変化はありましたか？

•安心感　　　　　　　　　　　　　　……1.4％
•食べ物　　　　　　　　　　　　　　……1.4％
•トイレットペーパー　　　　　　　　……0.7％
•価格を下げて欲しい　　　　　　　　……0.7％
•服みたいに夏用とか冬用があるといい……0.7％
•一人暮らしなので絶対に使う日用品
　がありがたいです　　　　　　　　　……0.7％
•夜用の減りが早いので、出来れば多
　い時用の夜用があると助かります　　……0.7％
•夜用もください　　　　　　　　　　……0.7％
•スリムガード　　　　　　　　　　　……0.7％
•月経カップ　　　　　　　　　　　　……0.7％
•記入なし　　　　　　　　　　　　　…  91.6％

•すごくありがたいです。大事に使います　　　　　　　　　　……0.7％
•とてもありがたいです　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•ありがたいです　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•ナプキンのサイズが大きいものを支援していただけると
　とても助かります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•とても助かります。ありがとうございます　　　　　　　　　……0.7％
•助かりますありがとうございます‼　　　　　　　　　　　　……0.7％
•生理用品の支給はすごく助かります！ありがとうございます。……0.7％
•食料、飲料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•食料品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•記入なし　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　…  93.7％

アンケート結果アンケート結果

後援会副会長（総務委員長）

荻須　紀子
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Q1: 学年を教えてください Q2: 自宅通学ですか、自宅外通学ですか？

Q3: コロナ禍の影響でアルバイト収入に
　　 変化はありましたか？

Q5: 今回の支援はどうですか？ Q6: 製品について求めるもの

Q7: 後援会からの支援についてご意見、ご要望

Q4: コロナ禍の影響で保護者からの支援に
　　 変化はありましたか？

•安心感　　　　　　　　　　　　　　……1.4％
•食べ物　　　　　　　　　　　　　　……1.4％
•トイレットペーパー　　　　　　　　……0.7％
•価格を下げて欲しい　　　　　　　　……0.7％
•服みたいに夏用とか冬用があるといい……0.7％
•一人暮らしなので絶対に使う日用品
　がありがたいです　　　　　　　　　……0.7％
•夜用の減りが早いので、出来れば多
　い時用の夜用があると助かります　　……0.7％
•夜用もください　　　　　　　　　　……0.7％
•スリムガード　　　　　　　　　　　……0.7％
•月経カップ　　　　　　　　　　　　……0.7％
•記入なし　　　　　　　　　　　　　…  91.6％

•すごくありがたいです。大事に使います　　　　　　　　　　……0.7％
•とてもありがたいです　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•ありがたいです　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•ナプキンのサイズが大きいものを支援していただけると
　とても助かります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•とても助かります。ありがとうございます　　　　　　　　　……0.7％
•助かりますありがとうございます‼　　　　　　　　　　　　……0.7％
•生理用品の支給はすごく助かります！ありがとうございます。……0.7％
•食料、飲料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•食料品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……0.7％
•記入なし　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　…  93.7％

アンケート結果アンケート結果

【アンケート結果】　回収率は約 100%｡ その
内 99% が今回の支援を歓迎するもので､ ｢助
かります｣､ ｢ありがたいです｣､ ｢大切に使い
ます｣ と感謝の言葉が並んだ｡ 下宿生の全体
に占める割合は 18%｡ アルバイト収入減は
40%､ 10% が保護者からの援助の減少を訴
えた｡ 欲しい品目の中には ｢飲 ･ 食料品｣ や
｢トイレットペーパー｣ 等の日用品も見られ､
学生達の厳しい生活の一端が垣間見られた｡
寄せられた意見を参考に､ 次の支援につなぎ
たい｡（矢野章子）
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　名古屋芸術大学後援会では 7 月
30 日、緊急学生支援事業「チア・
プロジェクト」をスタート。東西両
キャンパスで生理用品の無償配布を
行いました。これは新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響で、アルバイ
ト収入の激減や家計状況の悪化など
により、生理用品の購入が困難となった「生理の貧困」
を救済するための後援会独自の取り組みです。2021 年
度後援会矢野章子会長と菊井政右衛門監事（前年度会長）
のお二人にお話ししていただきました｡

（記録・写真／後援会理事  広報委員会委員  渡邉綱夫）

■ ｢チア・プロジェクト｣ は応援団

　　 2021 年度
名古屋芸術大学後援会

菊井政右衛門監事
（2019年度・2020年度会長 )

菊井政右衛門監事：それでは緊急学生支援事業「チア・
プロジェクト」の名称の由来からお話しください。
矢野章子会長：｢チア (cheer)」には〈励まし、歓呼、
応援する、元気づける〉といった意味があります。スポ
ーツの観覧席で応援を指揮する「チアリーダー」をご存
じだと思いますが、あの「チア」です。英語でチアリー
ダーは単数ではなく、複数人から構成されるチームを意

（注）写真撮影時のみマスクを外しています。
味します。
菊井監事：翻訳すると「応援プロジェクト｣、｢元気を出
そうプロジェクト」みたいな感じですね。
矢野会長：はい、そのとお
りです。

「生理の貧困」をなくしたい！
 　  2021 年度

名古屋芸術大学後援会
矢野章子会長

菊井監事：取り組みを始めた背景やプロジェクトの仕組
みなどについてお話しください。
矢野会長：時間的な経過から言えば、菊井監事が会長に
就任され、2019 年度・20 年度と 2 年間にわたる後援
会の大改革に取り組まれました。私は先輩である川野佳
代現後援会顧問の後任として、20 年度筆頭副会長兼総
務委員長に就任しました。菊井会長の補佐役として、お
仕事ぶりを間近に拝見しながら沢山の勉強をさせていた
だきました。
菊井監事：私が会長だった 2020 年 5 月、新型コロナ
ウイルスの世界的パンデミックのさ中に、全学生一律 5
万円の「名古屋自由学院奨学金」給付のご英断を川村理
事長・竹本学長に仰いだ後、さまざまな学生支援の可能
性について検討しました。しかし新型コロナウイルス感
染症の爆発的まん延によって大学は封鎖され、授業はオ
ンライン。長引く混乱の中で行事は軒並み中止に追い込
まれ、後援会の組織活動も身動きが取れなくなりました。

2021 年度名古屋芸術大学後援会

会　長　矢野　章子
2021 年度名古屋芸術大学後援会

監　事    菊井　政右衛門
　　　　　（2019 年度・2020 年度会長）

コロナに負けるな！「生理の貧困」
後援会《チア・プロジェクト》に込められた思いとは

【特集 2】
対  談
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やむを得ず次年度事業化に向けて必要な予算だけは確保
して、実施は 2021 年度の新執行部に委ねることを決断
しました。
矢野会長：今年も新型コロナ感染症拡大の影響で後援会
の通常総会が開けず、書面総会となったため、私が会長
に就任してからまだ 2 ヶ月目
ですが、今回の生理用品の緊
急サポート事業は女性ならで
はの視点から、一日も早くや
りたかったテーマです。準備
期間もそこそこに、平日動け
る女性スタッフに集まっても
らって、一気にやりました。
男性では受け取る側の女子学
生も、ちょっと抵抗感がある
かなと思いまして。
菊井監事：うちは娘から買い物ついでにお父さん生理用
品買ってきてって言われるようなオープンな家庭ですか
ら、生理と聞いても私は全然平気です。生理や性をこと
さらタブー視する必要はないし、やみくもに押さえつけ
るのは良くないというのが私の考えです。打ち合わせの
時にその話をしたら、女性役員にドン引きされました。
よそのお家では男親はその手の話題にはノータッチなん
だって、へぇそうなんだと。それに生理用品の手渡し配
布を提案したら、ご婦人方からは「恥ずかしいからもら
いに行けない」なんて反対されました。（苦笑）
矢野会長：今回男性の役員や理事さんには、準備段階で
活躍していただきました。北名古屋市内のドラッグスト
アやスーパーマーケットから見積りを取ったり、段ボー
ル箱単位でどっさり購入した生理用品を運搬したり、小
分けして袋詰めする作業
では、皆さん女性陣の指
示に従って一生懸命働い
てくださいました｡（笑）
ご協力ありがとうござい
ました。

■生理用品は女性の生活必需品ではない？！ その仰天理由
菊井監事：娘の買い物ついでに言いますと､「生理の貧困」
問題で今回私も初めて気づいたのですが、生理用品は軽
減税率の適用対象外。消費増税される際に生活必需品は
税率 8％になったはずですが、ティッシュやトイレット
ペーパーなどと一緒に生活必需品とは認められずに、税
率 10％です。国民が毎日大量に消費する生活必需品の
方に 2％上乗せされて徴税されている。国の財源確保が
目当てなんでしょうが、新型コロナ禍で英国では生理用
品の税金は廃止され、フランスでは国が大学生に無償配
布を始めたというのに、｢生理の貧困」で呻吟している
日本の女性にとっては不公平で酷な話です｡
矢野会長：私なども消費税にはすっかり慣れてしまって、
何も考えずに払い続けてきましたが、言われてみれば生
理用品は女性にとっては何十年ものお付き合いになる生

活必需品ですから、税金安いに越したことはありませんね。
菊井監事：今回私は配布当日は参加できなかったので、
ユニバーサルパスポート（注１）に配信する案内文の原
稿作りで協力させてもらいましたが、次回からは女性陣
も恥ずかしいとか言わないで、男性でも配布現場に参加
できるようにしていただけたらと思います。
矢野会長：ご提案ありがとうございます。様々なかたち
でご参加いただけたらと思います。

菊井監事：それと後援会の学生支援活動として、しっ
かりと学生のニーズに寄り添うためには、生理用品を 1
回無償配布したから終わりではなくて、その背景にある
学生たちの経済格差やジェンダーギャップといったテー
マにもきちんと対応していくことが必要です。生理用品
の無償配布からさらに幅広い学生支援へとつなげていく
こと、これが今後の大切な課題になってきます。 

（注 1）｢ユニバーサルパスポート｣：それまでのポータルサイトに代
わって、2021 年 4 月 1 日より新しく名古屋芸術大学に導入
された、大学と学生をつなぐインターネットシステム（略称
ユニパ )。学生はこのシステムを利用して多岐にわたる学内情
報にアクセスすることが可能となり、利便性・機能性が飛躍
的に向上した。

■無償配布の原点は「至誠奉仕」、建学の精神
菊井監事：今回この生理用品サポート事業の直接的な契
機となる出来事はあったのでしょうか。
矢野会長：菊井監事が会長時代から理事会メンバー向け
の内部学習資料として配信されてきた「新型コロナウイ
ルス感染症対策特別委員会通信」の中で、2021 年の年
明けごろから、引用される新聞・雑誌の記事やテレビ報
道で､「生理の貧困」に関するニュースが急増しました。
自分自身女性でありながら、それまで女子学生たちの「生
理の貧困」にあまり気づかなかったことを反省し、すぐ
に副会長に連絡を取り相談しました。
菊井監事：相談した結果、どうなりましたか。
矢野会長：｢学生たちの生の声を聴こう」という意見が
出て、自分たちの子どもやその友人たちからヒアリング
したり、独自に情報収集をしました。
菊井監事：情報分析の結果どのような判断をされました
か。
矢野会長：大学の東西両キャンパスにはそれぞれ保健室
があり、看護師資格を持った専門職員が常駐しています。
保健室には生理用品は常備してありますが、使用後は新
品を返すのが一般的なルールだそうです。しかし、新型
コロナウイルスのまん延で、バイト収入の激減や家庭の
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経済状態の悪化などから「お金がない」とか､「親に言
いにくい」など、生理用品を
購入することが困難な学生が
何人もいることがわかりまし
た。そこでこれは一刻の猶予
もできないと判断し、緊急学
生支援活動の第一弾として、
生理用品の無償配布プロジェ
クトを実行に移すことを決め
ました。
菊井監事：会長に就任されてすぐの、非常にスピード感
あふれる対応でした。生理用品のニーズに対しては後援
会の女性役員と認識を共有し、緊急支援対策の必要性で
一致したということですね。
矢野会長：そうです。後援会は誰のために仕事をするの
か。私は菊井執行部の筆頭副会長時代から、いつもその
ことを行動の中心に置いて考えてきました。
菊井監事：私はこの 2 年間、会長として後援会改革と
組織建設を進めてくる過程で、常に「至誠奉仕」の建学
の精神を堅持し「学生ファースト 」で、学生が求めて
いることなら、どんな難しい問題であっても体当たりで
突き進む、そういう信念を持って行動してきました。で
もさすがに生理は自分では直接経験のない領域の話しだ
ったので、男性としての限界も感じました。

■男性優位社会の日本では女性は二の次
　背景にはジェンダーギャップが
矢野会長：限界ということは、突き詰めて言えば、ジェ
ンダーギャップ（男女間の性的格差）の問題ですか。
菊井監事： はい。国の政治もそうですが、日本はまだ
まだ男性優位社会で女性は少数派です。最近では東京五
輪組織委員会の森会長の女性蔑視発言が大きな問題にな
りました。数年前には大相撲の地方巡業で、土俵上で挨
拶に立った男性市長が倒れ、救助のために土俵に駆け上
がった女性看護師に対し、相撲協会側が土俵から下りる
よう場内放送をくり返し、大量の清めの塩までまくとい
う出来事がありました。｢女性＝生理＝穢れ ( ケガレ )」
という、迷信と時代錯誤に基づく茶番劇でした。OL が
法律で認められた生理休暇（労働基準法第 68 条）さえ
なかなか取りづらいとか、こうした男性社会の根底に潜
む人権感覚の麻痺した偏見と差別意識、すなわちジェン
ダーギャップこそが、生理用品サポート事業のような女
性のための政策が日本で遅々として進んでこなかった根
本原因だと、改めて感じさせられました｡

■女子学生の当事者目線で考えたこと
菊井監事：女子学生の当事者目線に対応するために、今
回どのような工夫をされたのでしょうか。
矢野会長：ひとつは学生からのアンケートです。生理用
品の無償配布をした日から、この間、135 通くらい学
生からの要望や意見が届いています。私たち後援会役員
は皆さん仕事を持った普通の主婦ですが、事務局からア

ンケートの転送を受けると、すぐに目を通し、情報共有
し、電話やメールで対応しています。キャンパス内に
Wi-Fi が使える場所が少ないとか、生活や恋愛相談に至
るまで、何でも話せるお母さん代わりです。
菊井監事： 何かあった時、後援会に言えば相談にのっ
てくれる、生活から恋愛相談に至るまで、親身になって
アドバイスしてくれる。大学に相談が必要な時は臨機応
変に学生支援グループなどにつないでくれる。生理用品
の無償配布をきっかけに、学生たちが後援会の存在を知
ったことで、かなり状況が変わってきたという感じがし
ますね。
矢野会長：手応えを実感しています。今後は大きな方向
性は執行部で相談して決めますが、その後の進め方は基
本的に現場重視で、理事会メンバーやお手伝いにきてく
ださる仲間たちに任せたいと考えています。学生のため
に役立つことなら、仮に失敗したり、反響が少なくても、
何にでもチャレンジしていきたいと思っています。
菊井監事：素晴らしいことですね。失敗を恐れて何もし

ないより、一生
懸命努力して失
敗した方が大き
な学び、成長に
つながると思い
ます。

■アンケートから見えた｢生理の貧困｣の実態
　食料品や生活用品の支援求める切実な声も
矢野会長：そのお言葉、肝に命じます。それと荻須副会
長（総務委員長）が「緊急学生支援報告書｣（注２）に
書いていますが、アンケート回答率は驚異の 98.5% で、
とても大きな反響がありました。生理用品無償配布の今
回の企画に対し、｢よい｣、｢どちらかと言えばよい」が
98.6％越えで圧倒的多数派です。そして感想としては「と
てもありがたい｣､「助かります｣､「大事に使います」と
いう感謝の言葉や､「トイレットペーパー｣､「日用品｣､「食
料品・飲料」が欲しいといった支援品目の具体的な要望
まで寄せられています｡（注３）

（注 2）荻須総務委員長「緊急学生支援報告書」本誌 15 ページ参照。
（注 3）アンケート集計結果グラフ、本誌 16 ページ参照。

菊井監事：｢食料品｣、｢日用品｣、｢トイレットペーパー｣。
具体的で切実な要望です。間違いなく助けを必要として
いる学生がいます。早く次の手を打たないと。
矢野会長：同感です。早くやらないと意味がありませ
ん。生理用品については、菊井
監事のご発言中にもありました
ように、1 回配って終わりでは
なく、東西両キャンパスの女子
トイレ数ヶ所に設置場所を設け
ました。配布していない時でも、
生理の時にトイレに行けば気が
ねなく生理用品を使っていただ
けます。今後も段階的に設置ト
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イレの数を増やしていきます。設置トイレでは予想より
多くの学生が利用しているようで、その後も追加でアン
ケートの回答が入ってきています。

■最終目的はアンフェアな状況下にある全女性の救済
菊井監事：後援会の「チア・プロジェクト」は、振り返
りますと、昨年 5 月の大学当局に対する「新型コロナ
ウイルス感染症拡大に伴う緊急学生支援を求める申し入
れ書」の提出（全学生一律 5 万円の緊急奨学金を実現）
を嚆矢（こうし）とするわけですが、7 月の生理用品の
無償配布を経て、今回の総括と次回以降の具体的支援活
動についてお話しください。
矢野会長：はい。今回の生理用品サポート事業はほとん
ど準備期間なしで名古屋芸大後援会の独自の取り組みと
して実施しましたが、名古屋市などでは、学校や大人を
含めたすべての女性を対象にした取り組みが始まってい
ます。私たち後援会としては、いずれは困窮学生を含む
すべての女子学生を対象に無償提供していけたらと考え
ています。
菊井監事：男の私にはなかなかわからないことですが、
生理のときは生理用品が必要になるだけではなく、例え
ば体調に影響が出る女性も多いようですね。
矢野会長：生理のナプキンは 20 枚入りで 1 個大体数百
円で買えますが、コロナ禍でアルバイトが激減し、収入
が少なくなり、食費まで切り詰めて生活している学生に
は、その数百円がとても重い負担になります。生理用品
といっても生理用ナプキンだけではなくて、生理用ショ
ーツ、タンポン、鎮痛剤その他、人によっては必要にな
ります。重い症状でクリニックに行く人もいますから、
生理に使う金額もまちまちです。生理の貧困で悩まされ
ている人は気軽にナプキンを買えないし、替えられませ
ん。昼も夜も 1 枚で長時間使う人もいる。不衛生だし
体に良いとは言えません。聞こえてくるのは悲痛な声ば
かりです。男性とは違い、女性にとってはアンフェアな
状況が続いているのだから、せめて経済的な負担だけで
も軽くしてあげたいというのが偽らざる気持ちです。 
菊井監事：大学内でこのような取り組みを行ったことで、
変化や何か目に見えるような効果はありましたか。
矢野会長：今回の活動を通して、学生支援に加え、後援
会の会員である保護者同士が繋がり学び合うことの大切
さと、今できること、何ができるだろうかを考え、着実
に実行していかなければと思いました。それにはまず、
役員・理事の意識を整えるところからスタートしなけれ
ばなりません。理事研修の必要性を痛感しました。
菊井監事：理事会メンバーの「意識改革と資質向上」は、
後援会改革の一貫した重要テーマです。理事会メンバー
は毎年卒業と入学で入れ替わります。研修は継続的にし
っかりと行っていく必要があります。
矢野会長：これを機会に研修会の実施を企画しますので、
是非菊井監事に講師をお願いしたいと思います。
菊井監事：ご指名いただきありがとうございます。承り
ました。

矢野会長：それと今回の支援活動中のエピソードですが、
西キャンパスで配布中に、学生支援チームの伊藤元房チ
ームリーダーが私たちを見つけて、ねぎらいのお言葉を
かけてくださいました。嬉しかったですね。元気が出ま
した。それと東西両キャンパスで職員の方々から配布場
所の提供や机の設置などでご協力いただきました。この
場をお借りしてお礼申し上げます。

■後援会 ｢チア・プロジェクト｣ は全力で学生支援
　活動を継続します
菊井監事：新型コロナ禍では、女子だけでなく、もちろ
ん男子学生も困窮しています。｢チア ･ プロジェクト｣、
今後どのような取り組みを考えていますか。
矢野会長：一人の女性として「生理の貧困」がもっと多
くの人たちに認知され、生理用品の無償配布をする大学
や自治体が増えることを希望します。小中高大、すべて
の学校のトイレに生理用品が常備され、生理で悲しい思
いをする女子が一人でも減ってほしいと願っています。
引き続き生理用品のサポート事業を行うほか、格安定食、
食料品無償配布、後援会奨学金制度の再開など、さまざ
まな緊急支援を企画して学生の皆さんに寄り添う活動を
行っていきたいと考えております。次にお会いする時ま
で、学生の皆さん、一緒に頑張っていきましょう！
菊井監事：本年度後援会は女性会長をトップに迎え、役
員人事も一新し、一意専心、決意も新たに活動に邁進し
ています。皆さんの力を結集し､「学生満足度ナンバー
ワン｣、｢全国芸大 ( 美大・音大 ) トップ校」の名古屋芸
大を必ず実現させましょう。おカネがなくても辛いこと
があっても、新型コロナなんかに負けないで、ピンチを
チャンスに変えて頑張りましょう。この貴重な経験は
必ず人生の次の飛躍へつながるものと確信します。後
援会「チア・プロジェクト（Cheer project）」は皆さ
んを全力で応援します。最後に学生の皆さんへ Cheer 
project からのエールを送ります｡   
     　　Let's cheer up and do our best  !
   　　　　　（元気出して頑張ろうぜ！）

　矢野会長、菊井監事、長時間の対談お疲れさまでした。
本日は有意義なお話をありがとうございました｡

（2021 年 8 月 13 日    渡邉綱夫）
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キャリアセンターからのメッセージ頑張れ就活生！

【特集３】

　後援会の皆様におかれましては、本学の教育に
日々ご支援賜わり誠にありがとうございます。
　さて、2019 年にキャリアセンター長を拝命し
て以来、キャリアセンターの活動主軸を、就職支
援に留まるだけでなく、「ブラック企業に近寄ら
せない」「キャリアの複線路線の機会提供」（キャ
リア二刀流）を標榜して、従来からの就職に強い
芸大のイメージを質量共に高めていくべく、教職
員一体となり、様々な諸施策を急速展開してまい
りました。このような中で、昨年度は、百年に一
度的な世界的パンデミックを誘発する新型コロナ
禍に見舞われ、まさしく人生における「上り坂　
下り坂　まさか」のマサカが起こった次第です。
　もっとも、キャリアセンターでは、この事態に
対処すべく、昨年 4 月早々の時期に弁護士、社
会保険労務士などの専門家の協力を得て、他大学
に先駆けて「キャリア防護支援措置」の運用を開
始しました。就職トラブルなどのリスクへの備え
と、求人検索サイトの充実などによる情報発信力
の強化で、在学生は勿論のこと、卒業生に対して
も適用することで、安全安心をお届けしてきまし
た。併せて、求人企業の開拓、適用業界の拡大に
も尽力し、「青空就職相談会」（三密を避けて屋外
で実施）や「手作り求人紹介ボード」（刻々増え
る開拓求人情報をタイムリーに提供）の設置など、

出来ることは何でも行っていくとの思いの下で、
数々の緊急施策を実施しました。その結果、体感
的にはリーマンショック並みに厳しい就職環境で
はありましたが、学生諸君の奮闘もあり、昨年度
の就職率は、例年の 9 割をやや下回る 4 ポイン
ト減に留まりました。
　キャリアセンターの中核事業としては、キャリ
ア相談及び教員等試験対策は勿論のことですが、
3 年前に始めた、キャリアセンター主催の「ハイ
パワー講座」（高度就業力養成講座）が、学生の
間では、すっかり馴染みなものになっていると思
っています。これは、名芸大生が、芸術や教育保
育の専門的知識を専らとして学びながら、併せて、
経営学基礎、法学基礎、ビジネススキル、年金知
識などの社会経済的素養やライフワークに必要な
知識を身に付けてもらう講座のことを指していま
す。専門領域の他にもキャリアのウイングを拡げ
られるような機会を提供しています。これらを私
どもは「キャリア二刀流」と意識付けし易いネー
ミングで受講の周知を図っています。キャリア二
刀流とは、名芸大生が、ライフワークのリスクに
打ち克てる力を養成することを意図したものであ
ります。
　更に本年度から、次のような新しい施策も三つ
加わりました。
①キャリアゼミの新設
　キャリアセンターの新しい企画。公務員行政職
を目指す学生や、経営学の基礎を学びたい学生向
けにゼミ形式で開講。ひとつのゼミに、弁護士、
社会保険労務士やキャリアコンサルタントの専門
家が三人就くという密度の濃い体制で、学びなが
ら、就職支援や相談も同時に行っていくものです。

キャリアセンター長
中川　直毅

人間発達学部教授
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就活で「悩ませない」をモットーに隔週の通年開
講となっています。
②正規科目のビジネス系授業の新設
　学務部の新発想により、民法、労務論（労働法）、
行政法、経済学、簿記論や起業演習などを単位修
得可能な正規科目として新設。また、キャリア系
の基礎科目も必修科目となりました。これらはキ
ャリアセンターと連携しながら、担当講師も私を
はじめ全て実務専門家が担い、ビジネスの基礎知
識を学んでいくものです。芸術や初等教育系の大
学では極めて稀な設置科目群です。
③キャリアコンサルタントによる定時定点相談会
　毎週水曜日にキャリアセンター内の同じ場所
で、複数のキャリアコンサルタント有資格者の職
員による相談会を常時開催。気軽に立ち寄れる、
そして継続的に、同じ相談員によるキャリア開発
＆就活支援を受けられます。
　しかしながら、今もって新型コロナ禍は進行中
で、異常事態の波は断続的に襲って来ています。
この波に打ち勝ってもらうために、キャリア二刀
流の考え方への認識を促しながら、正規系科目と

キャリアセンター企画を連携させた、統合的な新
施策の「キャリア開発 123（ひふみ）教育体系」
も導入し、今春からスタートしています。これに
は、ハイパワー講座などの平時の定番メニューの
活動の他、キャリア防護支援措置などの緊急支援
策も継続加入させ、情報発信体制及びキャリア相
談体制を維持しながら、先述の三つの新施策も加
わっって構成されています。いわばキャリア開発
とキャリア支援の総合的な体制であり、学生諸君
をリスクから護り、そしてキャリア形成の一助と
していくものです。ご期待頂ければと思います。
　学生諸君が、ひとりで悩むようなこともなく、
明るく・楽しく・元気に、学生生活を送り、社会
に向かっていけるように支援させて頂きます。一
般大学に引けを取らない就職支援体制を持つ、就
職に強い芸術大学として、一層の飛躍を期してま
いります。そして、キャリアセンターの教職員一
丸となって、保護者の皆様には、ご子弟の進路を
安心して見守って頂けるように、努力してまいる
所存です。引き続きご支援ご理解の程、宜しくお
願い申し上げます。

名古屋芸術大学　キャリア開発１２３教育体系
（教務正規科目１２+ キャリアセンター講座 3）
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「道徳教育が全ての授業・学級経営につながる」
2018 年度　人間発達学部卒業　

若原　正伍

　私は、名古屋芸術大学を卒業し、愛知教育大学の教職
大学院に進学しました。そして、現在、愛知県で小学校
の教員として、毎日楽しく働いています。
　大学院では、道徳の研究に励みました。しっかりとし
た道徳教育を行えば、子どもが変わり、クラスが変わり
ます。そして、教員の授業力が上がります。「道徳教育
は全ての授業・学級経営につながっている。」これは、
大学院の恩師の言葉です。道徳の授業で一番大切になっ
てくるのは、発問です。多くの先生は、「当たり前の発
問」をよくやってしまいます。例えば、「A 子さんはい
じめをされて、どんな気持ちになりましたか？」という
発問は、考えなくてもわかる当たり前の発問です。「い
やな気持ち・悲しい気持ち」だと、誰でも思うからです。
そこで、「思考を刺激する発問」をします。子どもが考
えることが楽しくなるような発問を考えるのです。思考
を刺激する発問を考えることで教員の授業力も上がりま
す。実際に算数や国語、社会などで生かされたのを実感
しました。これらは、私が大学院で学んだ、ごく一部です。

　現在、その全てが生か
されています。ぐちゃぐ
ちゃに入れてある、本棚
を写真で撮り、それを使
った道徳授業をすれば、
その日から、とってもき
れいな本棚になっていま
す。子どもが変わり、ク
ラスが変わった瞬間で
す。道徳教育は学級経営
なのです。
　教育は、大学で学んだ
ことが全てではありませ
ん。もっともっと深く、
考えれば考えるほど、た
のしいものでもありま
す。未来のための子ども
たちを、思いやりのある、
人として当たり前のこと
が当たり前にできる立派な大人に育てていくために、私
はこれからも道徳教育に励んでいきます。

（愛知県小学校教諭）

「夢だった建築士になって」
2020年度　芸術学科　デザイン領域 

　スペースデザインコース卒業　長谷川　彩

　私は現在ハウスメーカーの商品開発部で技術職として
働いております。建築士になることは子供の頃からの夢
であり、ニーズの先を見据えた住まいづくりをしたいと
考えております。
　貴学ではデザイン専攻スペースデザインコースに在学
しておりました。受験生の時は意匠設計よりも構造設計
に興味がありましたが、貴学に入学したおかげで先生方
や他の学生から刺激を受け、現実的な思考ばかりで固ま
らず「こんな暮らしいいな」「こんな事をしたら面白い
かな」と柔軟な創造力を養うことができました。そして、
常にアンテナを張り普段から発見や疑問を持つことの重
要性を今改めて痛感しております。
　就職活動ではハウスメーカーや建築事務所など多くの
選択肢があり悩みました。そこで皆さんにアドバイスで
きることは、「就職の悩みを解消する近道は、よく知り
よく分析する事」です。なぜこれは興味がありこれは嫌
なのか考え、それでも結論が出ないのであればなるべく
沢山のインターンシップやオープンデスクに参加し、自

己分析が難しければ他己分析をお願いしてもいいと思い
ます。コロナ禍で苦労も多いかと思いますが納得のいく
道をとことん探してみてください。
　最後に、私は業界屈指のデザイン力と多様なポートフ
ォリオに惹かれて弊社に入社し、現在もより高い知識と
経験の取得を目指して業務に取り組んでいます。学生の
皆さんも是非諦めることなく夢に向かって突き進んでい
ただければ幸いです。

（ハウスメーカー）

先
輩

の
活

躍
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これからの車を創る
2020 年度　芸術学部　デザイン領域
　　　　　　　　カーデザインコース卒業　

藤澤　知成

　デザイン領域カーデザインコースを卒業後、現在は自
動車のインテリアデザイナーとして勤務しています。主
な仕事内容は、新型車やコンセプトカーの内装を先行開
発・共同開発をメインに行っています。

　私は幼いこ
ろから乗り物
と絵を描くこ
とが好きで、
それを両立で
きる仕事を目
指し高校・大
学ともにデザ
インが学べる
学校を選択し
ました。
　大学２年生

からはカーデザインコースに進み、プロダクトデザイン
やカーデザインについて学びました。当初は外装デザイ
ンを中心として課題に取り組んでいました。
　企業のインターンシップに参加したり色々な車を運転
しているうちに内装デザインの面白さと重要性に気づ
き、それからは内装デザインを主として勉強し就職活動
を経て今に至ります。
　入社して５カ月経って感じたことは、大学生の頃はあ
る意味、一人のアーティストや芸術家だったのだと。自
分でストーリーを組み、自由な発想で個性ある作品を創
る。一方でデザイナーは企業として利益の出るものをデ
ザインする。コストや製法、設計要件など様々な課題を
考えながらベストなものを。そのギャップが入社して感
じた一番大きなことです。ですが仕事自体は楽しく、ま
だまだ勉強する事がたくさんありますが一歩一歩レベル
アップしていこうと思います。
　働き出すと大学生の頃のような時間はありません。そ
の時間を無駄にせず色々な体験をしてインプットすると
いいと思います。コロナ禍なので体調には気を付けて、
学生生活楽しんでください。

（自動車内装デザイナー）

テキスタイルの魅力を伝えたい
2020 年度　芸術学科　デザイン領域

テキスタイルデザインコース卒業　畭　絵美里

　現在私は大垣市の毛織物を製造する会社で、デザイ
ナーとして働いています。
　大学ではテキスタイルデザインコースで学びました。
　織りや染めなど、テキスタイルについて学んでいく中
で、特に織物や毛織物の産地として有名である尾州産地
に興味を持ちました。
　また在学中に、「一宮地場産業ファッションデザイン
センター」が企画する「翔工房」や、「インパナ塾」、「も
のづくりリレー」などにも参加し、素晴らしい生地や技
術に触れ、また多くの素晴らしい職人さんとの出会いも
あり、自分も人に素晴らしいと思ってもらえるような生
地を作りたい、という気持ちがさらに強くなり、生地の
デザインや製造に関わる仕事がしたいと思うようになり
ました。
　デザイナーとして入社し、4 ヶ月経ちますが、現在は、
デザインをする上で必要な、生地についての知識を深め
るため、生地の分析や規格の立て方などを中心に学び

ながら仕事
をしていま
す。
　学生の時
は、機能性
などは考慮
せず、見た
目のデザイ
ンをしてい
ま し た が、
製品として
の生地を設
計 す る 際
は、実用性、機能性を考慮して糸を選び、組織を考えた
上でデザインをしなくてはいけません。このように、入
社してからも毎日が勉強の日々で大変ですが、少しずつ
生地についての知識が増えていくのはとても楽しいで
す。
　これからも沢山のことを学びながら、テキスタイルデ
ザイナーとして織物の魅力を一人でも多くのひとに伝え
ていけるように頑張っていきたいです。

（毛織物製造）
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親の想い 
　芸術学部　芸術学科　美術領域　

アートクリエイターコース　3 年　父　渡邉綱夫

　絵を描く事が得意なだけでは、世の中渡っ
てはいけないと、娘が中学時代に言い聞か
せた思い出を、私は今でも覚えています。
　そんな彼女が、高校も自ら美術専門校
を探し入って、何度か地域で賞などをい
ただき、名古屋芸術大学に推薦で入ってしまいました。
　専門的な分野において、自らが知らなかった知識を持
てる素晴らしさに日々喜びを感じているのも事実である
でしょうが、自らの作品や主張を他の者に評価や共感さ
れる事により、自分のスキルを向上出来ることが、修学
する事の何よりな利点と彼女も感じていると思います。
　学ぶ事の喜びと、自分の技量を学友と切磋琢磨し合い
ながら突き詰めていく事を、この大学生活で学び自分の
将来が漠然と、ただ好きで絵を描いていた高校時代に比
べ、専門的及び実践的な教育により、自分がどの様な才
能を持ち、どの様に生かし、そして何者であるのかを、
日々の生活で探求し、これから社会と向き合い、就職活
動に向けて突き進み、どの様な夢かは知りませんが、人
生の大作を描いていってほしいと親は願うばかりです。

「ゼロ」スタートから夢に向かって
　芸術学部 芸術学科 

音楽領域　音楽総合コース　2年　母　稲垣幸

　入学前、履修するコースの選択を迫られていた娘。
8 年間続けたオーボエや趣味で始めたジャズギターを
極めたい。でも裏方の仕事もやってみたい。やりたい
ことが沢山あった中から彼女が選んだのはミュージカ
ルコース。意外でした。大きな衝撃を受けたことを
覚えています。小学生の頃に観たミュージカル映画

『Les Miserables』や、高校時代にクラスで制作した
ミュージカルが忘れられず、更に追求したくなったので
しょう。体も固くダンスも歌のレッスンさえも全く受
けたことがない「ゼロ」からのスタートなのに出来る
のかと心配していましたが、彼女はこの 1 年で柔軟な
体とリズム感、力強い歌声を獲得しました。日々の鍛錬
の成果だと感心しています。そしてその努力が実ったの
でしょう。12 月に上演されるミュージカルコース卒業
公演のメインキャストに選んで頂きまし
た。何事にも本気で挑戦する彼女が誇ら
しいです。自分の夢に向かって着実に進
んでいく娘にエールを贈り、これからも
一番近くで見守っていこうと思います。

「コロナ禍」と学生たち
　芸術学部 芸術学科 デザイン領域 

ビジュアルデザインコース 3 年 父　池田和由

　新型コロナウイルスの感染拡大によっ
て、それまでの普通の生活が失われてから、
はや１年半ほどが過ぎた。
　その間にリモートと対面を使い分けた講

義が定着し、昨年度末のレビュー展等での展示作品や、
今年度に入ってからの娘や学友の課題への取り組みの様
子から、私は学生たちが「コロナ禍」と言う状況に上手
く適応しているなと感じている。
　その背景に大学側の尽力があることは言うまでもない
が、学生たちの困難な状況にあってもしっかりと学び、
成果を得ようと勤しんできた積み重ねがそう感じさせる
のではないだろうか。
　多くの社会人がその影響の厳しさに弱音を吐きがちな

「コロナ禍」において、このような適応力を持つ学生た
ちを頼もしく思う。
　娘の大学生活も順調に行けば残り１年半。新型コロナ
ウイルスの感染状況は楽観視できない状況であり、今後
も学業や就職活動が妨げられる事態がしばしば起きるで
あろうが、その適応力を発揮し続けて困難を乗り越えて
欲しいと願うばかりである。

親の思い
芸術学部 芸術学科 デザイン領域

先端メディア表現コース ４年生 父 石黒和広

　親の思いか…
　自分の中で描いているのは一点、「大学での得た知識、
経験、技術、使えない環境では働くな」これ以外は特に
無い。
　自分の未来に思い描いて大学を選び学んだ結果を趣味
の世界で過ごすのだけは、さすがに許せないね。
君には未来に対して十分な時間と資金を提供した。次は
見せてもらいたいね。
　今のこの世界を上手く使い、自分の世界を見つけ得る
こと。この大学は特殊な存在であることは理解している、
つもりだ。必要としている社会があること、今はネット
で世界中の様々な仕事ができる。
　自分も今は某芸術大学でデザインを学んでいる、そこ
で学ぶ環境は全てネット上に置かれている。そう一度も
大学に登校していない、入学も全て。まだその県にも行
っていない。
　全ては自分の努力と実力の世界。ここ数ヶ月、君たち
の世界は甘く無いことを実感している。少しでも今の学
生を理解している。自分も芸術大学生だし。
しかし今の時代、さまざまなツールを使いこなし、世界
中の人々とコミュニケーションを取り作業を進めていく
この環境は 30 年前では考えられなかった事だ。
今の若者は環境に順応するスピードが素晴らしいと感じ
ている。
　自分の息子だけでなく、大学に通う未来の芸術家達に心か
ら託したい、世界で活躍する唯一無二の存在になることを。
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名古屋芸術大学の魅力
　大学院音楽研究科 ( 声楽専攻 )　 2 年生　佐藤安莉

　名古屋芸術大学の学生は皆、青春真っ只中。専攻するも
のに日々没頭しています。そんな名古屋芸術大学には芸大
ならではの魅力があると感じます。それは「人との繋がり」
や「学びに対する恵まれた環境」です。
　例えば声楽コースのオペラ公演では、弦管打コースや
ミュージックエンターテインメント・ディレクションコー
ス、ミュージカルコースなど様々なコースの方と協力し舞
台を完成させました。これは多様なコースを有する芸大だ
からこそ作れた舞台であり、お互いの学びを深め合う良い
機会であったと感じます。
　また、私が師事する馬場浩子教授からは歌の技術だけで
はなく、御人柄や音楽に対する情熱など多くの事を学ばせ
て頂いています。先生との出会いが私の人生を大きく変え
てくれました。本当に感謝しています。
ここで得た人との繋
がりは一生の宝物に
なると確信していま
す。
　私にとって名古屋
芸術大学はそんな掛
け替えの無い充実し
た時間を過ごせる素
敵な場です。

友人と書く
芸術学部　芸術学科　

文芸・ライティングコース　3 年生　佐橋瑠夏

　未だに、毎日大学に行くことが出来ない。課題に追われ
る日々を過ごしている。それでも私はなんとか合間を縫っ
て文字を書き続けていた。

基礎を学んで、将来の為に本格的に作品作りを始めよ
うとした私を待っていたのはこんな生活。同じ教室で感想
を言い合うことも出来ない状況に歯痒さを感じていた。し
かし慣れてしまえばこちらのもので、離れた場所から届く
感想をありがたく読んでは作品をブラッシュアップしてい
く。

文芸コースの友人は、良い所も悪い所も含め素直な感
想をくれる。自分が知らない知識と解釈を聞いて、作品を
より良いものにしていく。普段読まない作品と出会えるの
も友人のおかげだ。私よりも私のことを知っている友人に
勧められた本は、必ず私の糧になる。

文芸コースの作品を集
めた冊子には、友人や私が
書いた様々な物語が詰め込
まれている。これからも
様々な企画を考えているの
で、機会があれば是非読ん
でほしい。

助けれらていたこと
　芸術学部　芸術学科　

文芸・ライティングコース　３年生　 山本梨恵

　自宅と大学だけを往復する生活
を送る中、自分には時間と精神的余
裕がないと感じる。
　毎日出される出席確認の課題、
プロジェクトや講義時間変更の確認
メール、最終課題作品の締め切り、
レポート課題、試験。対面授業とオ
ンライン授業の切り替わりと、移動
時間を考慮したスケジューリング。
何をするにもギリギリなのだ。
　コロナ禍になってやることが増えたからというのもある。け
れど、単純に私は予定を立てて行動するのが苦手なのだと思
う。
　でも、コロナ禍前は今よりもしっかりと計画を立てて、精神
的な余裕もあった気がする。
　思い返してみると、コース部屋全体が「課題制作を頑張る
ぞ」という雰囲気に包まれていた。そこにいるだけで「自分も
やらなくては」という気持ちになった。同じ空間にいるだけで
こんなに違うらしい。自分の気付いていない精神的なところ
で、友人や先生方に助けてもらっていたのだと知ることがで
きた。

一年半のリモート授業を経験して。　　　　

　芸術学部　芸術学科　音楽領域　
アートマネジメントコース　2 年生　 浦野凌

　大学入学と同時にこれまでの当
たり前だったことが一変し、授業
の大半はリモートで行われるよう
になりました。大学生になりたて
の頃は戸惑いしかありませんでし
た。一年半のリモート授業を経験
して感じたこととしてはネットの
環境は、ほぼ良好でした。授業を
受ける環境も徐々に整え、より快
適になりつつあります。今後もよ
り快適に授業を受けられるよう工

夫していきたいです。
　一方、苦労した点は、リモートと対面のバランスをうま
く取らないといけないところです。僕の場合、午前がリモー
ト、午後から学校で対面。という組み合わせが何度かあり
ました。通学時間の事なども考えてスケジュールを作るこ
とも考えなければいけません。
　新型コロナが収束しても、ネットを利用した授業・生活
が求められる世の中になると思いますが、しっかりと対応
できるようにしたいです。
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■ 声楽コース
　後援会の皆様には、日頃より多大なご理解とご協力をい
ただき深く感謝しております。今年度も昨年から引き続く
新型コロナウィルス感染症が先の見えない状況の下にス
タートしました。
　それでも前期は、感染対策に充分配慮し、学生の健康や
安全を最優先しながら対面で授業を実施できたことは、こ
の上ない喜びでした。音楽を生で感じ学ぶことができ、改
めて笑顔で元気に歌えることの素晴らしさを噛み締めてい
ます。　
　未だ事態の収束を見いだせない現状下において、対面
授業を実施するためには、安全で安心できる授業環境の整
備が重要と考えており、引き続き様々な対策を継続的に講
じることが不可欠だと思います。
　そうした中5月21日には、名古屋芸術大学フィルハーモ
ニー 管弦楽団第8回定期演奏会のソリストオー ディショ
ンが行われ、大学院音楽研究科1年の天野彰子さんが合
格し、8月9日(月)しらかわホールにてモーツァルト作曲 モ
テット「踊れ、喜べ、汝幸なる魂よ」を演奏しました。
　音楽を学ぶ学生にとっては憧れであるオーケストラとの
共演を実現でき、素晴らしいホールでのオーケストラとの
繊細なハーモニーは、会
場を大きな感動で包み
込みました。
　また8月10日　西文
化小劇場との連携コン
サート「花の木フェスティ
バル」のオーディションが
行われました。地域の音
楽文化の発展のために
連携して、オペラを身近
に体験して、オペラの楽
しさや面白さを知ってもらおうと言う趣旨のもとに、今年
度は10月16日(土)第一部でオペラ「 あまんじゃくとうりこ
ひめ」、第二部でオペラアリアと重唱&合唱を披露します。
　声楽コースでは今後もこのような発表の場やオーディ
ションの機会を増やし、学生たちがお互いに切磋琢磨し、ま
た共に学ぶ意義を感じることができる環境を増やしたいと
思っています。
　秋以降には昨年に引き続き、特別客員教授として日本を
代表する演出家の岩田達宗先生と、コレペティトゥー アの
浅野菜生子先生をお迎えして公開レッスンを行ないます。
声楽コース恒例の「歌曲の夕べ」は2022年１月29日(土) 
に、オペラ公演メノッティ作曲オペラ「泥棒とオールドミス」
は2022年2月27日(日)に実施します。
　声楽は多くの聴衆の前で歌う喜びと、声が人々の心に響

き魅了することができたときの感動が魅力ですので、学生
たちには日頃の成果を発揮し、意欲溢れる舞台を披露して
くれることを望み、皆様には情熱溢れるステー ジをぜひご
覧いただきたいと思います。 今後とも変わらぬご支援を
お願い申し上げます。

声楽コース　松波千津子

■ 鍵盤楽器コース　ピアノ
　今年度も引き続きコロナ感染対策に気を配りながらの
スタートとなりました。世界中でこれまで以上にオンライン
というツールが利用されるようになり、演奏会や国際コン
クール、又国内のコンクールであっても「音源・映像審査」
という方法が目立って参りました。そんな中６月～７月に行
われたシドニー国際ピアノコンクール2021で、ピアノコー
ス大学院２年太田糸音さんが日本人でただ一人、見事６位
入賞を果たしました。今回世界中から285名もの応募が
あった権威あるコンクールでの素晴らしい快挙に、教員一
同大変嬉しく思っております。
　シドニー国際ピアノコンクールは本来昨年にオーストラ
リア・シドニーで開催予定でしたが、コロナの影響により1
年の延期、さらにオンラインによる審査へと変更になりまし
た。太田さんは本学サウンドメディア・コンポジションコー
スによるサポートを受け、3月と５月に現地シドニーと回線
を繋ぎ、リアルタイムで音声・映像収録を行いました。この
ように昨今ではコンクールに挑戦する際、その規模に関わ
らず、音声・映像収録が欠かせないものになってきました。
太田さん以外にもピアノコースの学生がサウンドメディア・
コンポジションコースの学生に収録を依頼し、それを大学
のホールで行い、活動の幅を広げている様子が多く見受け
られます。本学ならではの恵まれた環境で、学生達の今後
更なる飛躍を期待しています。
　また本学が日本で唯一の姉妹校となっているパリエ
コールノルマル音楽院におけるディプロマ試験が６月に行
われ、こちらも昨年同様映像審査となりましたが、本学より
受験した２名、三年生黒木結紀さん、一年生小柳さらさ
んが優秀な成績で合格しました。
　例年通り、横山幸雄、上原彩子両特別客員教授による公
開講座、個人レッスンも引き続き定期的に行われており、学
生達にとってとても貴重な経験の場となっています。この
学びをそれぞれの実技試験やコンクール、演奏会に遺憾無
く発揮してほしいと願います。
　さらに本学では来年度より、将来演奏家を目指す学生の
育成に特化したコースとして「プロフェッショナルアーティ
ストコース（PA）」が新設されます。本学の益々の発展に今
後ともご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

鍵盤楽器コース(ピアノ)　戸田 恵

名古屋芸術大学近況報告
　芸術学部芸術学科音楽領域
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■ 鍵盤楽器コース（電子オルガン）
　音楽領域/鍵盤楽器コース電子オルガン専攻を担当してお
ります鷹野雅史です。皆々様におかれましては平素より本学
への多大なるご理解とご支援を賜り、深く感謝しております。
　まだまだ続きますコロナ禍の難しい状況の中、今年度は
専科の優秀な１年生４人（内２人は静岡/広島から…）を新た
に迎えることができ、喜んでおります。ご存知の通り、昨年
度は（敢えて申し上げれば）憎きコロナのために入学式も
４月からの新年度開講もままなりませんでしたが、今年は
簡略化はされたものの、入学式実施も４月開講もかないま
して、先ずは何よりと思っております。ただし、去年の新入生

（現２年生）は入学式もしてあげられておりませんでした。
大学によっては昨年度新入生も含めた入学式をしたところ
も有るとは伺いましたが、本学はそのスタイルは取りませ
んでした。そこで、電子オルガン専攻は新年度オリエンテー
ションとして昨年度分の入学式も兼ね、東キャンパス「大ア
ンサンブル室」を借り、全学年22人を集めて独自のセレモ
ニーを開催。始めと終わりの歓迎演奏は不肖・私の電子オ
ルガンでまかない、取りづらかった学年を超えたコミニュ
ケーションの貴重な機会とさせていただきました。以下の
ように申し上げますと「親バカ」ならぬ「生徒バカ」のようで
すが、我が専攻生達は伝統的に「素直で良い」学生に恵め
れ、今年も例に違わず、よってこの機会は、諸々の意味にお
きまして最高の形におさまったように思います。この機会
に起因したわけではなく学生達の本来の性質?!によるもの
と思いますが、その後もお陰様で、学生達はキャンパスラ
イフを楽しんでくれているように見受けられます。
　途中の愛知県・緊急事態宣言の対応で多少の学期の遅
れは出たものの、学生達の学習状況は概ね良好と言えま
す。あとは各々が無事に前期末試験に臨んで日頃の実力
を示してくれれば幸いです。後援会の皆々様におかれまし
ては、コロナ禍はもとより、今年も厳しい暑さの続く夏を迎
えそうですが、どうかご自愛頂けますように。

鍵盤楽器コース（電子オルガン）　鷹野雅史

■ 弦管打コース
　今年度は昨年度に続きコロナ禍の影響はあるものの、
授業形態も平常時に戻りつつあります。特に室内楽や合
奏もほぼ通常通り行える様になった事は、学生の皆さんに
とっても私たち教員にとってもホッと胸をなでおろしてい
るところであります。東京や他の地域では感染拡大が叫ば
れていますが、これ以上拡大しない事を祈るばかりです。さ
てそんな中、６月３日に名古屋芸術大学フィルハーモニー
管弦楽団の第７回定期演奏会が愛知県芸術文化センター
で行われました。一昨年立ち上がった本学教員が中心と
なったオーケストラですが、この演奏会に弦管打コースの
学生と大学院生が参加しました。また８月９日にもしらかわ
ホールにて第８回定期演奏会がありますが、それにも学生
が参加する予定です。そしていよいよ後期には多くの演奏
会が予定されておりますので、是非とも足を運んで頂けれ
ば幸いです。

弦管打コース　依田嘉明

■ ウインドアカデミーコース
　今年度3年目を迎えた本コースは本年度新たに音楽総
合コースの学生を含めた18名の学生を迎えることができ
ました。3学年合わせると50名近くの人数になり吹奏楽

の一般的な大編成合奏の体系を取れるようになりました。
コースの授業は音楽表現実技として学ぶ「吹奏楽指導法」

「指揮法」「管楽器リペア」「楽器奏法」という４つの柱を軸
として学んでいきます。その中でも「吹奏楽指導法」は3学
年同時に開講され吹奏楽の合奏を通しての指導や運営に
関わる内容を学んでいきます。
　例年年度末に定期演奏会を開催していますが、今年度
は初の試みとして「サマーコンサート」と題して２０２1年8月
21日(土)のオープンキャンパスに合わせて演奏会を企画
しました。演奏会では吹奏楽指導者を目指す学生が指揮を
振り演奏会に向けて指導をしていきます。その他の学生も
それぞれの係りに分かれ楽譜の準備やエキストラの手配
を行ったり、チラシを作成しSNS等を利用して広報活動を
行います。コロナ禍のため十分なお客さんをお呼びして開
催することはできませんが、配信を行うなどして少しでも多
くの皆さんに本コースの活動を知っていただけるように工
夫しました。
　後期からもどのような活
動が出来るのか、学生には
与えられた環境の中で今
しか出来ないことを見つ
けスキルアップで出来るよ
うな活動を続けて欲しいと願います。

ウインドアカデミーコース　遠藤宏幸

■ ポップス・ロック＆パフォーマンスコース
　ポップスロック＆パフォーマンスコース音楽表現実技Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ，Ⅳではギターの先生４名、ベースの先生２名、ピアノ
の先生２名、ドラムの先生３名、ボーカルの先生９名、サック
ス・トロンボーンの先生と万全の体制でどんなジャンルに
も柔軟に対応できる先生方で、生徒さんたちと課題曲の相
談や演奏についての基礎に基づいての練習の仕方、曲の
意味や歌い方、楽器もボーカルも特に歌うということを楽
しみながら学んでいます。
　音楽理論についてはイン
トロ、曲中でのアドリブ、エン
ディング等、曲の意味を大事
にしていろいろなパターンを
考えながら習得しています。
個人レッスンは対面なのでその場その場での質問やアイ
デアで個々に気に入ったものになっています。以上、音楽
表現実技Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳで習得した成果は試験のためだけでは
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なく、ポップスロック＆パフォーマンスコースの目玉でもあ
るセッションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳにも大いに役立っています。セッショ
ンクラスは６クラスあり、林先生ジャズ、山下先生ポップス、
ジャズ、ラテン、石原先生ジャズ、ポップス、荒川先生ラテ
ン、ジャズ、栗木先生ロック、ポップス、ヒップホップ、渡邉が
ファンク、ジャズ、ポップス、ブルースとなっていますが、ど
の先生も選曲の段階で柔軟な対応をしてくれています。自
分の選んだ好きなクラスで先輩後輩問わず、目一杯日頃の
成果をバンド形態で発表しています。

　 この イ ベ ント
名はＮＵＡステー
ションといい、３号
館大ホールで６ク
ラスとも、ここぞ
とばかりライブ演
奏を楽しみます。

セッションクラスは前期後期でクラス変更もできます。発表
も前期後期で１回ずつあります。それからもう１つ、前期後期
１回ずつ有志ライブも始まりました。これは授業外で活躍し
ているバンドや学内即席バンド、卒業生も１部参加する等演
奏はもちろん音響、照明も含め勉強会となっています。
　コロナ禍で会場は大アンサンブル室ということもあり、
いまのところ配信ライブになっていますが、これも盛り上
がること間違いなしです。ＮＵＡステーションも有志ライブ

（ポプロック）もかっこいいバンドがたくさん出ます。
ポップス・ロック＆パフォーマンスコース　渡邉則夫

■ ミュージカルコース
　2021年度より新た
なカリキュラムが始ま
り、歌唱やダンス等の
個人的な技術の向上を
目指すとともに、それら
の技術を統合した舞台
での表現力を養う「舞台パフォーマンス」、またみんなで一
つの作品を作り上げる「ステージクリエーション」といった
授業も開始され、お互い刺激を受けながら、且つ伸び伸び
したと学習が進んでおります。新型コロナウィルスの影響
もあり、ミュージカルというジャンルの核でもある集団で
の活動は未だ、かなりの範囲で制約されておりますが、 巷
での商業ミュージカル公演も再開し始めた事もあり、学生
達にも明るい希望が見え、活気が増してまいりました。 
　去る8月1日、刈谷市総合文化センター アイリス 大ホー
ルにて行われた刈谷音楽協会主催「第16回刈谷音楽祭・
映画になったミュージカルの名曲」にミュージカルコース
の3・4年生が出演いたしました。本学非常勤講師の谷田育
代先生が中心となって行われたこのコンサートは、私も演 
出・ナビゲート及びソリストとして関わり、本学エンターテイ
メントコースの全面的なご協力もいただき、また卒業生の
菊池京子さん、中村真由さんもソリストとして出演する等、

“名芸POWER” が発揮された公演となりました。学生た
ちもウェストサイド物語の「I Feel Pretty」 「America」、マ

イ・フェア・レディの「I Could Have Danced All Night」、
そして美女と野獣 の「Be Our Guest」の4曲を担当し、生
き生きとしたパフォーマンスを披露しました。 12月4日、5
日には3号館ホールにてミュージカル公演を開催いたしま
す。後期からはその公演に向けての本格的な稽古も始まり
ます。お時間がございましたらぜひお越しいただき、学生
達の学習の成果をご覧いただければ幸いです。

ミュージカルコース　准教授　塚本伸彦

■ ダンスパフォーマンスコース
　ダンスパフォーマンスコー
スは、１年生９名を迎え、３年目
をスタートしました。
　感染症対策でマスク着用で
のダンスも、約1年続き慣れて
きましたが、やはり夏場にはか
なりのキツさを感じながら、バ
レエ、ジャズ、タップ、ヒップホッ
プ、コンテンポラリーを軸とし
て、様々なジャンルのダンスを
意欲的に学んでおります。
　そんな日々の中、緊急事態宣言から蔓延防止措置へ移行
したタイミングの6月30日には、演奏課、エンタメさんに音
響等ご協力頂き、「Lunch Time　TERA Concert vol.2」 

『mini DANCE live』を開催致しました。こちらは、振付、リ
ハーサル全てを、2年、3年の学生主体で進めた為、通常の
授業では見られない表情での個性的なパフォーマンスとな
り、大いに盛り上がりを見せていました。また次回も計画し
ていきたいと思っております。
　7月24日のオープンキャンパスでは、3号館ホールにて
高校生に向けてのパフォーマンスを行いました。学生達は、
前期の発表の場として、約30分間、1年生は入学して初め
てのステージでしたが、堂々としたパフォーマンスとなりま
した。
　日々の学びの成果を発表し、その経験を更なる成長へ繋
げていくべく、意識を高く切磋琢磨しながら進んでいける
コースを目指していきたいと思います。

ダンスパフォーマンスコース　古賀明美
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■ 声優アクティングコース
　声優アクティングコースは、
今年度で４年目を迎え、４学年
すべてが揃いました。生徒達
は１１０名ほどに増え、とても活
気があり、勢いのあるコースと
なっています。
　今年度もコロナ禍の中、授
業が始まりましたが、昨年とは
違い、声優アクティングコース
の授業は全て、対面で行われました。もちろんマスクを着
用したりと、感染対策をしながらの授業とはなりましたが、
昨年より通常授業に近い形で行う事ができました。その中
で、当コースの特別客員教授である、声優の郷田ほづみ先
生と、島本須美先生（ナウシカ役声優）の特別授業も、前期
のうちに行う事ができました。両名とも著名な声優という事
で、授業を受ける生徒達は、普段の授業よりも緊張した面持
ちで臨んでいましたが、生徒達にとって大変刺激となり、良
いアドバイスを頂けた、充実した授業となったようです。
　さらに声優アクティングコースでは、昨年に引き続き、名
古屋造形大学のアニメーションコースとコラボし、昨年以
上の本数である８本のアニメーションを、共同で作り上げる
事が決まりました。今まさに、キャスティングオーディション
の真っ最中です。昨年以上のクオリティーの作品が出来上
がる事を、心より楽しみにしています。
　そして、今年の声優アクティングコースで特筆すべき事
は、初の卒業公演が控えているという事です。本番は１１月
１４日なので、すでに稽古は始まっており、試行錯誤の毎日
を過ごしています。
　公演内容としては、まず第１部は、２年前に西キャンパス
の生徒が作ったアニメーションで、今の４年生達が声優とし
て参加した作品があるのですが、そのアニメーションの生
アフレコを舞台上で行いつつ、生身の俳優としてもアニメ
と同じ役を演じるという、新しい形の２．５次元舞台（マンガや
アニメなど２次元の作品を生身の俳優が演じる舞台）を創
り上げます。第２部では、２～４年生までの３年間、生徒達が
学んできた殺陣の授業の集大成として、ストーリ―性のあ
る殺陣の舞台を披露します。今回の卒業公演は、生徒達が４
年間学んできた成果がいかんなく発揮される舞台となりま
すので、ぜひたくさんの方に観に来て頂ければと思います。
　声優アクティングコースではまた、アイドルユニット

「iCANDY」や２次元ボーイズユニット「echoo」なども、今
は外でライブに出られない分、学内でのオリエンテーショ
ンやオープンキャンパスでライブ披露などをして、コース
を盛り上げてくれています。
　これからも声優アクティングコースでは、生徒達の活躍
の場を増やし、さらに充実した活気のあるコースにしてい
きたいと思っています。

声優アクティングコース　平光琢也

■ サウンドメディア・コンポジションコース
　本コースの学生は、音楽制作・録音・音響を学びながら、
新しい時代の音楽とテクノロジーと芸術の関わりについ
て考え、作品制作に取り組んでいます。音楽制作分野で
は、前期にデザイン領域メディアデザインコースと共同で

「1MinProject」という1分で起承転結する音と映像の作
品制作プロジェクトを行っています。完成した作品はWeb
ページで公開する予定です。また、今年度は声優アクティ
ングコースが完成年度を迎え、1期生が卒業公演を行いま
すが、その舞台の音楽を本コースの学生が担当いたしま
す。夏休み中から後期のはじめにかけて制作してまいりま
す。
　録音・音響分野では、6月3日と8月9日に、本学オーケス
トラの名古屋芸術大学フィルハーモニー管弦楽団 のコン
サートのライブ配信を行いました。コロナ禍の中、インター
ネットを用いてコンサートを音楽的な音と映像でリスナー
に届けることを目指し、本コース学生有志が、配信チーム
を結成し取り組みました。詳細は、本コースWebページを
ご覧ください。http://soundmedia.jp/
　本コースでは来る2022年2月12日(土)、本コース学生
が現代におけるアートのあらゆる可能性を探求し、音楽作
品を制作しながら、映像や照明の演出表現を加え、アート
と音楽の有機的結合をめざすコンサート「カレイドスコー
プ」を本学2号館大アンサンブル室で行います。今年度も
昨年度に引き続きYouTubeでライブ配信も行う予定で
す。本コースの近況等は随時Webページに掲載してまい
ります。ぜひご覧ください。 これからも引き続きご支援の
ほどよろしくお願いいたします。

サウンドメディア・コンポジションコース　原田裕貴

■ ミュージックエンターテインメントディレクションコース
　２０２１年４月。エンターテインメントディレクションコー
スはコース名を新たに「ミュージックエンターテインメント
ディレクションコース（以下エンタメコース）」とし、新入生
３５名（音楽総合コース履修者含む）の1年生を迎え、エン
タメコース全学年１３６名でスタートいたしました。未だ収
まらないコロナ禍の中ではありましたが、コロナウィルス
感染予防対策を講じたうえで、実技を伴う授業は少人数制
で対面授業形態を取ることとなり、オンライン授業が主で
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あった昨年度と比べて、
学生たちの表情も少し
明るくなったと感じまし
た。
　さて、新年度始めは４
月１５日（木）に行ったエ
ンタメコース全学年で
のオリエンテーションで
した。ここでは、専門科目の中でも根幹となる科目の授業
内容の説明と、その授業の一環として行う、音楽領域の他
コースの公演担当の割り振りを行いました。現場経験を重
視する当コースでは、他コースが開催する公演のスタッフ
を担当しています。日頃、授業では学べない先輩たちの動
きやコミュニケーション力、その他、様々なTipsなどを習得
出来る場としてもこのような体験を重視しています。
　この「他コースの公演」は、毎年後期を中心に開催されま
す。今年度の予定は、以下のようなタイトなスケジュールに
なっています。この中から学生たちは２つ以上の公演を担
当しなければいけません。
・ ８月 ７日（土）　ポップス・ロックパフォーマンスコース
　　　　　　　　「Nステ（NUAステーション）夏公演」
・１１月 ７日（日）　エンタメコース３年「修了公演」
・１１月１４日（日）　声優アクティングコース「卒業公演」
・１２月 ５日（日）　ミュージカルコース「卒業公演」
・１２月１２日（日）　エンタメ「卒業公演」
・１２月２６日（日）　ダンスパフォーマンスコース「修了公演」
・ １月１３日（日）　ポップス・ロックパフォーマンスコース
　　　　　　　　「Nステ（NUAステーション）冬公演」
・ ２月１２日（土）　サウンドメディア・コンポジションコース
　　　　　　　　「カレイドスコープ」
・ ２月２１日（月）　声優アクティングコース「２年修了公演」
・ ２月２７日（日）　声楽コース「オペラ公演（卒業公演）」
・ ３月 ６日（日）　ポップス・ロックパフォーマンスコース
　　　　　　　　「卒業公演」
・ ３月２７日（日）　エンタメコース企画
　　　　　　　　「ザ・ベストテンコンサート」

　また、これ以外にオー
プンキャンパスなどの
音楽領域での学内行事
や、単発的な他コース
の公演。さらには外部か
らの依頼を受けた公演
のスタッフも担います。
　８月１日（日）に開催さ

れた刈谷音楽協会主催「第１６回刈谷音楽祭　映画になっ
たミュージカルの名曲」では音響、照明、舞台を担当させ
ていただきました。終演後、主催者から「音響、照明で素晴
らしい演出をしてもらい、多くの観客の皆さまから、例年と
違いステージが素晴らしかったとの好評をいただいていま
す。」とのお言葉をいただき、担当した学生たちも心地よい
疲れと清々しい気持ちで会館を後にしていました。この後
も外部からの公演サポート依頼がいくつかありますが、外

部公演を担当するのは学年に関係なく、複数の教員が選
出した「Aチーム」と呼ばれるチームが担当します。このよう
な公演では専門的技術はもとより、コミュニケーション力、
チームワーク力をはじめトータル的に高い技量が必要と
されます。Aチームは固定メンバーではありません。エンタ
メコースの学生全員にAチームに入れるチャンスがありま
す。今後のAチームで外部公演の担当が担えるよう、エン
タメ学生全員が頑張ってくれることを願っています。
　7月30日（金）。新１年生は音響の授業で試演会を実施し
ました。いくつかのチームに
分かれ演目を決め、その音響
担当を担い披露するというも
のです。１年生たちはまだ知
識が浅いがゆえに、かなりの
緊張感で臨んでいましたが、
それを見ている側の方が手
に汗を握る思いでした。
　これから後期に向けて様々
な公演の準備が動き出しま
す。これから怒涛の日々が
続くと思いますが、エンタメ
コースの学生はそんな忙しさ
をパワーの源として、お客様に感動していただき、楽しんで
頂けるステージを創るべく毎日元気に精進しています。

ミュージックエンターテインメントディレクションコース　金子靖

■ エンタテインメントディレクション＆アートマネジメントコース　
　／アートマネジメント選択
　アートマネジメントコースは、文化施設を主なフィールド
として、文化政策や企画制作、施設運営の分野で活躍でき
る人材、つまり“プロデューサー”、“ディレクター”となる人
材の育成を目指し、理論と実践のバランスをとりながら教
育活動を行っています。大きな特徴は、数多くの「現場」に
恵まれ、実践的に学ぶ環境が整っていることです。
　今年度前期は、コロナ禍での教育活動が2年目に入り、
不自由な学びの中にも何かしら見出していこうという流れ
を少しずつ感じられるような4ヶ月間でした。昨年度からの
オンライン授業で得た経験は、教員側は対面授業への授
業改善へと生かされ、学生側は自らの学修管理へと発展し
ています。先が見えないという状況への対応力も、きっと
アートマネジメントに求められる能力だと信じ、現在の困難
を力に変えていけるように学生と教員が一緒に頑張ってい
る様子をご紹介いたします。
　尚、アートマネジメントコースは、今年4月に開設された
舞台芸術領域の舞台プロデュースコースへと組み込まれ
ていくため、2021年度は1年生の活動は、舞台芸術領域の
ページに記載いたしました。
・4年生
　4年間の集大成としての卒業制作は、今年は縁あって千
種文化小劇場とのコラボレーションが実現するかもしれま
せん。コラボレーションするということは、1つの事業で2
つの組織が共にメリットを得ていくということ。どのような
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A チーム刈谷音楽祭仕込み

１年音響試演会

A チーム刈谷音楽祭リハ

ベストテンコンサート制作打合せ
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内容を誰に対して実
施するのか、というこ
とに常に立ち戻り、
尚且つ、それを実現
させるための資金繰
りをどうしていくの
かも常に計算しなが
ら、準備を進めてい
ます。ということで、昨年度の先輩に見習って、クラウドファ
ンディングにも挑戦しています。
　卒業論文も同時進行しています。自分の気になることを
しっかりと掘り下げていきながら、テーマを決め、序論の執
筆まで辿り着くことを目標に前期の卒論ゼミを重ねてきまし
た。夏休み中に調査し、後期の執筆に繋げます。　
・3年生
　3年生も4年生の卒業制作に刺激を受け、千種文化小劇
場での事業に挑戦することとなりました。昨年度の「音楽の
森」では、ワークショップを大学近隣の子どもたちに向けて
企画制作しましたが、今回は劇場でのコンサートの企画制
作なので、規模もターゲットも異なります。チケットを自ら
売るということも、初めての挑戦です。領域展開科目である

「劇場と舞台」という愛知県芸術劇場との連携講座での学
びが、すぐに役立つ機会となりそうです。
　座学は、事業評価のための社会調査の手法を、今年も学
んでいます。今年度は、気になっているテーマを選択して
調査を実施するということで、各自でテーマを選びました。
テーマは、音楽フェス、大学生にとってのSNS、アニメ等の
キャラクター、名芸大での学内公演など様々。夏休み中に
これらの調査結果をまとめます。
・2年生
　1年生の時の座学は文化政策基礎でした。この知識が下
地となって、徐々に実践的な学問としてのアートマネジメ
ントに進み始めました。非営利組織運営が基本のアートマ
ネジメントですが、経営していくということは営利も非営利
も共通する部分があります。あなただったらどんな会社を
立ち上げるのか、といった自分の夢と社会のニーズを接合
する学びを重ねています。また、今年度も「音楽の森」を2
年生が担当し、ワークショップの企画制作を始めています。
今年は、会場を名古屋芸術大学アートスクエアに移すこと
もあり、考えなくてはいけな
いことが増え、その規模も大
きくなります。本番は12月5
日（日）です。たくさんの子ど
もたちに楽しんでいってもら
いたいと、10名の2年生が頑

張ります。
エンタテインメントディレクション＆アートマネジメントコース／

アートマネジメント選択　梶田美香
■ 音楽ケアデザインコース
　本コースでは、１
年次から学外での
活動を組み入れて
授業を展開していま
す。また、各施設で
の音楽療法実践は、
カリキュラムの要のひとつです。昨年度に引き続き今年度
も対面での音楽療法を実施することができず、難しい状況
をどう切り開くか、思案の日々が続いています。
　そのような中、少し明るい兆しも見え始め、しっかりとし
た対策をとった上での対面での参加型音楽の会を一年生
の授業の一環として行うことができました。北名古屋市地
域包括センターとの協働で行う、認知症予防の会「温故知
新」です。歌唱活動はNGということで、歌は前もって収録
し、それをながしながら一緒に即興演奏をしたり手話をし
たりする活動に取り組みました。
　また、３、４年生の施設実習
では、子ども、成人、高齢者施
設での音楽療法の実践に取
り組んでいますが、どの現場
も対面での実施は引き続き
見送られました。しかしなが
ら、昨年度からコロナ禍にお
ける音楽療法について様々
な試行錯誤を繰り返してき
たことで、学生たちが確実に成長していることを垣間見ら
れる場面が多く見られました。昨年度は必要に迫られた
Zoom等の遠隔コミュニケーションツールの使用に振り回
されたり、コミュニケーションにおける制限に悩まされたり
しましたが、今年度はその特色をうまくとらえ、この制限の

中でどのよ
うに相 手と
つながるの
がよいのか、
学生自らが
主体的に実
践を組み立

てる姿があり、大変頼もしく感じました。どのような状況に
あっても、今あるリソースをうまく活かせば、音楽を通して
人々の健康に貢献できるのだということを、学生と共にし
みじみと感じております。
　また、４年生は就職活動にも精力的にとりくんでおり、多
くの学生が常勤音楽療法士としての内定をいただいてい
ます。今後の活躍が大変楽しみです。Facebook公式ペー
ジも随時更新しておりますので、ご覧いただけると大変う
れしく存じます。http://www.facebook.com/meigei.
music.therapy.caredesign　

音楽ケアデザインコース　　伊藤孝子
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千種文化小劇場の下見の様子

愛知県芸術劇場との連携講座「劇場と舞台」の様子
（愛知県芸術劇場提供） （愛知県芸術劇場提供）
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　舞台芸術領域は、2021年4月に開設されました。舞台芸
術作品を制作する人材を育成することを目的として、舞台
プロデュースコース、演出空間コース（音響・照明）、舞台美
術コースの3コースを包含しています。
　現代では舞台芸術作品といっても、作品を展開する場
所は、劇場、野外、オンラインと様々です。また、舞台芸術
作品を提供する対象者は、舞台芸術を愛する愛好家、地
域の活性化に活かしていきたい街の担い手、教育や福祉、
医療に活かしていきたい舞台芸術以外の専門家と多様で
す。そういったことを踏まえ、全てのコースにおいて、専門
技術と専門知識をしっかりと身に付けるとともに、芸術的
側面と社会的側面の両面から舞台芸術作品制作にアプ
ローチする力が身につくようにカリキュラムが設計されて
います。“何を” “誰に” “いつ” “どこで” “いくらで” “何のた
めに”といった企画趣旨を理解し、多様な職業能力の人材
が集まる現場で適切にコミュニケーションを取り、社会に
作品を送り出していく力が必要だと舞台芸術領域では考
えているのです。
　そのために、1年生は“舞台芸術ファンデーション”として、
コースに分かれずに、全コースの導入部分を学修し、2年生
のコース選択に向けた経験と知識を積み上げています。4
月に40人の1年生を迎えて過ごした4ヶ月の前期授業は手
探りしながらの日々でしたが、教員一同、学生たちの生き
生きとした表情に支えられています。
　後期も手探りが続きますが、教員一同、全力で新領域の
運営に力を注いて参りますので、どうぞ今後ともご支援の
ほど、よろしくお願い申し上げます。
＊尚、舞台芸術領域の舞台プロデュースコースは、音楽
　領域アートマネジメントコースから接続されていくた
　め、アートマネジメントコースのカリキュラムに基づ
　いて設計されています。

主任　梶田美香
・舞台芸術演習Ⅰ -1 〜 4
　舞台芸術領域のコア科目です。企画制作・舞台美術・
音響・照明のそれぞれの導入を学んでいます。

・プロジェクトワーク 1
　舞台芸術の作品制作は、たくさんの種類のプロフェッ
ショナルが同じ現場で異なる仕事を同時進行することに
なります。共に考え、議論していく過程を、授業の中で
学んでいきます。

・デッサン
　空間認識が不可
欠。特別な “ 卓上
装置 ” を使って全
員がデッサンに挑
戦しています。

・作品鑑賞
　浅井信好専任講師の主催する「月灯りの移動劇場」によ
る “Peeping Garden” が、西キャンパスのクローバー畑で
開催され、その様子を、授業の一環として観劇しました。

　芸術学部芸術学科舞台芸術領域

企画制作の授業

音響の授業

照明の授業

舞台美術の授業
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　コロナウイルスの影響により、途中日程変更などはあり
ましたが、美術領域では多くの実技授業が対面で行われる
ようになり、学生たちもより制作に身が入った様子です。
■ 日本画コース
日本画コースでは4月3日～15日に東京新宿区 佐藤美術
館で学部、大学院選抜作品による 第2回「迷うクジラ」展
を開催しました。関東方面で大規模に開催される今展は、
コース学生たちにとってとても大切な展覧会です。予定し
ていたギャラリートークや公開講評会は社会状況を考え残
念ながら中止としましたが、評論家やコレクターなど多く
の美術関係者に見てもらう機会となったこの展示は様々な
メディアでも取り上げられ、学生たちにとっても大きな刺
激となりました。
　また卒業生と教員、大学院生による企画展「空想動物園」
も美濃和紙の里会館で開催されこちらも美術誌や新聞、
TVなどで大きく取り上げられました。

　自身の使用する道
具や材料を知る機会
として毎年恒例とな
っている「画材説明」。
今期は絵筆製造の老
舗不朽堂さんによる
筆の製作実演を行い
ました。制作活動を助けてくれる画材の知識を付けるこ
とで道具のありがたさを再認識することができるこの機
会に参加学生たちはいつも何気なく使っている筆の仕組
みを改めて体感し、興味深く耳を傾けていました。
　不定期で行われる実技講座も日本画コースでは実施し

ています。興味のある学生はそれぞれ事前に申し込み、
当日の講義を受けます。今年度前期は日本画の古典的な
絵具の一つである「黄土」の特質と使用法、にじみ止め
を施す礬水による画面への影響と使用法、中大作に使用
する仮額製作法の 3 講座を行いました。テーマを一つ
に絞り行われる講座はどれも深い理解力と各自の志向を
判断する力が身につきます。

■ 洋画コース
奈良美智氏　学内制作、特別レクチャー
　アーティスト奈良美智氏が、海外で発表予定の作品制
作を名古屋芸術大学の学内で行いました。洋画・現代ア
ートコースの青木一将先生が技術者として参加し、大型
作品や立体作品の制作のサポートを行い、期間中、奈良
さんには学生に向けて特別レクチャーもいただきまし
た。新型コロナウイルスの影響で、学生が制作のサポー
トに参加できず残念でしたが、奈良さんの学生時代の作
品や近年の活動として旅を通したプロジェクトなど貴重
なお話をお伺いすることができました。今回のレクチャ
ーは、多くの学生が聴講できるように、オンライン配信
を行いました。

　名古屋芸術大学現代アートコースと KAYOKOYUKI
の共同企画展「デルタ」を開催しました。現代アートコ
ースの教員であるアーティスト７名と学生・卒業生から
選抜した８名によるグループ展。緊急事態宣言によって
何度かの延長を経て、6 月末に会期を変更して開催しま
した。メディアにも大きく取り上げられ、多くの来場者
にお越しいただきました。この展覧会に向けて、1 年間
の時間をかけて学生たちと作品制作、プレゼンテーショ

　芸術学部芸術学科美術領域

佐藤美術館　迷うくじら―名古屋芸術大学日本画展―

美濃和紙の里会館　空想動物園

不朽堂のよる筆づくりレクチャー

礬水実験 額作り説明

KAYOKOYUKI と名古屋芸術大学の共同企画展「デルタ」

撮影：木奥恵三
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ンなど準備をしてきました。学びの場としての大学とマ
ーケットと直結するコマーシャルギャラリーとの共同企
画での展覧会は、若い世代のアーティストの貴重な経験
の場となり、同時に名古屋芸術大学の教員たちの多様な
表現を紹介する機会となりました。
特別客員教授　加藤泉氏レクチャー
　絵画、彫刻、インスタレーションなど、さまざまな
メディアで作品を発表するアーティスト加藤泉氏のレ
クチャーを行いました。これまで国内外で発表してき
た絵画や立体作品に加え、近年手掛けているパブリッ
クアートのプロジェクトなどをご紹介いただきました。 
また、自らレーベルを立ち上げて自身もドラマーとして
参加しているバンドについてなど、幅広い活動について
お話いただきました。レクチャーの終了後は、学生のス
タジオを周り、作品について学生とディスカッションを
行うなど、有意義な授業になりました。

■ コミュニケーションアートコース
【湯原温泉アートプロジェクト】
　コミュニケーションアートコースでは、岡山県の温泉地、
湯原温泉でのアートプロジェクトに学生が参加しました。
13名の学生とOBがこの地域に生息するオオサンショウウ
オをテーマに、旅館や飲食店など16箇所にアート作品を設
置し、訪れた観光客にアートめぐりをしてもらう企画で、学
生が3月末に作品を設置し、4月から展示が始まりました。
現在も展示中です。

【庄内緑地アートプロジェクト】
　名古屋市庄内緑地公園の5月のイベント「よっといで。バラ
とハナショウブの庄内緑地 ～初夏の華まつり～」を、庄内緑
地グリーンプラザと連携してイベントチラシの作成、園内の
魅力を詰め込んだイラストマップ制作、庄内緑地のキャラク
ターを作り、イベント期間中はそのキャラクターたちのスタ
ンプを園内を散策できるスタンプラリーの実施もしました。

■ 工芸コース
　工芸コースでは 6 月に「ガラス工房オープンスタジオ」
7 月に「【工芸リレー】CONNEXT2021 陶・ガラス教育
機関講評交流展」を開催しました。中部地方の大学にお
いて、ガラスを学べるのは本学が唯一であり、大きな魅
力の一つです。6 月毎水曜日ランチタイムに、教職員や
学生のみなさんにデモンストレーションをお見せし、延
100 名弱の参加者とともに活気ある時間となりました。

　また外部連携として多治見工業高校専攻科と富山ガラ
ス造形研究所との交流展を、アート & デザインセンタ
ー West にて開催しました。井上雅之特別客員教授に
ご参加頂いた学生と教員との対話は、7 時間にも及び大
変白熱したものとなりました。またこの展覧会は、本年
度から始動したデザイン領域との工芸分野の領域横断連
携プログラムの一環として【工芸リレー】と称し、陶・
ガラスに続いてメタル＆ジュエリー、テキスタイルの展
覧会がリレー開催されました。

主任　長谷川喜久

【湯原温泉アートプロジェクト】湯原温泉での搬入

【庄内緑地アートプロジェクト】スタンプボックス設置

ガラス工房オープンスタジオ

【工芸リレー】CONNEXT2021陶・ガラス教育機関講評交流展
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　芸術学部芸術学科デザイン領域
　昨年から引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため対策を行いつつ、今年度は、入学式も規模を縮
小し開催し、4 月 1 日から一部の授業をオンラインの
形式で、実技は基本的に対面の形式で開始されました。
昨年度からのノウハウの蓄積からコロナ禍を逆に貴重な
機会と捉え、新しい価値観の創出を目指すことができる
よう試行錯誤しながら制作に取り組みました。以下各コ
ースの活動報告としてまとめました。
■ ファンデーション
　本年度はコロナウイルス感染症対策を行なったうえで
の実技授業が再開され、昨年度には実施できなかった工
房や加工機材を利用しての前期課題プログラムを再開す
ることが叶いました。それに伴い石膏や金属といった素
材を体験することもできました。それでも昨年度に続く
ファーストイヤーセミナーの中止やグループ課題実施の
困難さなどもあり、これまで通りとはいきませんでした
が、対面実技授業をきっかけとした新入生どうしの繋が
りもでき、なんとか大学生活をスタートさせることがで
きたようです。教員も昨年の経験と反省を活かし、200
人規模の対面実技授業をなんとか行うことができました
が、それも学生たちの協力があってこそのものでした。
慣れない大学生活のスタートに加え、終わりの見えない
コロナウイルス感染症拡大後の社会状況に苦労した学生
も少なくなかったのも事実です。しかし、どのような環
境であっても自らの制作にひたむきに向き合う姿勢を見
せてくれた学生たちが授業を支えてくれたように感じま
す。デザインとは現在を読み解き、次の時代へ向けて新
たな価値を投げかける活動です。時代が動くときには新
しい価値観が必要となってきます。まさに次の時代を拓
いていく世代である学生たちと、新しい価値観を携えた
デザインを探っていきたいと思います。

■ ビジュアルデザインコース
　2021年の前期は、コロナ対策をしながらも、実技は
例年通り対面で行うことができました。授業外でも、段
階的に教室での利用時間を増やしました。例年どうりと
いかないまでも、教室に活気が戻ってきたように思いま
す。各学年の代表的な授業の様子を報告します。
◎デザイン実技Ⅲ -1 では、3 年生 25 人が「今後の社
会から必要とされる商品やサービスは何か？」をテーマ
に新しい発想でブランドを企画・制作する「ブランディ
ング」の授業を行いました。
　まず、実在の企業がどのようなブランディング活動を
行っているかを、個人で研究して発表を行いました。
　その後、4 つのグループに分かれて、リサーチ、分析を
経てディスカッションを重ねて仮想のブランドを企画し、
コンセプトから CI、サービス、プロダクト、パッケージ、
広告、プロモーションツール、展示計画と一貫したイメー
ジで個性的なデザインにまとめ上げました。

　この後もブラッシュアップを続け、10 月に X 棟の X ギ
ャラリーでグループワークの成果を発表する予定です。

◎デザイン実技 II-2 では、2 年生 26 名がイラストレー
ターの基礎的な操作と、タイポグラフィーの基礎（カリ
グラフィー・文字組）について学びました。カリグラフ
ィーでは Roman Capital を平筆で書き起こし、筆順に
よって生まれる文字の形状や、文字間のスペースによる
言葉の印象の変化などを学びました。また、手書きから
データ化を行い、デジタルファブリケーション工房のレ
ーザーカットを経て凸版を制作し印刷しました。アナロ
グとデジタルを行き来しながら、独特なロゴタイプが完
成しました。また、専門性の高い文字組みも、今年度よ
り 2 年生から取り組むようになりました。文字の特徴
や大きさの感覚を実感するため、手作業での文字組みか
らデジタル化を行いました。
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◎デザイン実技Ⅳでは、4 年生 24 名が、卒業制作のテ
ーマを決める課題に取り組みました。
　学びの集大成となる卒業制作のテーマ決めは就職活動
とも並行しており、「これまで」と「これから」が交錯
する中で、自らの方向性を見極める大切な制作期間で
す。それぞれ研究や試作を重ね方向性を見つけていきま
した。

◎ 7 月 24 日（土）には、コロナ禍でしばらく行われて
いなかったオープンキャンパスのワークショップを行い
ました。ヴィジュアルデザインの基礎となる幾何構成を、
図形のスタンプを使い、T シャツを制作することで学ん
でもらいました。予定の参加人数を超える応募があり、
参加者はそれぞれの視点を持って熱心に制作に取り組ん
でいました。

■ イラストレーションコース
　ここ数年、イラストレーションコースのカリキュラムの刷
新を進めてきたが、2021年度に至って、ある程度それらが
定着してきたように思う。しかし、毎年状況は異なり、常に変
化も要求されるため、今後も改善に取り組みたい。
6月
　サブカルチャー批評家、物語評論家のさやわか氏を招い

て特別講義を実施した。
　実践的な水準と学術的な水準双方で指導いただく貴重
な契機となった。前期は第一回目の授業として、話題を学
生の興味に引きつけつつ、一般に平易に思われている内容
を平易にわかりやすく語りながら、極めて射程の深い充実
した内容で講義いただいた。後期に続編を実施していただ
く予定。

４年生
　『PLAYGROUND』展／5月27日（木）〜6月１日（火）
A&Dセンター
　３年次に取り組んだ「遊び」をテーマにした作品による展
示を行った。卒業制作を見据え、表現方法や研究テーマを
探る重要な機会として設定している。全体的に準備不足が
否めず、欠点の目立つ展示となったが、卒業制作に対する意
識を高め、それぞれの弱点を見定める良い機会となった。

「実技Ⅳ報告会」
　29人の学生に対し4名の教員による講評会は、厳しい意
見も飛び交いながら６時間に及んだが、非常に充実したも
のとなった。コース関係者の見学は自由としていたが、２、３
年生の参加率の高さや、先輩、他コースの学生参加もある
など、講評会自体が盛り上がったことは、内容以上に大きな
成果として考えている。
３年生
　３年次以降、研究テーマや独自の表現方法を確立するこ
とを念頭にそれぞれ課題に取り組むため、教員と個別に対
応する機会が増える。内容や表現技術に深みが増す一方
で、発想が内向しやすく、プレゼンテーションやディスカッ
ションを苦手とする学生が多いのも例年の傾向である。そ
うしたことを克服するために、教員との個別対応を公開型
で授業を展開した。全員の前での教員とのディスカッション
は、緊張感も伴う難しいものであるが、回を重ねるごとに成
果も現れてきた。他学生の発表に積極的に発言できる学
生が増えるなど、授業が活性化されている。
２年生
　例年同様、基礎的な鍛錬を重視する授業を中心に取り組
んだ。在籍数35名というこれまでにない学生数に、各担当
教員も授業方法に苦慮している。基礎鍛錬の授業は同列
で進行できるため、比較的効率よく展開できたが、今後は、
個別の対応や授業そのものの活性化など、新しい方法論
を模索する必要がありそうだ。

■ 先端メディア表現コース
　これまでの「メディアデザインコース」は、今年度4月から

「先端メディア表現コース」として新しく生まれ変わりまし
た。これまで培ってきたメディアデザインコースを引き継
ぎつつ、今後変化し続ける社会の変化に向けた新しい未来
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志向への取り組みです。
　映像、デジタルファブリケーション、コンピューター表現
など先進的で未来のものづくりを実験できる環境を整え
て行く予定です。
　若い世代が柔軟な発想で対応していく能力が求められ
ている時代となり、これから「メディア」に期待されることを
学生と共に見極め、実践していきたいと考えております。　
　また「デジタルファブリケーション工房」が同時に開設さ
れ、3Dプリンター、レーザー加工機、デジタル刺繍ミシン
など学生の制作に役立つ環境が整いつつあります。
対面型のオープンキャンパスでは、このデジタルファブリ
ケーション工房を使ったワークショップが行われ、レーザー
加工機を使ったオリジナルのアクリルキーホルダー作りを
体験してもらいました。
　３年生はこの工房を使ったデジタルファブリケーション

課題にも取り組みました。「サンプリングプロダクト」と題し
て無印良品の商品にオリジナルパーツを付け加え、新たな
価値に変換させることを目標に制作しました。
1minProject（4〜9月）
　今年度も引き続き、3年生を中心に、東キャンパス
のサウンドメディア・コンポジションコースとの共同で

「1minProject」を開始しました。サウンドメディア・コンポ
ジションコースからは1分の楽曲を、メディアデザインコー
スからは1分の映像素材を互いに交換し、ネット上でやりと
りしながら映像＋音楽作品を完成させる共同制作も実現し
ました。
大垣共立銀行　テラッセ納屋橋支店　映像コンテンツ制作（4〜10月）
　今年度も引き続き産学共同プロジェクトとしてアニメー
ション、3DCG、実写映像まで様々なデジタルサイネージ
のための映像コンテンツを10月の完成に向けて制作して
います。
　後期にも、数多くの産官学共同事業を予定しています。
また特別客員教授としてメディアアーティストの藤幡正樹
氏を迎え、講演会とワークショップを通して「先端メディア
表現コース」の存在を外部へ発信していこうと考えており
ます。

■ メディアコミュニケーションデザインコース
　コロナ禍での対面授業は2年目になりましたが、毎年
のルーティンをすすめています。
　メディアコミュニケーションデザインコースでは２年
次にアートと紙媒体を中心とした課題を行います。最初
の課題はグループワークで、環境をテーマにしたアート

インスタレーションでスタートしました。並行して版画
３種（今年はリトグラフ制作がないため）。木版は北斎
の作品から２つ以上のイメージを引用し組み合わせ、浮
世絵の技法である水性木版で表現します。北斎漫画、富
嶽百景、滝廻りなど様々な作品から学生は大胆に組み合
わせていきます。銅版は物語のワンシーンをエッチング
とメゾチントで制作。童話からヘルマン・ヘッセや村上
春樹まで学生の興味の広さを感じます。シルクスクリー
ンは＜メッセージをデザインする＞ T シャツにプリン
ト。＜写真を読み替える＞課題では、新聞の写真から独
自の視点でフォトブックをつくります。MMD と合同の
授業ではストップモーション・アニメーションとパッケ
ージデザイン。今年のパッケージデザインは地域のお土
産を新しい視点で提案。学生目線の作品はコストパフォ
ーマンス的にはやや問題点をのこしますが、すぐにでも
発売したいようなアイディアもあります。前期最後には
アートブックの課題で、自分の好きな分野をリサーチし
て独自の方法で本にまとめます。2 年生前期はまずは発
想を形にすることからはじめます。　
　3 年前期は MCD で最もハードワークなタームです。
2 年後期の祖父江慎先生課題のブックデザインを経て本
の発展形としてのオリジナルブックと写真集の制作。そ
して映像、ウェブデザインがスタートします。MCD で
は 3 年になる前の春休みに 10 ✖️ 10 というリサーチの
宿題があります。１０のテーマについて自分の考えるト
ップ１０をリサーチします。このリサーチブック〈自
分を知るための本〉は、3 年前期の課題であるオリジナ
ルブックや写真集、アニメーションなどに活用しオリジ
ナル表現へと展開していきます。ウェブ制作では自分
の HP の制作がはじまります。３年次のパーケージデザ
インはプロモーションも提案します。また今年で 4 年
目となる豊橋自然史博物館との産学連携や OKB 大垣共
立銀行のデジタルサイネージもあり、学生それぞれが、
スケジュールコントロールを意識して課題をすすめて
いきます。7 月３1 日～８月３日まで X ギャラリーで
<2021 Work in Progress 前期レビュー展 > として講
評と展示をおこないました。
　この時期をこえると、自分の制作について社会との連
携や関わり方を考え、同時にグループワークだけでなく
個人が頑張って達成感を得ることで自信となり、コミュ
ニケーション力や共感力も高まっていきます。
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■ ライフスタイルデザインコース
　いわゆる「新しい生活様式」が求められ、新たなライフス
タイルをどのようにつくっていくべきか模索が続いていま
す。そうした私たちの「生活」の変動期において、生活への
つぶさな観察に基づいた環境形成のあり方を探求するラ
イフスタイルデザインコースにとってはその教育・研究の
意義を再確認するタイミングでもありました。
　３年生のフィールド・サーベイの授業では、大学キャンパ
スから3km、30km、300km、そして3mの範囲をリサーチ
し、デザイン提案を行う授業が行われました。3kmは市町
といった自治体/地域コミュニティの範囲、30kmは東海県
といったエリア、300kmは国、そして3kmは個人・私自身
といった具合になります。それぞれの距離感でリサーチを
重ねると、エリアの定め方で見えてくる課題や可能性が異
なることと同時に、例えば個人の課題や可能性が国単位の
課題や可能性にも繋がっていることへの気づきがありまし
た。このことは「どの距離感で対象を把握するのか」「個々
人と社会はどう繋がっているのか」といった観点がデザイ
ンリサーチにとり重要であることを改めて考えさせられる
機会となりました。コロナウィルス感染症による社会変動
もまた同じように多距離の関係性のうち捉え考えるること
が必要とされているのでしょう。この課題成果は東キャン
パスに新設されたArt&Design Center Eastで成果展示
が行われました。

Atlas – 3km, 3m　授業成果展示

　今季は感染症対策を行いながらの実技授業対面実施が
軌道に乗ってきたこともあり、課題成果の展示発表をカリ
キュラムに戻すことができました。上記課題に加え、3年生
では映像エスノグラフィーの成果展示を、４年生は卒業制
作前期発表の展示機会も設けられました。こうした展示を
通じて客観的にプレゼンテーションし多くの人からフィード
バックを得ることのできる授業内容を取り戻すことでき嬉
しく思います。
　同様に、学外との産学連携事業も再開することができま
した。岐阜県池田町、OKB総合研究所とともに、レンタサ
イクルを通じた地域活性やマイクロツーリズムの可能性を
模索する産官学連携事業をインダストリアル&セラミック
デザインコースと共に始めました。新しい時代にふさわし
い観光や地域活性のあり方を模索していきます。また今夏
からは岐阜県飛騨古川に拠点を構えるファブラボ「株式会
社 飛騨の森でクマは踊る」と連携したプログラムを開始し
ます。このプログラムにおいては、森林問題と地域コミュニ
ティ、そしてデジタルファブリケーションとの関係のうちに、
改めてモノづくりを媒介とした自然と暮らしの関係に一歩
踏み込んで学生たちと考える機会をつくります。
　後期もライフスタイデザインコースでは、変化に呼応し
ながら、積極的な研究教育活動に取り組んでいきます。

■ テキスタイルデザインコース
○工芸分野の領域横断による連携
　今年度から工芸分野の美術領域工芸コース（陶芸・ガラ
ス）、デザイン領域メタル&ジュエリーコース、テキスタイ
ルデザインコースは、領域横断による連携を始めます。授
業やプロジェクトを通じて学生の交流を促し、素材と対話し
ながら思考する教育から、ものづくりの魅力を伝え、美術
領域とデザイン領域を繋ぎます。
　今年は下記の3プロジェクトを行います。

「工芸リレー」
　アート&デザインセンターで、工芸分野の展覧会を連続開催。
　CONNEXT2021 陶・ガラス教育機関講評交流展　7/16～21 
　素材展（メタル&ジュエリー）＋特別客員教授藤田政利展 7/23～28
　素材展　テキスタイルデザインコース前期制作展 7/30～8/4

「工芸から　グリーンシティプロジェクト」
　大学外来者宿舎グリーンシティの住環境の改善を目的
に、美術とデザインの学生がアイデアを出し、制作、提案を
行います。
　10/5〜8 グリーンシティ

「工芸EXPOプロジェクト」
　経済産業省主催、伝統的工芸品月間国民会議全国大会
の大学コラボ展の制作と展示を行います。美術領域工芸
コースは三洲鬼瓦工芸品、メタル&ジュエリーコースは尾
張七宝、テキスタイルデザインコースは有松鳴海絞りと連
携。
　11/26〜29　愛知県国際展示場　Aichi Sky Expo
○羊の毛刈りを行い、羊毛から布を作りました。
　4月テキスタイルデザインコースの授業は、羊の毛刈り
からはじまります。今年はチェビオット種のみのるくんが、

豊橋駅構内トリックアート
（豊橋市自然史博物館、特別企画展

＜地球は昆虫であふれている＞）

大垣共立銀行プレゼン
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東キャンパスのクローバー
畑に来ました。毛刈り～洗毛
～カーディング～スピニン
グ～織りの作業を行い、学生
は、羊毛が布になる一連の
工程を体験しました。

 

 　 
○有松絞り手ぬぐいブランドプロジェクト
　去年に引き続き今年もコロナ禍で、6月第一土、日開催
の有松絞りまつりは中止になりました。しかし、まつりはな
いものの、お店は開くということだったので、去年度連携授
業を行った（株）suzusanと（株）張正の店先で、学生がデザ
イン制作した、絞り手ぬぐいブランドの販売を行いました。
　今年は3年生が「染いよし
の」、「ピコ」、4年生が「けふけ
ふ」「ShiboLil」と全部で4ブ
ランドが店を開きました。有
松は例年の賑わいはないも
のの、多くの絞りファンが訪
れ、学生は自分の手ぬぐいを
お客さんにアピールしていま
した。今年は学生企画で、マ
スクやポーチなどの手ぬぐ
い以外のプロダクトを販売し
たところ、大変講評でした。

有松手ぬぐいブランド販売
○中部染色展　
　第55回中部染色展に卒業生3名が出品し、正木里歩さん

（2020年度卒業）がグランプリである中部染色作家協会
賞、道下凪沙さん（2020年度卒業）が名古屋市長賞、山下
眞美さん（2016年度卒業/染色工房技術員）が愛知教育委
員賞を受賞しました。展覧会は7月13日～18日、愛知芸術
文化センター8階ギャラリーで行われました。

　　　　　　　正木里歩さん　　　　　道下凪沙さん
○工芸リレー　素材展　テキスタイルデザインコース前期制作展
　アート&デザインセンターでの前期制作展は、テキスタ
イルデザインコースの学生作品120点余りを展示しまし
た。テキスタイルとの出会いをフレッシュに表現する2年
生、長い制作時間を掛けて密度の高い作品を制作する3
年生、自由な感覚の
4年生、思考と作業を
丁寧に重ねる大学院
生、全43名の半年間
の成果を公開する機
会となりました。

■ メタル＆ジュエリーデザインコース
美術デザイン工芸領域・横断連携
　今年度から美術領域工芸コース（陶芸・ガラス）とデ
ザイン領域メタル＆ジュエリーデザインコース、テキス
タイルデザインコースとの工芸分野領域横断プログラム
が始まりました。３コース共通で３つのプログラムを進
め、学生はそれぞれに思考や技術を共有しながら制作や
発表を行なっています。

「工芸リレー」前期成果物展を３コースでリレー展示し
ました（A D センター west にて）。

「工芸から　グリーンシティプロジェクト」大学のゲス
ト宿舎「グリーンシティ」改善企画の展示を行います。

（10/5~7 グリーンシティにて）
「工芸 EXPO プロジェクト」伝統的工芸品月間国民会議
全国大会（経産省等主催）大学コラボ展へ参加します。
今年は愛知県開催で「EXPO IN AICHI」と呼ばれます。

「三洲鬼瓦工芸品：陶芸」「尾張七宝：ガラス＋メタル＆
ジュエリー」「有松鳴海絞り：テキスタイル」の３コラ
ボです。（11/26~29 愛知県国際展示場にて）
特別客員授業
　今年度、多摩美大客員教授で鉄造形作家の藤田政利氏
を特別客員教授として迎え、コース全学生を対象に鉄造
形ワークショップを行いました。（６月 11・12 日）技
術員加藤さんの準備で屋外制作、コロナ禍でも伸び伸び
身体を使い藤田先生の指導を受けました。与えられたテ
ーマは「浮くカタチ」鉄の持つ重さや硬さを工夫しなが
ら 1 人１点～３点制作しました。
工芸リレー・素材展
　7 月 23 日（金）～ 28 日（水）AD センター West に
て前期成果物展「素材展」を開催しました。特別客員授業
ワークショップ作品を展示、併せて特別客員教授藤田政利

毛刈り

洗毛

スピニング

カーディング

織り

３年生友禅染め

張正で藍色手ぬぐいを販売
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氏作品展「風と水の物語」を開催しました。展覧会初日に
は藤田先生のギャラリートークと学生作品に対する講評会
を行いました。藤田先生のギャラリートークでは学生時代
の作品から現在の作品を前に制作について話され、講評で
は学生に丁寧で示唆に富む言葉をかけられました。

藤田政利特別客員教授のギャラリートークと講評＠ A D センター West

産学連携・尾張七宝プロジェクト
　あま市七宝焼アートヴィレッジとの産学連携は今年、
施設内に本学の制作場所が設けられました。大学院生２
名、学部生１名が毎週七宝職人加藤実氏から指導を受け
ています。施設内で学ぶ学生の姿に、職人さんたちから
も活気が出たと喜ばれています。

第 38 回 日本アートメダル展コンペティション部門
　(2021年7月2日(金)から8日(木)
まで東京都美術館にて展覧会開催)
に学生12名が出品しました。その中
で4年生の岡島 真怜くんが新人賞に
選ばれました。他の11名の出品者も
全員入選しました。
入選　３年生　稲垣 水穂、奥岡 夢乃、川中 冴恵、仲 悠里、
　　　　　　　樋口 悠、山下 彩渚
　　　4年生　霜山 優希、鈴村 依里、田村 麻実、濵上 純華、
　　　　　　　深谷 竜馬 
貴金属装身具制作技能士検定
　この国家検定制度３級は学生受験が可能、過去に学生

（現大学院１年冨永侑里さん等）が合格しています。7月
13日に非常勤講師の飯田祐子先生（１級保持者）による特
別授業が行われました。希望者は今後の自主学習と後期の
受験前対策で１２月の３級取得に向かいます。
メダルプロジェクト（ミニメダル）
　2年～4年生の有志によりミ
ニメダル(二本の指でつまんで
持てるほどの小さなメダル、画
像参照)を制作しました。ミニメ
ダルは川村理事長を通じて学
院のお客様に手渡されます。学
院の宣伝に一役買えそうです。
学外授業
　7月30日、豊川にある新東Vセラミックス(株)を3年生8

名が学外授業で見学しました。新
東Vセラミックス(株)は鋳造設備
で国内トップシェアの新東工業グ
ループの一員で、3DCADプリン
ターや鋳造技術を使った超精密な
ものから巨大なものまで様々なセ
ラミック製品の企画開発/製造を
行っています。後期の三年生授業
ではジュエリー商品その他の企画開発につなげていきま
す。

■ インダストリアル＆セラミック、カーデザインコース
　本年度前期は2件の受託研究を実施しました。また通年
でも1件の研究を受託しています。これらの受託研究は学
生の授業に組み込み、全員で新製品のデザインの提案を
行っています。インダストリアル＆セラミックデザインコー
ス、カーデザインコース（ID・CD）両コースの学生は卒業後
大半が大手企業のデザイナーとして製品開発に携わりま
す。これら受託研究はプロのデザイナーとしてのはじめの
一歩でもあり、大変貴重な体験をすることができています。
■『ワーキングスーツ』　
　このプロジェクトは地元のリサイクル及び環境、インフ
ラ企業である三和興産株式会社の依頼により、『三和興産
ワーキングスーツのデザイン開発プロジェクト』として受託
し、実技授業内で開発することになりました。三和興産は産
業廃棄物のリサイクル活用を積極的に研究しており、今回
のワーキングスーツの開発においても環境に配慮した製
品を目指しています。本学においても環境をテーマにした
デザイン開発は地球温暖化対策に貢献し、大変意義深いこ
とと考え、プロジェクトを受託しました。
　プロジェクトには本学ID・CDコースの4年生、IDコース3
年生、そして大学院生の計30名の学生が参加、2021年4
月からの実技授業の枠でデザイン案を作成しました。計8
回の授業でデザイン完成というタイトスケジュールでした
が、本学教員をはじめ、三和興産、およびその協力企業であ
る未来縫製のスタッフの皆さんからアドバイスをいただき
ながらデザインレベルを高め、6月24日にプレゼンテーショ
ンを行いました。学生達は個人やチームに分かれて、スライ
ドや実物の模型を使いながら作品をアピール、4～5組発表
したところで質疑応答の後、三和興産の田中一秀代表取締
役と未来縫製の福田穣代表取締役に寸評をいただく、とい
う流れで進みました。プロダクト製品とファッションの2つの
要素をデザインしなければならず、両コースとして初めて
の分野の受託研究で、困難なテーマでしたが学生たちは予
想以上に素晴らしいデザイン提案をすることができ、三和
興産からたいへん高い評価をいただくことができました。
　このプロジェクトでは審査の結果、以下3名の作品を最
優秀賞と優秀賞として選び製品化の検討を進めます。
⃝最優秀賞　陳雪晴　大学院デザイン研究科1年
　尾州織物とのコラボより完成度と将来性を提案
⃝優秀賞　SOH YUN PING　
　インダストリアル＆セラミックデザインコース4年

冨永侑里有線七宝模写作品
指導：加藤実氏＠あま市七宝焼アートヴィレッジ

岡島 真怜 (4年生)作品名: 抑制

ミニメダルの第1期納品分
学生の制作した栞が付きます

学外授業後の記念撮影
新東Vセラミックス㈱

社屋前にて
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　社名の「和」の字からの着想と所在地である一宮市の
　地域活性化の提案
●優秀賞　辻村大地　大学院デザイン研究科1年
　ガンダム世代をターゲットとした元気の出るデザイン

■『文具デザイン』
　このプロジェクトは、愛知県文具協会からの受託研究で、
デザイン領域の学生が受講する「デザイン実技Ⅳ」の実技
でID・CD両コース4年生が取り組みました。このプロジェク
トはすでに10年に及ぶイベントとなっており、過去に名古
屋芸大ヴィジュアルデザインコースからのアイデアで製品
化された『おててポン』はコロナで改めて注目されヒットし
ています。今年の参加企業は、ホワイトボード・黒板・チョー
クなどの製造を行う株式会社 馬印、スタンプ・ネーム印で
おなじみのシヤチハタ株式会社、デスクマットやコロナ対
策のパーティションなど樹脂製品の製造を行う森松産業
株式会社の３社。各社がそれぞれテーマを設定し学生はグ
ループでこのテーマに取り組みました。優秀な作品は製品
化も行われる夢のあるプロジェクトです。
　馬印のテーマ「コロナ後のカキ・コミュニケーション」では
製品の機能、性能、効能をポイントとして既存の黒板やホワ
イトボードをアナログ的に活用するような製品提案。シヤ
チハタは「もともとの価値を拡張した文房具」、本来の文房
具の機能に別の関連する機能を付け加えより便利に使え
るデザインを考えるように課題。森松産業「自分の仕事環
境を作る フリーアドレス快適化グッズ」。
　授業は参加学生を3チームに編成し、各メーカーで実際
に開発を担当するスタッフと一緒にプロのデザイナーと同
じ現場を体験するプロセスで製品提案を考えました。
最終発表は7月28日にシヤチハタ本社で開催され、各社
の社長や重役が参加する中、全員が発表を行いました。発
表内容も年々レベルアップしており、今年の作品はCADや
CGを駆使した製品レベルに近い作品が目立ちました。
　審査の結果、以下の作品が優秀作品として表彰されました。

 　 

■　スペースデザインコース
　スペースデザインコースで
は、家具など工房を使っての実
制作や、具体的な条件のもとで
設計課題などに取り組みまし
た。
　2年生は、建築雑誌などに
掲載されている写真や図面
を読み解き、名作と言われる住宅模型製作や建築物の図
面や家具の原寸図面の製図の基礎、工房で杉とダンボー
ルの素材が与えられての家具制作の基礎となるスツール
の制作などを行いました。

　3年生は、設計課題として学内の施主を設定し、アトリエ
付き住宅をヒアリングを繰り返しながら、それぞれが個性
的な設計を行いました。今年は産学協同のプロジェクトが
3つ同時進行で行われ打ち合わせや、プレゼンテーション
を繰り返し、前期中の目標地点まで、それぞれの努力によ
りなんとかこぎつけました。何度も練習を重ね自信たっぷ
りに行われたプレゼンテーションに成長を感じました。

SOH 君の作品 陳さんの作品

辻村さんの作品 ワーキングスーツ表彰式

最優秀賞　古川達也　カーデザインコース　
「折れないチョークホルダー」（馬印）

　馬印賞　小椋巧海　
　インダストリアル &　　　　　
　　　セラミックデザインコース
　「スライドホワイトボード」

椅子をじっくり観察し製図 杉とダンボールの異素材をスツールに

名作住宅の模型

森松産業賞　玉置晨　カーデザインコース
「オフィス内におけるフリーアドレス用
ファイルマット Osi-Filemat」

シヤチハタ賞　佐藤祐貴子　
インダストリアル & セラミックデザインコース

「いつでもそばにペンとメモ」
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　またSDGsをイメージしたアップサイクルの課題にも取
り組みました。

　4年生のプレ卒課題は、現在の世の中で起こっている様々
な問題をそれぞれが自分のこととして実感を持ってスタ
ディーを繰り返し、モノとしての提案に落とし込んでいきます。　 　 

　スペースデザインコースでは、前期の授業の終盤にコー
スの活動を内外に知ってもらう為、また、それぞれの制作の
フィードバックができるよう学内のギャラリーでコース展示
を行っています。この状況の中でもギャラリーの空間を作
品で埋め尽くす、学生それぞれのパワーに後期からの期待
も膨らみます。

■　文芸・ライティングコース
　文芸・ライティングコースでは、4月30日に刈谷市美術館
で学外授業として「ミロコマチコ展」の見学を行い、絵本に
おける言葉とビジュアルのかかわりについて学びました。
　昨年4月のステイホー
ム期間中に2、3、4年生が
取り組んだ課題(写真にま
つわるエッセイや小説)を
学生自身が編集して冊子

『響文』にまとめ、前期のオープンキャンパスに参加した高
校生に紹介しました。
　同じく昨年度から進めている「メイゲイ・ブックツリー」
プロジェクトでは、各々の学生が選んだ「種本」(自分を育
てた本)とそのレヴュー文をコースのHPで公開していま
す。(https://meigeibooktree.jp)また、6月18日～23日

に西 キャンパ ス
A&Dセンターで

「メイゲイ・ブック
ツリー展」を開催
し、8月1日～31
日にはジュンク堂
書店名古屋栄店
との産学提携事業としてツリーとレヴュー文の展示と「種
本」の販売を行いました。今年度後期には、西キャンパス図
書館で展示を行う予定です。
　4月から7月にかけて、演出家の深澤伸友氏(PAP・でらし
ね代表)に月一回の特別講義を行って頂き、脚本執筆の方
法や舞台演出の工夫について学びました。現在、学生の有
志が深澤氏演出の舞台(コピ原作『フリゴ』)の学内上演に
向けて準備を進めています。5月27日には山本みのり氏
(民族芸能まんまる企画主宰)による日本古来の民族芸能
についてのレクチャーと獅子舞の実演をして頂きました。

　また、6月26日にB大講義室とオンライン同時配信にて、
特別客員教授の谷山雅計氏にキャッチコピーについての
講義(全4回の1回目)と実作の指導を行って頂き、受講生
はみな熱心に課題に取り組んでいました。

　毎年行なっている詩画集『新博物誌』の制作(フランスの作
家ルナールの『博物誌』を参考に、身近な動物や植物を詩的
散文で表現する)も進めています。今年度は美術領域(日本画
コース・洋画コース・コミュニケーションアートコース)の
学生7名とのコラボレーションで、11月の学内展示および豊
橋総合動植物園公園でのワークショップを企画しています。
　先の見えないコロナ禍が続いていますが、学生は互い
に切磋琢磨し、授業で執筆した作品のみならず授業外に自
主的に書き進めた小説や戯曲を積極的に賞に応募してい
ます。また、助手企画として定期的に行なっている「読書会」
では、様々な現代作家の作品を精読し、活発な意見交換を
行っています。日々文章力や編集力を磨いて学生記者とし
て活躍する2、3年生も増えています。各々の経験を良い形
で就職に生かしてもらえるようサポートしていきます。

新車販売のためのショウルーム展示計画

ペットボトルをテーマに
アップサイクル

ギャラリーで施主にアトリエ付き
住宅をプレゼン

庭の素材から商品化案 新素材を活かした屋外家具の提案
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　今年度も保護者の皆さまのご支援により、本領域も恙
なく運営されております。改めて感謝申し上げます。
　ここからは芸術教養領域の今年度前半の教育活動を記
します。誌面が限られているため記述しきれないことも
あります。詳細は本学と領域のWEBサイト（https://
www.nua-la.jp/）でご高覧くだされば幸甚です。

■ 長期化するコロナ禍と学びの意義
　唐突なところからお話を始めます。アフリカで誕生し
た人間は有史以前から移動し続け、ユーラシア大陸、ア
メリカ大陸、オーストラリア大陸、太平洋諸島など世界
中に拡散しました。さらにエンジンや航空機の登場に
より、人と物が大量かつ短時間で世界中を移動するよ
うになりました。そのことで新型コロナウイルスSARS-
CoV-2 のような、人や物に付着する病原体のパンデ
ミックが容易に起きるようになりました。コロナ禍によ
り幸か不幸か、人間も社会も変化を迫られています。
　本領域では芸術をふくむ幅広い教養を身につける
ことで、パンデミックのリスクを常に抱え、かつ IoT

（Internet of Things） や AI（Artificial Intelligence）
などが飛躍的に発達する「第４次産業革命」ともいわれ
る社会、そして、その後も変化し続けるであろう社会に、
学生たちが柔軟に対応し、生き抜いていけるようになっ
て欲しいと希求しています。

■ 入学前教育、入学式、オリエンテーション
　昨年度の後半に受験し、入学手続きをした人たちには、
1 月から 3 月にかけて、毎月１回、オンラインで入学
前教育を行いました。内容は、オンデマンド動画を視聴
したうえで、簡単なレポートを書くものでした。その時
は、面接試験や、予約制の対面型オープンキャンパスで
お話した人しか顔が浮かびませんでした。しかし今、こ
の時のレポートをもう一度見てみると、入学後に対面授
業などで知るようになった学生たちの個性が発揮された
興味深い内容だと改めて思いました。
　昨年度の入学式は残念ながら中止となりましたが、今

年度は短時間で開催されました。芸術教養領域の学生も
緊張した面持ちで静謐な式に出席していました。この日
は比較的好天で強い寒気もなく、会場となった西キャン
パスの体育館もそれほど冷え込んでいませんでした。感

染対策のために保護者の方々が入場できなかったので、手
塩にかけて育ててこられた親御さんたちはさぞかし味気な
いことでしたでしょう。しかし式典の WEB 配信もあり、
遠方のご親族にもご観覧頂けたのではないでしょうか。
　新入生のオリエンテーションは入学式の後に数日かけ
て行われました。領域の教員との顔合わせと、各自の自
己紹介は 4 月 5 日に行われました。既に友達同士にな
っている学生たちもおり、どこで知り合ったのだろうと
驚きました。新入生は感染対策で広めにとった教室の前
の方に出て、きちんと自己紹介をしました。
　一方、在学生の昨年度のオリエンテーションと履修登
録は 3 月末でした。今回は対面形式で、久し振りに会
う学生たちの顔を見て安心し、また嬉しくなりました。

■ ２・３年生の前期授業の概略
　授業は 4 月 12 日から本格的に始まりました。昨年度
と異なり、多くの授業が対面となりました。その中には、
連休明けに愛知県で出された緊急事態宣言が解除される
までオンラインに移行したものもありました。宣言発出
直後は１週間、大学の授業が全面休講となりました。宣
言期間中、芸術教養領域は実技や少人数の演習授業が多
いため、週に１、２回は大学に来る学生が大多数でした
が、すべてオンラインで受講した学生もいました。
　芸術教養の授業は１年次に必修科目が多く配置されて
おり、学年が進行するほど必修科目が減ります。その分、
学生は自由に科目を選択したり、空いた時間をインター
ンシップや卒業研究に充当したりできます。また芸術教
養ではスライドを用いた口頭発表や、文章やグラフなど
の図によるレポートなどを課す授業が多く、社会に出る
際の訓練ともなっています。例えば、上級生は就職活動
に必要なエントリーシート執筆や面接、会社での報告書
や企画書などの作成や説明に役立てています。
　２年生は 9 月のレビュー展に向け、１年次の学びを
振り返り、芸術教養領域について再考するパネルを制作
しました。また、プロジェクト型の授業が始まり、ミュ
ージアムの提案を行いました。「英語リテラシー１」、「日
本語リテラシー２」と「情報リテラシー１」では、言葉
と情報について深く学んでいます。１年次後期からのゲ
スト招聘授業も続いており、３年生とともに受講してい
ます。
　３年生は卒業研究に向けて、セミナー（ゼミナール）
が始まりました。テーマを探すためにポートフォリオ作
成や個別面談、研究に関する書籍選定などが行われまし
た。進路を考えた上でインターンシップにエントリした
学生も少なくありません。
　２年生と３年生の多くは、選択科目となっている「コ
ミュニティ論」、「マーケティング」、「ビジュアルプログ
ラミング」などを履修しました。また、４年生とともに

「写真演習」や「芸術の記号論」などの授業も受けました。

　芸術学部芸術学科芸術教養領域

入学前教育の動画のひとこま：
　　　　　　茂登山清文先生とビジュアルデザインコースの卒業生
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■ 芸術教養レビュー選抜展
　本領域でも西
キャンパスを見
習い、レビュー
の選抜展を始め
ました。今年度
の展示期間は 5
月 21 日 か ら 6
月 5 日でした。
　昨年度の 1 月に西キャンパスのギャラリーで展示し
た、現在の３・４年生の作品のうち、特に優れたもの７
人分が選ばれました。２年生が１年次に制作したビジュ
アルボックスのうち、９人分が選ばれ、展示されまし
た。場所は東キャンパスに昨秋にできた Art & Design 
Center East でした。この展覧会では、２年生の鮫島
朱さんのアイディアで、教員のコメントをそれぞれの作
品につけることとなりました。

■ 在学生と春休みの読書課題
　本領域では、１年次末から３年次末の春と夏の長期休
暇中に書籍を読み、休暇明けにその内容を簡単に発表す
る課題も出しています。文章を読み、意味をとらえてい
く読解力は、AI には備えられないと言われ、AI が発達
していく社会で、人間にしかできない重要なものだと考
えられています。また、まとまった量の文章を読む力も
若いうちに身につける必要があります。以上の理由によ
り、本領域では読書課題を設定しています。
　昨年度末に苦労し読んだ書籍の内容を 4 月と 5 月の
授業時間内に発表してもらいました。新２年生は教員
側が指定した書籍の中から選び、新３・４年生は自分で
卒論やセミナーに関することを中心に自分で選択しまし
た。教員側は手分けしてそれらの本を読み、学生の発表
にコメントをすることになっています。
　学生が選ぶ本は重なることが滅多にありませんが、現
在の４年生が２年次に選んだ『ケーキの切れない非行少
年』を自身の課題図書とした学生が２人おり、驚かされ
ました。同じ書籍を読んでも、着目して発表するポイン
トが異なります。それが学生の個性であると改めて思わ
されました。こうした課題は教員にとってもかなりの負
担ですが、学生の学びを通じて勉強させてもらう楽しさ
もあり、大変ありがたく思っています。

■ １年生と新カリキュラム
　本学では今年度の入学
者から新しいカリキュラ
ムとなっています。本領
域では、カリキュラムの
基本的な構成は大きく変
わっていません。ただし、
かなり異なるのが、「レ
ビュー」を１年次から導

入したことです。レビュー（Review）は字義のとおり、
振り返りをすることです。２年次と３年次のカリキュラ
ムにあるレビューは、その直前の学びを振り返ることが
メインテーマとなっています。１年次のレビューでは大
学入学前の自分自身を振り返ります。これは高大接続と
もなっています。
　今回、入学前からさまざまな経験をしてきた１年生が、
教員側が予想していた以上に素晴らしいパネルを作りま
した。２年生のレビューとともに、９月に本学ギャラリ
ーで展覧会を行う予定です。
　１年生のレビューでは、上級生のレビュー選抜展の手
伝いや回想法展の見学を通じ、展示プランを自分たちで
考えるグループワークもしています。展示のプランニン
グや実際の作業を通じ、主体的に動ける人になってもら
う狙いがあります。今年度の１年生は高校までの部活動
で活躍した人や、自主性の高い人が多く、非常に優秀だ
と感心しています。

■ 学生の課外活動
　今年度も学生が授業内外で
大活躍しています。例えば、
上記の芸術教養レビュー選抜
展で提案をしてくれた鮫島朱
さんは立川美術館で、展示品
の入れ替え、収蔵品などの資
料管理、展覧会の企画運営等
に幅広く携わっており、5 月
に開催された『立川流』展で
は、ポスターのデザインもし
ました。9 月の１・２年生の
レビュー展でもポスターデ
ザインを担当してくれていま
す。
　同じく２年生の加藤沙希
さんは作家として、6 月に三
重県亀山市で開かれた、８
人のグループ展『MiL 展 −
Meeting in Living −』に出
展しました。展覧会の DM
も加藤さんがデザインしまし
た。学内での活動でも積極的
にかかわっています。

写真演習の授業：展覧会を撮影する課題を出す藤下麻香先生と熱心
　　　　　　　　に取り組む学生たち

芸術教養レビュー選抜展の搬入：
　　遅くまで搬入作業をする２・３・４年生

レビュー選抜展の搬入：
　上級生の搬入を手伝う 1 年生たち

２年生の鮫島さんの
作成したポスター

２年生の加藤さんの
作成した DM
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　３年の田坂美夢さんは、
他大学の学生とも連携した

『５感の装い』展を 5 月に
開催しました。アップサイ
クルの考え方をベースに作
られた衣装の展覧会です。
聴覚・触覚・味覚・嗅覚の
４つのテーマでつくられた
衣装と、来場者がギャラリ
ーを歩くことで視覚を補い、
五感を感じる展示となって
いました。
　他にもさまざまなところで
活躍する学生が沢山います。

■ 新しいスタッフ

　一昨年度から助手として活躍してくれている中森信福

さんに加え、今年度から鈴木まおさんも学生のサポート
や領域の運営などに携わってくれています。事務担当の
服部嘉奈子さんとともに、手分けして、領域の運営、学
生のケアなど、さまざまな場面で活躍してくださってい
ます。学生たちも日々の困っていること、教員には話せ
ない悩みなどを相談する相手としても、とても懐いてい
るようです。

■ 夏休みと後期に向けて
　この原稿を執筆している 7 月下旬、新型コロナの新
規感染者数が数理生物学の予測通り、急激に増えつつあ
ります。本学の学生や教職員の多くはワクチンを接種し
ていますが、健康上の理由などで接種できない人も学内
外にいます。ワクチンが大多数に行きわたり、ウイルス
が弱毒化すれば、旧来型のインフルエンザウイルスのよ
うに見做せる日が来るかもしれません。しかし、それに
どのくらいの期間がかかるか予想がつきません。
　その日が来るまでも、その日が来た後も、感染症や天
災などのリスクがゼロになるわけではありません。その
ため、今後も科学的そして社会的に妥当な行動、生活の
あり方を考え続けなければならないでしょう。学生には
適切な思考と行動ができるようになり健康に人生を歩ん
でほしいと願っています。そのためには本学でさまざま
なことを学び、考える機会をもっと提供したいと思って
います。

（芸術教養領域主任・茶谷薫）

３年生の田坂さんらが企画した
展覧会のポスター

２年生のビジュアルボックス解体ショーで挨拶する助手の鈴木さん

　人間発達学部・子ども発達学科は、来年2022年4月の入
学生から、教育学部・子ども学科と名称を変え、4年間の新
しい学びを展開いたします。ここで、新学部・学科の概要を
ご紹介いたします。
　学びの仕組みとしては、1年次の「子どもファンデーション」
で乳児期から青年期までの子ども全体に関する幅広い知識
と基礎的な技能を学び、なりたい自分の基礎を培います。
　そして、2年生からは、7つのコースに分かれ、専門性を深め
るとともに、将来めざす職業イメージをより具体的にします。

■ 小学校教育コース
　本コースでは、実践力のある小学校教諭を養成していき
ます。
　芸術大学の中にある教育学部だからこその学びを通し
て、時代や社会をとらえる「感性」を養います。さらに、新し
い発想や仕組みを生み出す「創造力」、そして人や社会を
つなぐ「共感する力」を学生自ら育み、より良い“未来の創り
手”として育っていくことをねらいとしています。

■ 子ども英語コース
　昨年度から、小学校では教科の１つとして「外国語（英
語）」が新たに導入されました。そのため、これからの小学
校教育現場では、言語活動の指導を行うための英語力を

備えた教師が求められ、その要望に応えられる人材を育成
する「子ども英語コース」を設定しました。　　
　本コースは、小学校英語に特化した指導法を身につける
ことを目的としています。さらに、その小学校全体の英語
教育を推進していくための、コーディネートする資質を育
成することをねらいとしています。

■ 子どもICTコース
　本コースでは、ICTを活用し次世代の子どもたちの教育
をリードできる人材の育成を目指します。
　Society 5.0の実現に向け、子どもたち一人ひとりに
個別最適化され、創造性を育む教育ICT環境を実現する

「GIGAスクール構想」がスタートし、2020年度からは小
学校でプログラミング教育が必修化されました。教育の
ICT化が急速に進むなかで、ICTに関する専門的な知識や
スキルを持ち、小学校現場において情報活用能力の育成
やICTを活用した学習指導を展開できる教員の養成が急
務となっています。本コースでは、こうした状況に対応し得る

「学校ICTの専門家」として活躍できる人材を育成します。

■ 子ども創作・表現コース
　本コースでは、芸術科目の指導を通じ、子どもたちの豊
かな感性と創造性を育む教員を養成します。歌や楽器演奏

　新教育学部・子ども学科の紹介
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などの音楽分野と、絵や立体・工作、鑑賞などの美術・図画
工作分野を中心に、それらが持つ教育的な意義や指導法
について学ぶほか、幼稚園や保育所から小学校への連続
性も考慮しながら、附属園など、教育・保育の現場で実践を
重ねていきます。例えば、音楽分野では、附属クリエ幼稚園
や森のくまっここども園をはじめ卒業生が活躍する教育現
場に行き、音楽におけるプログラミング教育を模索しなが
ら実践を重ねていきます。美術分野では、多種多様な材料
や用具を扱ったり、表現方法を工夫して制作体験を積み重
ねたりして、指導者として必要な知識・技能の習得や向上を
図っていきます。

■ 幼児教育・保育コース
　本コースでは、子ども達一人ひとりの個性と成長に寄り
添った教育・保育を行う幼稚園教諭・保育士を養成します。
そこで、子どもの発達や生活・文化、子どもが安全で健康に
過ごすための方法、子どもの“生活や遊び、適切な環境と援
助、人間関係や家庭の役割”への理解を深めます。　
　また、実習や授業、ゼミ、ボランティア活動などで、附属
園や地域の園の子ども達と交流することによって、幼稚園
教諭・保育士として大切な「感性」「創造力」、「共感力」をはじ
めとする資質と実践力を養います。

■ 子ども支援コース
　本コースでは、児童福祉の観点を中心に、0歳から18歳

までの児童福祉に関する課題、子どもの発達、障がい児支
援などを専門的に学びます。
　近年、保育や教育の現場には、児童虐待、子どもの貧
困、いじめ、居場所の問題、発達障がいや少し気になる
子など、対応すべき課題がたくさんあります。このよう
な状況をふまえ、子どもの個性を尊重し成長を促すため
の支援、児童虐待や子どもの貧困などに問題意識を向
け、子どもの福祉や発達支援の専門施設に足を運び、実
践力を養います。そして、子どもたちの育ちをサポート
するための専門性を身につけた人材の育成を目指しま
す。

■ 子ども健康・スポーツコース
　体を動かす運動遊びは、子どもたちの基礎的な体力や
動きの発達の向上はもちろんのこと、円滑な人間関係を
築くためのコミュニケーション能力などのスキルを育むな
ど、心身の発達に様々な効果があります。
　本コースでは、主に子どもの心身の発達や健康に関す
る基礎的理論にもとづき、特に運動・スポーツ場面におけ
る指導の方法や効果等について学びます。この学びから、
どこでも楽しく安全に体を動かせるような工夫ができた
り、動き方のコツなどの運動指導に関するアドバイスをし
たりしながら、子どもたちの心身の健康と健やかな成長
をサポートできる幼稚園教諭や保育士の育成を目指しま
す。

　今回は、学務部報告といたしまして、令和 2 年度学
生満足度調査の結果についてご報告をいたします。
　学生満足度調査は毎年実施しておりますが、令和 2
年度から従来の学生ポータル経由のアンケートシス
テムから Google Forms を利用する方式に改め実施
しました。学生はオンライン授業で日常的に Google 
Classroom、Google Forms を使用していることもあ
り、回答率が前年度の 28.4％を大きく上回り 51.7％
となりました。アンケート実施期間は令和 3 年 1 月 15
日（金）～ 2 月 3 日（水）、回答件数は 1044 件（在学
生数 2017 名　回答率 51.7％）でした。
　おりしも首都圏 1 都３県に続いて、令和 3 年 1 月 14
日（木）から愛知県においても緊急事態宣言が発出され
た中での学生満足度調査であり、回答内容も新型コロナ
ウイルスの影響を受けていることが読み取れます。以下
に代表的な設問・回答をご紹介いたします。

　入学目的は専門知識・技術を身に付けるため（72.1
％）、資格を取得するため（12.8％）となり、芸術系、
教育系の特色が出た結果となっています。

　受験時の志望順位については、第 1 志望が 74.8％と
多数を占めていますが、第３志望以下の方も 10％以上
ありますので、教育内容の更なる充実、施設・設備の更
新等で「名芸に入学して良かった。」と言ってもらえる
ようにすることが我々のミッションであると思っていま
す。

　学務部報告

入学の目的を教えてください
専門知識・技術を身に付けるため
教養を身につけ人格を高めるため

資格を取得するため
学歴を取得するため
課外活動を行うため
真の友人を得るため

特に目的を意識していない
その他

1,044 の回答（以下のグラフ同じ）

本学は第何希望ですか
第 1希望

第 2希望

第 3希望

その他

大いに学べている

まあまあ学べている

あまり学べていない

全く学べていない

自己の目的に照らして有用な知識や技能を学べている
と思いますか
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　有用な知識や技能を学べているかとの設問に関して
は、「大いに学べている」「まあまあ学べている」で 85
％以上を占めていることから、概ね学生のニーズに合致
した教育が行われていると考えられます。しかし「あま
り学べていない」「全く学べていない」と回答した学生
も 13％以上あることから、次回の学生満足度調査では、
その理由を記述する設問を設けて学生のニーズを明確に
したいと考えています。

　ネット環境については、主として WiFi 環境を指しま
すが、オンライン授業の数が急増し、回線が圧迫され回
線速度が落ちる、動画がスムーズに再生できない等の問
題があったため、「満足していない」「不満がある」で
33％以上となりました。本学ではこの結果を受け、ネ
ットワーク環境の見直しを行い、基幹スイッチ、ファイ
アウォール、ネットワークケーブルの更新、回線の増強
等を行い、現在では快適なネットワーク環境が実現され
ています。
　

保健室、学生相談室による支援については、概ね良好な
結果となりました。これはコロナによるメンタル面の不
調に対応するため、人員の増強を行った効果が表れたと
考えており、継続して学生の体と心の健康をサポートし
て参ります。

　学生食堂については「週 1 日の利用」「まったく利用
していない」が 62％以上あり、どうしても密になりが
ちな食堂の利用を敬遠していると思われます。このよう
な状況に対応して、東西キャンパスの食堂のすべての座
席にパーテーションを設置、天井に「紫外線空気殺菌機」
を設置して飛沫感染対策を行いました。また新メニュー
の開発、食器類の更新等、快適な食堂利用を推進いたし
ます。

　　　

　

Web 授業（オンライン授業）については、「大変満足
している」「満足している」「ふつう」で 70％を超えて
おり、一定の質の授業が展開されている考えております
が、「不満がある」「やや不満がある」と回答した学生も
20％以上あることから、オンライン授業の質の向上の
ため、FD 活動の充実等の取り組みを実施したします。
　今回は学生満足度調査の概要をご紹介いたしました。
今後も学生満足度調査を通じて、教育の質の保証、学生
生活の充実を図ります。
　最後に、後援会の皆様の平素からのご支援に対して心
から感謝を申し上げます。今後も皆様のご意見をいただ
きながら、学務部の運営に努めてまいる所存です。ご支
援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

（学務部長　山田芳樹）

本学のネット環境について満足していますか

大変満足している

満足している

ふつう

満足していない

不満がある

学生相談室など精神面の支援体制に満足していますか
大変満足している

満足している

ふつう

満足していない

不満がある

保健室や健康診断などの健康面の支援体制に満足して
いますか
大変満足している

満足している

ふつう

満足していない

不満がある

毎日

週 4日～ 5日

週 2日～ 3日

週 1日

全く利用していない

食堂や売店をその程度利用していますか

学食のメニューや量に満足していますか

大変満足している

満足している

ふつう

満足していない

不満がある

web授業について
大変満足している
満足している

ふつう
満足していない
不満がある

パーテーションで
仕切られた学生食堂

（写真は東キャンパス）

天井に設置された
「紫外線空気殺菌機」
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������学生� ����������� 総学生数 �,����

合 計� 年� 年� 年� 年学 科学 部 計女男計女男計女男計女男
���������������������������������音 楽 領 域

芸 術 学 部

�����������������舞 台 芸 術 領 域
���������������������������美 術 領 域
�����������������������������������デ ザ イ ン 領 域
����������������������芸 術 教 養 領 域

����������������������������������������芸 術 学 部 小 計
�������������演 奏 学 科

音 楽 学 部 �������������音楽文化創造学科
�������������音 楽 学 部 小 計
�������������美 術 学 科美 術 学 部
�������������デ ザ イ ン 学 科デ ザ イ ン 学 部

���������������������������子 ど も 発 達 学 科人 間 発 達 学 部
����������������������������������������学 部 生 合 計

合 計� 年� 年研 究 科 計女男計女男
���������音 楽 研 究 科
����������美 術 研 究 科
������������デ ザ イ ン 研 究 科
�������人 間 発 達 学 研 究 科
�������������大 学 院 生 合 計

大学へのお問い合わせ先一覧
お電話の受付時間 平日 �：�����：��（長期休業期間を除く）

電話番号担当部署名お問い合わせ内容

������������広報部
入試・進学に関すること
オープンキャンパス・キャンパス見学等に関すること
留学・国際交流に関すること

������������東キャンパス学務部教務チーム授業や履修、単位等に関すること
学生生活、奨学金に関すること ������������西キャンパス

������������東キャンパス学務部学生支援チーム（教職担当）各種実習（教育実習・保育所実習など）に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部学生支援チーム（就職担当）就職やインターンシップに関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス業務部財務・経理チーム学納金に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部教務チーム・学生支援チー

ム証明書や学割の発行等に関すること ������������西キャンパス
������������業務部総務チーム（演奏担当）本学主催の演奏会、公演等に関すること
������������アート＆デザインセンター本学主催の作品展、展覧会等に関すること
������������東キャンパス学務部学生支援チーム（就職担当）学生の採用、求人に関すること

インターンシップに関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス図書館図書館の利用や貸出・返却に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部教務チーム科目等履修生に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部学生支援チーム（教職担当）教員免許状更新講習に関すること ������������西キャンパス
������������生涯学習センター
������������広報部大学ＨＰや大学広報に関すること
������������名古屋芸術大学後援会事務局後援会に関すること
������������東キャンパス代表名古屋芸術大学（代表）への問い合わせ ������������西キャンパス

前 期 行 事 予 定曜日日月

入学式木��月

健康診断土�

前期授業開始日月��

オープンキャンパス土��

休校 昭和の日木��

臨時休校日金��

休校 開学記念日土��月

休校 憲法記念日月�

休校 みどりの日火�

休校 こどもの日水�

オープンキャンパス土�

一斉休講期間（�/��～�/��）水��

オープンキャンパス土���月

オープンキャンパス 授業日 海の日木���月

授業日 スポーツの日金��

オープンキャンパス土��

試験期間（�/�～�/��）
レポート提出期限
オープンキャンパス 山の日

月��月

オープンキャンパス火��

オープンキャンパス水��

音楽��試験（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

前期試験成績発表木��

追再試験、レポート提出期限月��

追再試験火��

追再試験水��月

��生考査（�月入学）
音楽領域ディプロマ受講生考査（�月入学）木�

追再試験合否発表水�

オープンキャンパス土��

オリエンテーション予定、
前期卒業判定会議水��

オリエンテーション予定木��

後期授業開始 授業日 敬老の日月��

授業日 秋分の日木��

����年度 年間行事予定表【音楽領域/舞台芸術領域/芸術教養領域】

後 期 行 事 予 定曜日日月
オープンキャンパス土����月
学部入試（��/��～��/��
�合型選抜�期オン��ン���ン�入試）
※芸術教養のみ

月��

防災訓練（東）木��

学部入試（�合型選抜�期）土��

芸大祭（��/��～��/�）土��

芸大祭片付け火���月

授業日 文化の日水�
学部入試［学校推薦型選抜（一般、指定校）］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

土��

授業日 学院創立記念日月��

授業日 勤労感謝の日火��

オープンキャンパス土��

オープンキャンパス土����月
学部入試［��/��～��/��
�合型選抜�期オン��ン���ン�入試］
※芸術教養のみ

月��

学部入試（�合型選抜�期）
［特別選抜（音楽領域���ース�期）］土��

冬期一斉休業期間（��/��～�/�）水��

元旦土��月

休校 成人の日月��

音楽��試験（�/��～�/��）火��

レポート提出期限、試験期間（�/��・��・��）金��

オープンキャンパス土��
学部入試［一般選抜一般入試�期］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

水��月

後期試験成績発表木�
学部入試［�合型選抜�期］

［特別選抜（エキスパート）］
大学院入試［音楽����期］

土�

レポート提出期限、追再試験（�/�～�／�）月�

休校 建国記念の日金��

追再試験合否発表水��

休校 天皇誕生日水��

卒業判定会議水��月

学部入試［一般選抜一般入試�期］木�
��生考査（�月入学）
音楽領域ディプロマ受講生考査（�月入学）月�

進級判定会議水�

卒業式金��

春分の日月��
学部入試［�合型選抜�期］

［特別選抜（����入学�期）］
大学院入試［音楽����期］

水��

オリエンテーション予定（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

※上記の日程は期中に変更する可能性がございます。
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名古屋芸術大学後援会報　第７１号名古屋芸術大学後援会報　第７１号
　

Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

������学生� ����������� 総学生数 �,����

合 計� 年� 年� 年� 年学 科学 部 計女男計女男計女男計女男
���������������������������������音 楽 領 域

芸 術 学 部

�����������������舞 台 芸 術 領 域
���������������������������美 術 領 域
�����������������������������������デ ザ イ ン 領 域
����������������������芸 術 教 養 領 域

����������������������������������������芸 術 学 部 小 計
�������������演 奏 学 科

音 楽 学 部 �������������音楽文化創造学科
�������������音 楽 学 部 小 計
�������������美 術 学 科美 術 学 部
�������������デ ザ イ ン 学 科デ ザ イ ン 学 部

���������������������������子 ど も 発 達 学 科人 間 発 達 学 部
����������������������������������������学 部 生 合 計

合 計� 年� 年研 究 科 計女男計女男
���������音 楽 研 究 科
����������美 術 研 究 科
������������デ ザ イ ン 研 究 科
�������人 間 発 達 学 研 究 科
�������������大 学 院 生 合 計

大学へのお問い合わせ先一覧
お電話の受付時間 平日 �：�����：��（長期休業期間を除く）

電話番号担当部署名お問い合わせ内容

������������広報部
入試・進学に関すること
オープンキャンパス・キャンパス見学等に関すること
留学・国際交流に関すること

������������東キャンパス学務部教務チーム授業や履修、単位等に関すること
学生生活、奨学金に関すること ������������西キャンパス

������������東キャンパス学務部学生支援チーム（教職担当）各種実習（教育実習・保育所実習など）に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部学生支援チーム（就職担当）就職やインターンシップに関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス業務部財務・経理チーム学納金に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部教務チーム・学生支援チー

ム証明書や学割の発行等に関すること ������������西キャンパス
������������業務部総務チーム（演奏担当）本学主催の演奏会、公演等に関すること
������������アート＆デザインセンター本学主催の作品展、展覧会等に関すること
������������東キャンパス学務部学生支援チーム（就職担当）学生の採用、求人に関すること

インターンシップに関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス図書館図書館の利用や貸出・返却に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部教務チーム科目等履修生に関すること ������������西キャンパス
������������東キャンパス学務部学生支援チーム（教職担当）教員免許状更新講習に関すること ������������西キャンパス
������������生涯学習センター
������������広報部大学ＨＰや大学広報に関すること
������������名古屋芸術大学後援会事務局後援会に関すること
������������東キャンパス代表名古屋芸術大学（代表）への問い合わせ ������������西キャンパス

前 期 行 事 予 定曜日日月

入学式木��月

健康診断土�

前期授業開始日月��

オープンキャンパス土��

休校 昭和の日木��

臨時休校日金��

休校 開学記念日土��月

休校 憲法記念日月�

休校 みどりの日火�

休校 こどもの日水�

オープンキャンパス土�

一斉休講期間（�/��～�/��）水��

オープンキャンパス土���月

オープンキャンパス 授業日 海の日木���月

授業日 スポーツの日金��

オープンキャンパス土��

試験期間（�/�～�/��）
レポート提出期限
オープンキャンパス 山の日

月��月

オープンキャンパス火��

オープンキャンパス水��

音楽��試験（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

前期試験成績発表木��

追再試験、レポート提出期限月��

追再試験火��

追再試験水��月

��生考査（�月入学）
音楽領域ディプロマ受講生考査（�月入学）木�

追再試験合否発表水�

オープンキャンパス土��

オリエンテーション予定、
前期卒業判定会議水��

オリエンテーション予定木��

後期授業開始 授業日 敬老の日月��

授業日 秋分の日木��

����年度 年間行事予定表【音楽領域/舞台芸術領域/芸術教養領域】

後 期 行 事 予 定曜日日月
オープンキャンパス土����月
学部入試（��/��～��/��
�合型選抜�期オン��ン���ン�入試）
※芸術教養のみ

月��

防災訓練（東）木��

学部入試（�合型選抜�期）土��

芸大祭（��/��～��/�）土��

芸大祭片付け火���月

授業日 文化の日水�
学部入試［学校推薦型選抜（一般、指定校）］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

土��

授業日 学院創立記念日月��

授業日 勤労感謝の日火��

オープンキャンパス土��

オープンキャンパス土����月
学部入試［��/��～��/��
�合型選抜�期オン��ン���ン�入試］
※芸術教養のみ

月��

学部入試（�合型選抜�期）
［特別選抜（音楽領域���ース�期）］土��

冬期一斉休業期間（��/��～�/�）水��

元旦土��月

休校 成人の日月��

音楽��試験（�/��～�/��）火��

レポート提出期限、試験期間（�/��・��・��）金��

オープンキャンパス土��
学部入試［一般選抜一般入試�期］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

水��月

後期試験成績発表木�
学部入試［�合型選抜�期］

［特別選抜（エキスパート）］
大学院入試［音楽����期］

土�

レポート提出期限、追再試験（�/�～�／�）月�

休校 建国記念の日金��

追再試験合否発表水��

休校 天皇誕生日水��

卒業判定会議水��月

学部入試［一般選抜一般入試�期］木�
��生考査（�月入学）
音楽領域ディプロマ受講生考査（�月入学）月�

進級判定会議水�

卒業式金��

春分の日月��
学部入試［�合型選抜�期］

［特別選抜（����入学�期）］
大学院入試［音楽����期］

水��

オリエンテーション予定（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

※上記の日程は期中に変更する可能性がございます。
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名古屋芸術大学後援会報　第７１号名古屋芸術大学後援会報　第７１号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

前 期 行 事 予 定曜日日月

入学式木��月

健康診断土�

前期授業開始日月��

オープンキャンパス土��

休校 昭和の日木��

臨時休校日金��

休校 開学記念日土��月

休校 憲法記念日月�

休校 みどりの日火�

休校 こどもの日水�

オープンキャンパス土�

一斉休�期間（�/��～�/��）水��

オープンキャンパス土���月

オープンキャンパス 授業日 海の日木���月

授業日 スポーツの日金��

オープンキャンパス土��

試験期間（�/�～�/��）
レポート提出期限
オープンキャンパス 山の日

月��月

オープンキャンパス火��

オープンキャンパス水��

オープンキャンパス土��

前期試験成績発表木��

追再試験、レポート提出期限月��

追再試験火��

追再試験水��月

研究生��（�月入学）木�

追再試験合否発表水�

オープンキャンパス土��

オリエンテーション予定、前期卒業判定会議水��

オリエンテーション予定木��

後期授業開始 授業日 敬老の日月��

授業日 秋分の日木��

後 期 行 事 予 定曜日日月

防災訓練（西）木����月

オープンキャンパス土��

学部入試（�合型選抜�期）土��

芸大祭（��/��～��/�）土��

芸大祭片付け火���月

授業日 文化の日水�

学部入試［学校推薦型選抜（一般、指定校）］
［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

土��

授業日 学院創立記念日月��

授業日 勤労感謝の日火��

オープンキャンパス土��

オープンキャンパス土����月

学部入試（�合型選抜�期）土��

冬期一斉休業期間（��/��～�/�）水��

元旦土��月

休校 成人の日月��

レポート提出期限、試験期間（�/��・��・��）金��

オープンキャンパス土��

学部入試［一般選抜一般入試�期］
［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

水��月

後期試験成績発表木�

学部入試［�合型選抜�期］
［特別選抜（エキスパート）］
大学院入試�期［美術研究科、デザイン研究科］

土�

レポート提出期限、追再試験（�/�～�/�）月�

休校 建国記念の日金��

追再試験合否発表水��

休校 天皇誕生日水��

卒業判定会議水��月

学部入試［一般選抜一般入試�期］木�

研究生��（�月入学）月�

進級判定会議水�

卒業式金��

春分の日月��

学部入試［�合型選抜�期］
［特別選抜（����入学�期）］
大学院入試�期［美術研究科、デザイン研究科］

水��

オリエンテーション予定（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

����年度年間行事予定表【芸術学部美術領域/デザイン領域】

※上記の日程は期中に変更する可能性がございます。

前 期 行 事 予 定曜日日月

入学式木��月

健康診断土�

前期授業開始日月��

オープンキャンパス土��

休校 昭和の日木��

臨時休校日金��

休校 開学記念日土��月

休校 憲法記念日月�

休校 みどりの日火�

休校 こどもの日水�

オープンキャンパス土�

一斉休�期間（�/��～�/��）水��

オープンキャンパス土���月

オープンキャンパス 授業日 海の日木���月

授業日 スポーツの日金��

オープンキャンパス土��

試験期間（�/�～�/��）
レポート提出期限
オープンキャンパス 山の日

月��月

オープンキャンパス火��

オープンキャンパス水��

オープンキャンパス土��

前期試験成績発表木��

追再試験、レポート提出期限月��

追再試験火��

追再試験水��月

��生��（�月入学）木�

追再試験合否発表水�

オープンキャンパス土��

オリエンテーション予定、前期卒業判定会議水��

オリエンテーション予定木��

後期授業開始 授業日 敬老の日月��

授業日 秋分の日木��

後 期 行 事 予 定曜日日月
オープンキャンパス土����月

学部入試（��/��～��/�� 総合型選抜�期
オンラインイブニング入試）月��

防災訓練（東）木��

学部入試（総合型選抜�期）土��

芸大祭（��/��～��/�）土��

芸大祭片付け火���月

授業日 文化の日水�
学部入試［学校推薦型選抜（一般、指定校）］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

土��

授業日 学院創立記念日月��

授業日 勤労感謝の日火��

オープンキャンパス土��

オープンキャンパス土����月

学部入試［��/��～��/�� 総合型選抜�期
オンラインイブニング入試］月��

学部入試（総合型選抜�期）
大学院入試［人間発�学����期］土��

冬期一斉休業期間（��/��～�/�）水��

元旦土��月

休校 成人の日月��

レポート提出期限、試験期間（�/��・��・��）金��

オープンキャンパス土��
学部入試［一般選抜一般入試�期］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

水��月

後期試験成績発表木�
学部入試［総合型選抜�期］

［特別選抜（エキスパート）］
大学院入試［人間発�学����期］

土�

レポート提出期限、追再試験（�/�～�／�）月�

休校 建国記念の日金��

追再試験合否発表水��

休校 天皇誕生日水��

卒業判定会議水��月

学部入試［一般選抜一般入試�期］木�

��生��（�月入学）月�

進級判定会議水�

卒業式金��

春分の日月��
学部入試［総合型選抜�期］

［特別選抜（����入学�期）］
大学院入試［人間発�学����期］

水��

オリエンテーション予定（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

����年度 年間行事予定表【人間発達学部】

※上記の日程は期中に変更する可能性がございます。
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名古屋芸術大学後援会報　第７１号名古屋芸術大学後援会報　第７１号
　

Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

前 期 行 事 予 定曜日日月

入学式木��月

健康診断土�

前期授業開始日月��

オープンキャンパス土��

休校 昭和の日木��

臨時休校日金��

休校 開学記念日土��月

休校 憲法記念日月�

休校 みどりの日火�

休校 こどもの日水�

オープンキャンパス土�

一斉休�期間（�/��～�/��）水��

オープンキャンパス土���月

オープンキャンパス 授業日 海の日木���月

授業日 スポーツの日金��

オープンキャンパス土��

試験期間（�/�～�/��）
レポート提出期限
オープンキャンパス 山の日

月��月

オープンキャンパス火��

オープンキャンパス水��

オープンキャンパス土��

前期試験成績発表木��

追再試験、レポート提出期限月��

追再試験火��

追再試験水��月

研究生��（�月入学）木�

追再試験合否発表水�

オープンキャンパス土��

オリエンテーション予定、前期卒業判定会議水��

オリエンテーション予定木��

後期授業開始 授業日 敬老の日月��

授業日 秋分の日木��

後 期 行 事 予 定曜日日月

防災訓練（西）木����月

オープンキャンパス土��

学部入試（�合型選抜�期）土��

芸大祭（��/��～��/�）土��

芸大祭片付け火���月

授業日 文化の日水�

学部入試［学校推薦型選抜（一般、指定校）］
［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

土��

授業日 学院創立記念日月��

授業日 勤労感謝の日火��

オープンキャンパス土��

オープンキャンパス土����月

学部入試（�合型選抜�期）土��

冬期一斉休業期間（��/��～�/�）水��

元旦土��月

休校 成人の日月��

レポート提出期限、試験期間（�/��・��・��）金��

オープンキャンパス土��

学部入試［一般選抜一般入試�期］
［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

水��月

後期試験成績発表木�

学部入試［�合型選抜�期］
［特別選抜（エキスパート）］
大学院入試�期［美術研究科、デザイン研究科］

土�

レポート提出期限、追再試験（�/�～�/�）月�

休校 建国記念の日金��

追再試験合否発表水��

休校 天皇誕生日水��

卒業判定会議水��月

学部入試［一般選抜一般入試�期］木�

研究生��（�月入学）月�

進級判定会議水�

卒業式金��

春分の日月��

学部入試［�合型選抜�期］
［特別選抜（����入学�期）］
大学院入試�期［美術研究科、デザイン研究科］

水��

オリエンテーション予定（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

����年度年間行事予定表【芸術学部美術領域/デザイン領域】

※上記の日程は期中に変更する可能性がございます。

前 期 行 事 予 定曜日日月

入学式木��月

健康診断土�

前期授業開始日月��

オープンキャンパス土��

休校 昭和の日木��

臨時休校日金��

休校 開学記念日土��月

休校 憲法記念日月�

休校 みどりの日火�

休校 こどもの日水�

オープンキャンパス土�

一斉休�期間（�/��～�/��）水��

オープンキャンパス土���月

オープンキャンパス 授業日 海の日木���月

授業日 スポーツの日金��

オープンキャンパス土��

試験期間（�/�～�/��）
レポート提出期限
オープンキャンパス 山の日

月��月

オープンキャンパス火��

オープンキャンパス水��

オープンキャンパス土��

前期試験成績発表木��

追再試験、レポート提出期限月��

追再試験火��

追再試験水��月

��生��（�月入学）木�

追再試験合否発表水�

オープンキャンパス土��

オリエンテーション予定、前期卒業判定会議水��

オリエンテーション予定木��

後期授業開始 授業日 敬老の日月��

授業日 秋分の日木��

後 期 行 事 予 定曜日日月
オープンキャンパス土����月

学部入試（��/��～��/�� 総合型選抜�期
オンラインイブニング入試）月��

防災訓練（東）木��

学部入試（総合型選抜�期）土��

芸大祭（��/��～��/�）土��

芸大祭片付け火���月

授業日 文化の日水�
学部入試［学校推薦型選抜（一般、指定校）］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

土��

授業日 学院創立記念日月��

授業日 勤労感謝の日火��

オープンキャンパス土��

オープンキャンパス土����月

学部入試［��/��～��/�� 総合型選抜�期
オンラインイブニング入試］月��

学部入試（総合型選抜�期）
大学院入試［人間発�学����期］土��

冬期一斉休業期間（��/��～�/�）水��

元旦土��月

休校 成人の日月��

レポート提出期限、試験期間（�/��・��・��）金��

オープンキャンパス土��
学部入試［一般選抜一般入試�期］

［特別選抜�期（�会人、海��国生�、
�国人�学生、����入学）］

水��月

後期試験成績発表木�
学部入試［総合型選抜�期］

［特別選抜（エキスパート）］
大学院入試［人間発�学����期］

土�

レポート提出期限、追再試験（�/�～�／�）月�

休校 建国記念の日金��

追再試験合否発表水��

休校 天皇誕生日水��

卒業判定会議水��月

学部入試［一般選抜一般入試�期］木�

��生��（�月入学）月�

進級判定会議水�

卒業式金��

春分の日月��
学部入試［総合型選抜�期］

［特別選抜（����入学�期）］
大学院入試［人間発�学����期］

水��

オリエンテーション予定（�/��～�/��）木��

オープンキャンパス土��

����年度 年間行事予定表【人間発達学部】

※上記の日程は期中に変更する可能性がございます。
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������ Ａｒｔ＆ＤｅｓｉｇｎＣｅｎｔｅｒＷｅｓｔ スケジュール表
ｌｏｕｎｇｅｓｔｕｄｉｏｂｅＢＥ日 程

デザイン領域レヴュー選抜展�/����
『ＰＬＡＹＧＲＯＵＮＤ』 イラストレーションコース��生展�/����/�

南谷 由香里 展アークリ��生展�/���/�
交差展�/����/��

メイゲイ・ブックツリーボクニッキ・レイヤー近藤憲男 油彩画「雪国、ふるさと展」�/����/��
プレソツ展�/����/��

スペースデザインコース展�/���/�
ＯＲＣＡ大学院コミュニケーション デザイン＆アート演習展ＯＲＣＡ�/���/��

【工芸リレー】 ＣＯＮＮＥＸＴ���� 陶・ガラス教育機関講評交流展�/����/��
【工芸リレー】 素材展（メタル＆ジュエリー）＋特別客員教授藤田政利展�/����/��

【工芸リレー】 素材展 テキスタイルデザインコース前期制作展�/����/�
��回 芸術教養レビュー書道アート展�（仮称）�/����/��

助手展��/����/�
アークリ博覧会��/����/��

ファッショントゾウケイ日�画��コース展��/�����/��
【ADセンター企画展】ThePracticeofEverydayPractice日常の実践の練習��/�����/��

同時代表現展・スタジオ展（仮）��/�����/��
ＭＣＤ Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ����（メディアコミュニケーションデザインコース展）��/�����/�

メディアデザインコース展��/����/�
������ 後期交換留学生展ＦｒｏｍＤｅｎｍａｒｋ����展��/�����/��

�画コース�・��生選抜展（仮）��/�����/��
����

（仮）工芸展（陶芸・ガラス）�/���/��
��回 芸術教養レビュー�（仮称）�/����/��

������ Ａｒｔ＆ＤｅｓｉｇｎＣｅｎｔｅｒＥａｓｔ スケジュール表
ｇａｌｌｅｒｙ日 程

Ａｒｔ＆Ｄｅｓｉｇｎ Ｃｅｎｔｅｒ ＥＡＳＴとＴＥＲＡのなりたち�/����
北名古屋市回想法センター作品展 みんながつくったもの。�/�����

芸術教養レビュー��回展選抜展�/����/�
アラムナイコレクション展��/���/��

�の�日����/����/��
センテンス・シックス・センス�/���/�
アラムナイコレクション展��/���/��

Ａｔｌａｓ��ｋｍ��ｍ�/����/���
�/����/�

��回 芸術教養レビュー�/����/��
助手展��/����/�

PLAY!PARKがやってきた！��/����/��
ヴィジュアルリテラシー�ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ ��みつ�る・��とる�（仮）��/�����/��

【ADセンター企画展】ThePracticeofEverydayPractice日常の実践の練習��/�����/��
ＮＡＣ作品制作活動支援プログラム 新アラムナイコレクション展��/�����/��

新・博物誌展��/�����/��
ＯＲＣＡ��/�����/��

����
舞台芸術展�/���/��

��回 芸術教養領域 卒業研究展�/����/��
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毎週月・金曜日に体育
館で活動しています！
普段はバレーやバトミ
ントンなど、色んなス
ポーツをします！冬は
もちろんスキーをします！気軽に遊びに来て
下さい。

❷ GONCE スキー部
テニス部は楽しみなが
らテニスを上達させる
という目標を掲げる部
活です！
夏には水遊び、冬には
スキー合宿などのイベントがあります！テニ
スに興味がある人は是非来てください！

❶ テニス部
みんなでまったりしな
がら着付けを練習して
います。大須で着物め
ぐりをしたり、夏休み
は明治村へ一緒にお出
かけしましょう！

❸ 着付け部

バドミントン部は初心
者、経験者関係なく誰
でも楽しくバドミント
ンができる部活です！
先輩や色々なコースの
人たちと交流が出来
て、制作の話など幅が広がると思います！
気軽に体験しに来てください！

❹ バドミントン部
こんにちは！みなさん
サッカーは好きです
か？いや、そんなこと
はどうでもいい。サッ
カー好きでも嫌いで
も、上手でも下手でもそんなの関係ない。楽
しむ気持ちさえあれば、君の大学生活は輝け
る！サッカー部で待ってるよ！

❺ サッカー部
動画漫画研究部では年
2 回のコミケと芸大祭
で本やアニメーション
を作成します！自分の
漫画やイラストを出し
たい、アニメーションをやってみたい！方は
是非漫研へ！

❻ 動画漫画研究部

自由音楽部です！
みんなでハッピーにな
りましょう！！

❼ 自由音楽部
学校で友達とバンドを
組んでライブをする！
そんな誰もが一度は想
像した青春をこの部活
で実現出来ます！初心
者 経験者 男女 ジャン
ル関係なく楽しくやってます！ 是非遊びに来て
ね！ 一緒に楽しもう！！

❽ 軽音部
活動のメインは、夏の
合宿と芸祭への出店で
す。好きな時間に来て、
好きなものを作ること
ができる楽しいクラブ
です。

❾ 陶芸部

版画部に入ることで、
授業時間外にも版画工
房を使用できるように
なります。また、版画
の 展 覧 会『K109 展』
への参加権が得られます。年間費 ( 共有の溶
剤費 ) は 1,000 円。とってもお得です！

 版画部
毎週の火曜日と木曜日
に体育館を使い活動を
しています！
バスケットボール初心
者も経験者の方も大歓
迎！興味がある方は是
非一度遊びに来て、みんなで楽しくまったり
バスケットボールをしましょう！

 バスケットボール部
芸大祭での公演を中
心に時には楽しく、
時にはマジメに活動
しています。初心者
大歓迎！自分の殻を破りたい人、誰かに発信し
たい人、表現の場が欲しい人、様々な目標を胸に、
個性豊かなメンバーが揃っている劇団「超熟ア
トミックス」さあ君も仲間に入らないか？

 演劇部

主にアコースティック
ギターでの弾き語りラ
イブやセッションを
やっています。オール
ジャンル OK、初心者
大歓迎です。

 フォークギター部
ダンスが好きな人なら
初心者、経験者問わず
大歓迎！新入生歓迎会
や芸祭ではステージ発
表 も あ り ま す！ GW
や夏休みなどの長期休暇は BBQ などのイベ
ントも！楽しいので是非来てください！

 ストリートダンス部
主にアウトドアな活動
をしています！
コテージを借りて山奥
へ遊びに行ったり登っ
たり、夜は綺麗な星を
眺めたり！
ただただ遠出して、楽しみたいサークルです！

 Sweet Candy Boys ＆ Girls

名古屋芸術大学書道アー
ト部はアートの視点から
切り込んだ書の表現を追
求しています。また、「書
道」と「アート」の垣根、
領域を越えた全方位的な
活動をしています。指導：横山豊蘭

 書道アート
ワンゲルは月に 1～2 回活
動しています。主に山を登
ることを活動にしており、
去年度は養老の滝や猿投
山。登山の他には紅葉狩り
にも行きました。参加も自由なので他のサークルと掛
け持ちすることもできます！今年度はキャンプや
バーベキューなど、登山以外での活動も行っていきた
いと考えているので気になる方は是非！

 ワンダーフォーゲル部
私たちサバイバルゲー
ム愛好会は 2 か月に 1
度サバゲーフィールド
へ行き、定例会に参加
し、ルール、マナーを
学び、正しい知識で楽しさを伝えていくサー
クルです。

 サバイバルゲーム愛好会

様々なジャンルのテー
ブルゲームで遊ぶ事で
知識を養ったり、その
経験を活かしてオリジ
ナルのゲームを作った
りします。ぜひ、遊びに来てください。下記
のホームページから活動の記録が見れます。
https://tablegame-nua.jimdofree.com/

 テーブルゲーム部
ＬＥＧＯは、発想力や
創造力はもちろん、問
題解決力や３次元的思
考力が身につきます。
芸術大学で学ぶ専門分
野にも応用が効きます。ＬＥＧＯブロックでい
ろんなものを作りませんか？各種コンテスト
にも挑戦します！

 レゴ部
月に１、２回サイクリ
ングやポタリングなど
をしています。
どなたでも歓迎です！
スポーツ自転車に興味
がある方は是非！楽しいサイクルライフを過
ごしましょ～

 サイクリング部

魚や両生類、水草や観
葉植物などの飼育・育
成・採取を行います。
生き物が大好きな人、
インテリアとしての植
物に興味がある人、それ以外の人も大歓迎‼
一緒に新しい趣味をはじめましょう‼ 

 ＮＵＡアクアリウム部  芸大祭実行委員会
『私 た ち と 芸 大 祭 を
作ってみましょう！名
芸最大のイベントであ
る芸大祭の企画や運営
が私たちの役割です。
他にも旅行や楽しいイベントもたくさんあり
ます！色んな人と関わり合って、今年最高の
1 年にしましょう！！』

WEST CAMPUS クラブ・同好会紹介《西キャンパス》23

ビッグバンドジャズサー
クルのジャンパです！
学外の演奏会や新歓・
芸祭などでの演奏を中
心に活動しています。
ただいま部員大募集中です！ジャズを知らなく
ても、楽器初心者でも大歓迎！楽しく演奏したい
人、ぜひ見学からでもお待ちしてます！

❶ Jampa Swing Orchestra
男女問わず仲良く活動
しています！！初心者
もいてみんなでワイワ
イ活動できるサークル
です！先輩とも仲良くなれて、西キャンパス
と合同で活動したりするのでどんどん友達が
増えます！楽しくフットサルしましょう！

❷ フットサル部
子供から高齢者まで、
色々な人に音楽を届
けているサークルで
す！依頼された施設
でボランティアや演
奏会をしています。ただの演奏会ではなく、
みんなで一つの音楽を作ろう！という感じで
一緒に歌ったりしてます♪演奏や人と接する
のが好きな人ぜひ来て下さい！

❸ ミュージックボランティア

初心者も経験者も楽し
く活動しているバス
ケットボールサークル
です。合宿でバスケを
するだけでなく、海へ行き、海鮮を食べるな
どみんなで楽しい時間を共有しています。経
験者、未経験者、男女問わず誰でもぜひ一度
来てください。

❹ Ｂ・Ｂ・Z
ルーディメンツクラブ
は、打楽器 ドラムの
基礎であるルーディメ
ンツを日々研究し、自
らの技術向上に努めて
活動をしています。上半期は芸祭のメインス
テージにて打楽器アンサンブルを発表するべ
く練習しており、下半期は合宿などもあり講
師 部員共々仲睦まじく活動しております。

❺ ルーディメンツクラブ
こんにちは！私たちは
現在、部員 13 名で学
年、学部関係なく仲良
く活動をしています！
練習の成果を発表する場は多くあります。主
に参加させて頂いてるのは、幼稚園や小学校
の夏祭り、学校内のイベントです。興味があ
りましたら、気軽に見学に来てください。

❻ 和太鼓部「笑和」

ダンスサークルは芸大
祭など学校行事での発
表や外部でのイベント
出演などを目標にして
先輩、後輩全員で楽しくダンスを踊っていま
す。初心者、経験者関係なくダンスがやりた
いと思っている方はぜひダンスサークルにき
てください。

❼ ダンスサークル
私たちは子ども向けの
体操を始め、G ボール
やラートといった道具
を使った演技を学内外
の様々な機会に発表しています。また、体操
教室を開いたり子どもたちと関わる機会もあ
ります。人間発達学部の学生が多いですが、
どの学部の方でも大歓迎です！ぜひ一度見学
に来てみてください！

❽ リズム体操部
私達中音部は、全学年
仲が良く、全員学校で
のライブなどに向け楽
しく練習しています。
他にも初心者上級者問わず仲を深めるため
様々なイベントがあります！興味のある方や
バンドを組んで見たい方は一度でもいいので
顔を出してください！

❾ 中音部

一度来たら思わずハ
マってしまうバレー
ボールサークルです。
学年や男女問わず仲良
く楽しく活動しています。外部の方とも交流
があるため、幅広く関わりがもてます。未経
験者・経験者・男女問わず大歓迎です！！

 EXIA'S
録音部は録音をする部
活です。アーティスト
を呼んでのレコーディ
ングやフィールドレ
コーディング、アフレコ、音響を兼任のライ
ブレコーディングまで幅広く活動します。内
容に反してゆるい部活なので興味のある方は
是非！

 録音部
tiny*palette はハンド
メイド作品を作ってい
るサークルです。プラ
板、レジン、ハーバリ
ウムなどを使って作品制作をしています。初
心者、経験者問、男子、女子問わず部員を大
募集です。毎週楽しく活動しています。ぜひ
体験に来てください！

 tiny*palette

音楽を専攻している学
生はもちろん、美術や、
人間発達などの幅広い
学部から集まって吹奏
楽を楽しんでいます！中高から続けてきた
方、未経験者も大歓迎です！楽器、音楽一緒
に楽しみませんか？是非一緒に吹奏楽を楽し
みましょう！

 名古屋芸術大学吹奏楽クラブ
ゴスペルサークルで
は、ゴスペルならでは
の歌い方や英語の発
音、時代背景等を学び、
芸大祭のステージに出
演する等の活動を行っています。東キャンパ
スの学生も西キャンパスの学生も一緒に活動
しています。歌う事が好きな方など大歓迎で
す！

 ゴスペル部
社会で活躍している
方々と交流し、共にボ
ランティアをしていま
す。昨年度は上海で小
児がんの子供達のため
に活動しました。ボランティアに興味がある
人、就職を有利に進めたい人、さまざな場所
で、自由にチャレンジしたい人はぜひ入部し
てくさい！ ! InstagramID : nua.rac

 名古屋芸術大学ローターアクトクラブ

NUA 音楽事務所に所
属しているタレントを
プロデュースするサー
クルです。

○所属タレント・iVY ・iCANDY

 NUA 音楽事務所
笑いあり・涙あり・感動あ
り。大学を学生が好きに
していい3日間！みんな
の力で思い切り楽しいイ
ベントを創りましょう！他にも親睦会や合宿。楽し
いイベントを企画していますので、学部を超え
た仲間づくりをしたい方も、ぜひ私たちと一緒
に大学生活を思いっきり楽しみましょう！入会希
望の方は、とりあえず教務学生課の奥村まで！！

 芸大祭実行委員会

EAST CAMPUS クラブ・同好会紹介《東キャンパス》17
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毎週月・金曜日に体育
館で活動しています！
普段はバレーやバトミ
ントンなど、色んなス
ポーツをします！冬は
もちろんスキーをします！気軽に遊びに来て
下さい。

❷ GONCE スキー部
テニス部は楽しみなが
らテニスを上達させる
という目標を掲げる部
活です！
夏には水遊び、冬には
スキー合宿などのイベントがあります！テニ
スに興味がある人は是非来てください！

❶ テニス部
みんなでまったりしな
がら着付けを練習して
います。大須で着物め
ぐりをしたり、夏休み
は明治村へ一緒にお出
かけしましょう！

❸ 着付け部

バドミントン部は初心
者、経験者関係なく誰
でも楽しくバドミント
ンができる部活です！
先輩や色々なコースの
人たちと交流が出来
て、制作の話など幅が広がると思います！
気軽に体験しに来てください！

❹ バドミントン部
こんにちは！みなさん
サッカーは好きです
か？いや、そんなこと
はどうでもいい。サッ
カー好きでも嫌いで
も、上手でも下手でもそんなの関係ない。楽
しむ気持ちさえあれば、君の大学生活は輝け
る！サッカー部で待ってるよ！

❺ サッカー部
動画漫画研究部では年
2 回のコミケと芸大祭
で本やアニメーション
を作成します！自分の
漫画やイラストを出し
たい、アニメーションをやってみたい！方は
是非漫研へ！

❻ 動画漫画研究部

自由音楽部です！
みんなでハッピーにな
りましょう！！

❼ 自由音楽部
学校で友達とバンドを
組んでライブをする！
そんな誰もが一度は想
像した青春をこの部活
で実現出来ます！初心
者 経験者 男女 ジャン
ル関係なく楽しくやってます！ 是非遊びに来て
ね！ 一緒に楽しもう！！

❽ 軽音部
活動のメインは、夏の
合宿と芸祭への出店で
す。好きな時間に来て、
好きなものを作ること
ができる楽しいクラブ
です。

❾ 陶芸部

版画部に入ることで、
授業時間外にも版画工
房を使用できるように
なります。また、版画
の 展 覧 会『K109 展』
への参加権が得られます。年間費 ( 共有の溶
剤費 ) は 1,000 円。とってもお得です！

 版画部
毎週の火曜日と木曜日
に体育館を使い活動を
しています！
バスケットボール初心
者も経験者の方も大歓
迎！興味がある方は是
非一度遊びに来て、みんなで楽しくまったり
バスケットボールをしましょう！

 バスケットボール部
芸大祭での公演を中
心に時には楽しく、
時にはマジメに活動
しています。初心者
大歓迎！自分の殻を破りたい人、誰かに発信し
たい人、表現の場が欲しい人、様々な目標を胸に、
個性豊かなメンバーが揃っている劇団「超熟ア
トミックス」さあ君も仲間に入らないか？

 演劇部

主にアコースティック
ギターでの弾き語りラ
イブやセッションを
やっています。オール
ジャンル OK、初心者
大歓迎です。

 フォークギター部
ダンスが好きな人なら
初心者、経験者問わず
大歓迎！新入生歓迎会
や芸祭ではステージ発
表 も あ り ま す！ GW
や夏休みなどの長期休暇は BBQ などのイベ
ントも！楽しいので是非来てください！

 ストリートダンス部
主にアウトドアな活動
をしています！
コテージを借りて山奥
へ遊びに行ったり登っ
たり、夜は綺麗な星を
眺めたり！
ただただ遠出して、楽しみたいサークルです！

 Sweet Candy Boys ＆ Girls

名古屋芸術大学書道アー
ト部はアートの視点から
切り込んだ書の表現を追
求しています。また、「書
道」と「アート」の垣根、
領域を越えた全方位的な
活動をしています。指導：横山豊蘭

 書道アート
ワンゲルは月に 1～2 回活
動しています。主に山を登
ることを活動にしており、
去年度は養老の滝や猿投
山。登山の他には紅葉狩り
にも行きました。参加も自由なので他のサークルと掛
け持ちすることもできます！今年度はキャンプや
バーベキューなど、登山以外での活動も行っていきた
いと考えているので気になる方は是非！

 ワンダーフォーゲル部
私たちサバイバルゲー
ム愛好会は 2 か月に 1
度サバゲーフィールド
へ行き、定例会に参加
し、ルール、マナーを
学び、正しい知識で楽しさを伝えていくサー
クルです。

 サバイバルゲーム愛好会

様々なジャンルのテー
ブルゲームで遊ぶ事で
知識を養ったり、その
経験を活かしてオリジ
ナルのゲームを作った
りします。ぜひ、遊びに来てください。下記
のホームページから活動の記録が見れます。
https://tablegame-nua.jimdofree.com/

 テーブルゲーム部
ＬＥＧＯは、発想力や
創造力はもちろん、問
題解決力や３次元的思
考力が身につきます。
芸術大学で学ぶ専門分
野にも応用が効きます。ＬＥＧＯブロックでい
ろんなものを作りませんか？各種コンテスト
にも挑戦します！

 レゴ部
月に１、２回サイクリ
ングやポタリングなど
をしています。
どなたでも歓迎です！
スポーツ自転車に興味
がある方は是非！楽しいサイクルライフを過
ごしましょ～

 サイクリング部

魚や両生類、水草や観
葉植物などの飼育・育
成・採取を行います。
生き物が大好きな人、
インテリアとしての植
物に興味がある人、それ以外の人も大歓迎‼
一緒に新しい趣味をはじめましょう‼ 

 ＮＵＡアクアリウム部  芸大祭実行委員会
『私 た ち と 芸 大 祭 を
作ってみましょう！名
芸最大のイベントであ
る芸大祭の企画や運営
が私たちの役割です。
他にも旅行や楽しいイベントもたくさんあり
ます！色んな人と関わり合って、今年最高の
1 年にしましょう！！』

WEST CAMPUS クラブ・同好会紹介《西キャンパス》23

ビッグバンドジャズサー
クルのジャンパです！
学外の演奏会や新歓・
芸祭などでの演奏を中
心に活動しています。
ただいま部員大募集中です！ジャズを知らなく
ても、楽器初心者でも大歓迎！楽しく演奏したい
人、ぜひ見学からでもお待ちしてます！

❶ Jampa Swing Orchestra
男女問わず仲良く活動
しています！！初心者
もいてみんなでワイワ
イ活動できるサークル
です！先輩とも仲良くなれて、西キャンパス
と合同で活動したりするのでどんどん友達が
増えます！楽しくフットサルしましょう！

❷ フットサル部
子供から高齢者まで、
色々な人に音楽を届
けているサークルで
す！依頼された施設
でボランティアや演
奏会をしています。ただの演奏会ではなく、
みんなで一つの音楽を作ろう！という感じで
一緒に歌ったりしてます♪演奏や人と接する
のが好きな人ぜひ来て下さい！

❸ ミュージックボランティア

初心者も経験者も楽し
く活動しているバス
ケットボールサークル
です。合宿でバスケを
するだけでなく、海へ行き、海鮮を食べるな
どみんなで楽しい時間を共有しています。経
験者、未経験者、男女問わず誰でもぜひ一度
来てください。

❹ Ｂ・Ｂ・Z
ルーディメンツクラブ
は、打楽器 ドラムの
基礎であるルーディメ
ンツを日々研究し、自
らの技術向上に努めて
活動をしています。上半期は芸祭のメインス
テージにて打楽器アンサンブルを発表するべ
く練習しており、下半期は合宿などもあり講
師 部員共々仲睦まじく活動しております。

❺ ルーディメンツクラブ
こんにちは！私たちは
現在、部員 13 名で学
年、学部関係なく仲良
く活動をしています！
練習の成果を発表する場は多くあります。主
に参加させて頂いてるのは、幼稚園や小学校
の夏祭り、学校内のイベントです。興味があ
りましたら、気軽に見学に来てください。

❻ 和太鼓部「笑和」

ダンスサークルは芸大
祭など学校行事での発
表や外部でのイベント
出演などを目標にして
先輩、後輩全員で楽しくダンスを踊っていま
す。初心者、経験者関係なくダンスがやりた
いと思っている方はぜひダンスサークルにき
てください。

❼ ダンスサークル
私たちは子ども向けの
体操を始め、G ボール
やラートといった道具
を使った演技を学内外
の様々な機会に発表しています。また、体操
教室を開いたり子どもたちと関わる機会もあ
ります。人間発達学部の学生が多いですが、
どの学部の方でも大歓迎です！ぜひ一度見学
に来てみてください！

❽ リズム体操部
私達中音部は、全学年
仲が良く、全員学校で
のライブなどに向け楽
しく練習しています。
他にも初心者上級者問わず仲を深めるため
様々なイベントがあります！興味のある方や
バンドを組んで見たい方は一度でもいいので
顔を出してください！

❾ 中音部

一度来たら思わずハ
マってしまうバレー
ボールサークルです。
学年や男女問わず仲良
く楽しく活動しています。外部の方とも交流
があるため、幅広く関わりがもてます。未経
験者・経験者・男女問わず大歓迎です！！

 EXIA'S
録音部は録音をする部
活です。アーティスト
を呼んでのレコーディ
ングやフィールドレ
コーディング、アフレコ、音響を兼任のライ
ブレコーディングまで幅広く活動します。内
容に反してゆるい部活なので興味のある方は
是非！

 録音部
tiny*palette はハンド
メイド作品を作ってい
るサークルです。プラ
板、レジン、ハーバリ
ウムなどを使って作品制作をしています。初
心者、経験者問、男子、女子問わず部員を大
募集です。毎週楽しく活動しています。ぜひ
体験に来てください！

 tiny*palette

音楽を専攻している学
生はもちろん、美術や、
人間発達などの幅広い
学部から集まって吹奏
楽を楽しんでいます！中高から続けてきた
方、未経験者も大歓迎です！楽器、音楽一緒
に楽しみませんか？是非一緒に吹奏楽を楽し
みましょう！

 名古屋芸術大学吹奏楽クラブ
ゴスペルサークルで
は、ゴスペルならでは
の歌い方や英語の発
音、時代背景等を学び、
芸大祭のステージに出
演する等の活動を行っています。東キャンパ
スの学生も西キャンパスの学生も一緒に活動
しています。歌う事が好きな方など大歓迎で
す！

 ゴスペル部
社会で活躍している
方々と交流し、共にボ
ランティアをしていま
す。昨年度は上海で小
児がんの子供達のため
に活動しました。ボランティアに興味がある
人、就職を有利に進めたい人、さまざな場所
で、自由にチャレンジしたい人はぜひ入部し
てくさい！ ! InstagramID : nua.rac

 名古屋芸術大学ローターアクトクラブ

NUA 音楽事務所に所
属しているタレントを
プロデュースするサー
クルです。

○所属タレント・iVY ・iCANDY

 NUA 音楽事務所
笑いあり・涙あり・感動あ
り。大学を学生が好きに
していい3日間！みんな
の力で思い切り楽しいイ
ベントを創りましょう！他にも親睦会や合宿。楽し
いイベントを企画していますので、学部を超え
た仲間づくりをしたい方も、ぜひ私たちと一緒
に大学生活を思いっきり楽しみましょう！入会希
望の方は、とりあえず教務学生課の奥村まで！！

 芸大祭実行委員会

EAST CAMPUS クラブ・同好会紹介《東キャンパス》17

Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第７１号名古屋芸術大学後援会報　第７１号
　

Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

60



Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第７１号名古屋芸術大学後援会報　第７１号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

人間発達学部　子ども発達学科
2022年4月　教育学部子ども学科 始動！
　人間発達学部子ども発達学科は 2022 年 4 月より、「教育学部子ども学科」
に生まれ変わります。これまでの学びの内容に加え、今教育現場が求めている
知識や技術を取り入れて進化・細分化することで、更なる「現場力」のある教
育スタッフを育成して参ります。
　１年次はこれまで同様、子どもファンデーションというカリキュラムを通じ
て子どもたちに関する総合的な学びを展開しますが、２年次からは７つのコー
スを設定することで、保育士資格、幼稚園や小学校の教員免許取得はもちろん、英語力やＩＣＴ力、更にはさまざまな
形で子どもたちを支援する制度などの専門性を身につけることができるようなコース編成に変わります。新教育学部は、
時代に即応した実践力ある教育人材を輩出し続けるべくこれからも変わり続けて参ります。 

当地区では「初」名古屋芸術大学から「認定絵本士」が誕生！
　「認定絵本士」という資格をご存知でしょうか？ この認定絵本士は指定された多
くの講義・講座を受講することにより、絵本の読み聞かせや絵本の取扱いのプロと
して活躍できるという資格です。
　本学では、2020 年度よりこの地区で初めて「認定絵本士養成講座」を開設し受講者
への指導を行ってきましたが、このたび本学から 31 名もの認定絵本士が誕生しました。

（在学生 14 名、卒業生 17 名）。もちろん、この地区では初めての認定絵本士の誕生です。
　7 月 15 日（木）に東キャンパスにて認定絵本士認定証伝達式が行われ、出席者一人ひとりに認定証が授与されました。

「素直にうれしい。」「これからが実践の連続です。」出席者が発したコメントには、自分への期待や使命感が込められて
いたように感じられました。
 
芸術学部　音楽領域
2022年4月　音楽領域「プロフェッショナルアーティストコース」開設 
　音楽領域に14番目のコースとして新たに「プロフェッショナルアーティストコース」（通称：ＰＡコース）が開設されます。この
コースは声楽、鍵盤楽器（ピアノ、電子オルガン）、弦楽器、管楽器、打楽器の専
攻実技の教授に特化し、将来演奏家を目指す学生を対象に、演奏技術はもちろ
ん、国内外のコンクールやステージの場への積極的な参加を意識し、世界で活
躍できる演奏家の育成を目指します。
　これまでの演奏系コースと比べて倍になる個人レッスンの実施や国際舞台で
活躍するためには必要不可欠な語学スキルの習得、更には演奏家としてのセル
フプロデュース力など、まさに国際舞台での活躍のために自ら身につけるべき
習得内容がすべて揃ったコースがいよいよ始動します！ 

芸術学部　デザイン領域
デザイン領域 ALPs(超域創造プログラム)での取り組み
小幡緑地公園（名古屋市守山区）内に「オバッタベッタ」オープン 
　名古屋市守山区の小幡緑地公園に愛知県の主催による民間活力導入施設「オ
バッタベッタ」がオープンしました。このオープンには本学が掲げるさまざまな分野
とアートやデザインとが連携する超域創造プログラム（ALPs）の取り組みとして実
践されたものであり、2021年4月20日オープンを迎えました。前日の4月19日に
はプレオープニングセレモニーが開催され、本学学生による吹奏楽演奏がセレモ
ニーに華を添えるなか、竹本義明学長、大村秀章愛知県知事をはじめとする主催・
協力に携われた方々による挨拶の後、マスコミ関係者も含めた施設内覧が実施さ
れました。地域住民の新たな憩いの場として新たな今後の発展が楽しみな施設です。皆さんも機会があれば是非お出かけく
ださい。
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芸術学部　舞台芸術領域
舞台芸術領域開設記念事業 　月灯りの移動劇場(Peeping Garden) を学内開催！
　今年 4 月にスタートしました芸術学部芸術学科 舞台芸術領域の開設記念
事業として、8 月 21 日に東キャンパス体育館内にて「月灯りの移動劇場
(Peeping Garden)」を開催しました。ウイズコロナの時代の新たな舞台鑑
賞形式として国内外メディアでも取り上げられ注目されつつあるこの移動劇
場 (Peeping Garden) とは、2 つの穴が開いている木製扉 (30 枚 ) に囲ま
れた円形の舞台であり、観客が 2 つの穴を通じて木製扉で囲まれた中にあ
る舞台で演ずる演者を覗き見ることで、よりリアルに細部に渡る研ぎ澄まさ
れたパフォーマンスに接することができるという新しい感覚・感動を与える
舞台です。社会的な距離を保ちながら演劇を鑑賞するためのソリューション
を提供したと言われるこの舞台形式。機会があれば是非一度体験してみてください。

芸術学部　芸術教養領域
芸術教養領域主催作品展「みんながつくったもの」開催！

　芸術教養領域２年次生には必須科目として、地域社会が抱える課題を発見し解
決する方法を提案する「プロジェクト２」という授業を開講しています。令和２年度
は北名古屋市内にある「回想法センター」をフィ―ルドに課題発見とその解決を
試み、その過程で学生たちが「地域回想法」をテーマに「地域・人・とき」を結びつけ
るプロジェクトを考えました。回想法センターに設けられた回想法スクールに通う
お年寄りたちが作成した作品は学生たちの関心を惹き、何歳になっても創作意欲
をもって活動するみんな（お年寄りたち）の作品を展示しようということとなりまし

た。学生の関心が地域のお年寄りを結び付け、お年寄りの創作成果の場を設けるに至ったこの企画。見事に地域の皆さんに
心温まる場所を設けることができたようです。

芸術学部　美術領域
ららぽーと名古屋みなとアクルスにて美術領域学生による作品展示開催 
　名古屋市港区の「ららぽーと名古屋みなとアクルス」では父の日イベント『THANKS FATHER'S DAY』が催され、「父の日」
前日の6月19日（土）には『おとうさんへのプレゼントを学生アーティストと作ろう！』と題して、本学美術領域アートクリエイター
コースの学生が、お子さま達のオリジナリティあふれるプレゼント作りのお手伝いをしました。また、6月12日（土）～20（日）の
間、同1階センターコートに作品を展示させていただき、訪れた多くの方に作品をご覧いただきました。制作スタート時は若干
緊張気味の本学学生たちでしたが、参加された保護者の皆さまに暖かく迎え入れていただき、次第に子どもたちの気持ちや意
欲に寄り添うようなアドバイスができるようになっ
ていきました。「普段は独り作品と向かい合う毎日
で今回のような体験は初めてでしたがとても新鮮
で楽しかったです。お子さん本人がやってみたい
ことを、失敗してもいいからやってみよう、と声を
掛けていました」と笑顔で振り返っていました。

学部共通
外国人留学生向け「マンスリーミーティング」スタート！
　名古屋芸術大学には、多くの外国人留学生の皆さんが学んでいます。昨年度来、
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、通学機会が格段に減少してしまい、た
だでさえ異国の地での生活に不安が多いにも関わらず、友達や大学関係者に対面
で話す機会も奪われたため、相当な孤独感に苛まれた人もいたようです。このため
名古屋芸術大学では、留学生たちの孤独な環境を少しでも解消しようと今年度から

「マンスリーミーティング」を開始し、様々な情報共有はもとより友達作りの場とし
てざっくばらんに話せる時間を設定しました。担当者の努力もあり、参加率も高く

好評を得ています。留学生の皆さんをしっかりサポートしようと必死にがんばっているスタッフの今後の活躍にこれまで以上
に期待していきたいと思います。

………………………………………………………………………………………………
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　全国で新型コロナウイルスの感染者やその家族､ 医療
従事者や関係者への誹謗中傷や差別が相次いでいます｡
萩生田文部科学大臣は全国の児童 ･ 生徒､ 教職員､ 保護
者 ･ 地域の人々に向けて､ ｢新型コロナウイルス感染症に
関する差別 ･ 偏見の防止に向けて｣ と題するメッセージ
を発表しています｡ 過去にはハンセン病やエイズ感染者
に対する酷い差別と人権侵害がありました｡ 未知の病気
に対する不安や恐れが差別意識を生み､ ネットを媒介に
瞬時に拡散します｡ 卑劣な匿名の言葉の暴力は凶器と化
し、時として大切な人命まで奪いかねません｡
　しかし陽性反応を示したからといって､ ただちに ｢新
型コロナウイルス感染者｣ とは断定できません｡ なぜなら
PCR 検査は普通のカゼやインフルエンザウイルスにも反
応するからです｡ 抗原検査はもっと精度が劣ります｡ 従っ
てマスコミや自治体が発表する ｢感染者｣ のうち真性の新
型コロナ感染者は一体何割いるのか、全く不明です｡
　ちなみに本学で最初の PCR 検査陽性反応者が出たのは
昨年 8 月のことでした｡ 学生本人は無症状で､ ほどなく
退院しています｡ 濃厚接触者とされた学友たちも全員が
陰性でした｡ また国の方針で入院後の死亡者を全て ｢新
型コロナ感染死｣ にカウントしていますが ( その多くは
高齢者 )､ 死因の特定に関する厳密な医学的検証もほとん
どの場合行われておらず、非科学的で信憑性を欠いたず
さんな統計データと言わねばなりません｡
　この 1 年､ 人類は地球規模でのパンデミックとの文字
通りの死闘を制し､ ウイルスの正体を解明し､ 叡智を結
集してワクチン開発にも成功しました｡ ウイルスも変異
しながら悪あがきを繰り返していますが､ 勝負はついた

も同然です。
　ワクチン接種で先行したイギリスで、接種直後に感染
状況が劇的に改善した経験から類推するならば、今後日
本でワクチン接種が一段と進展した場合、国内での感染
拡大はかなりの確率で制御できる可能性があります。不
安を煽りまくるマスコミの雑音を排除し、この間の科学
的データと統計資料を客観的かつ総合的に評価するなら
ば、所謂「第 5 波」は既にピークアウトしたものと読
み取れます。もう少しの辛抱です｡
　名古屋芸術大学の新型コロナウイルス感染症に対する
基本的スタンスは、2020 年 8 月 12 日付「新型コロナ
ウイルス感染者の発生について（第一報）」に示された通
りです（名古屋芸術大学ホームページ『新型コロナウイ
ルス感染症への本学の対応について』参照 )｡
　そこには感染学生・教職員とその家族も含めた人権尊
重、個人情報保護、キャンパスの安全管理、感染防止対
策の指導と意識の周知徹底等に関して明確に述べられて
います。今一度再確認してください。
　SDGs（持続可能な開発目標）が国境を越えた合言葉
になっています。持続可能な社会の創造は、世界全体が
向き合わなければならない喫緊の課題です。さまざまな
価値観等の違いを乗り越え、差別やイジメのない、人権
が尊重される明るい社会を実現するには、名古屋芸術大
学の学生・教職員・保護者と地域の全ての関係者の人権
感覚と問題解決能力を育成する努力が必要不可欠です。
　マスコミ報道に振り回されることなく、常に冷静に、
科学的かつ客観的な正しい知見に基づいた言動を心がけ
たいものです。　　　　　　　（2021 年 8 月 15 日改稿）
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パートナーシップ包括連携協定を締結へ

新 型 コ ロ ナ と 人 権

　8月7日(土)、名古屋芸術大学地域交流LABO会議室にお
いて、名古屋芸術大学後援会臨時理事会が開催されました。
　会議では株式会社クレアーレ（以下、クレアーレという｡）
の後援会賛助会員への加入と、パートナーシップ協定（包
括連携協定）の締結について協議が行われ、合意が成立し
ました。    
　クレアーレは名古屋芸術大学の経営母体である、学校法
人名古屋自由学院のグループ企業（直営）です。
　クレアーレは芸大東キャンパスに本社を置き、演奏家派
遣や大学の施設貸出、各種教室の運営、学生下宿（アパー
ト・マンション）の紹介や保険代理店、卒業式袴レンタル事
業など、学院設置校に在籍する学生・生徒・園児のための
より良い教育研究の環境づくりを支援する幅広い業務を
行っています。
　後援会はクレアーレに対し、2020年度より事務局業務
を委託しており、ともに学生と大学教育支援の目的で一致
し、協力関係を深めてきました。

　今回のクレアーレの賛助会員加入と、パートナーシップ
協定（包括連携協定）の締結を契機に、双方の協力関係が
さらに強化され、今後想定されるさまざまな事業計画の展
開により、われわれが目ざす「学生満足度No.1｣､「全国芸大

（美大･音大）のトップ校」に君臨する名古屋芸術大学を実
現していく、最強の後援会づくりへのさらなる躍進が期待
されます。　

【企業概要】
株式会社クレアーレ　平成17年（2005年）5月24日設立
資本金1,000万円　株主学校法人名古屋自由学院（100%）
代表取締役濱田誠（学校法人名古屋自由学院経営本部長兼務）
〒481-0006　愛知県北名古屋市熊之庄古井281番地    
　　　　　　  名古屋芸術大学東キャンパス12号館6階
ＴＥＬ　0568-26-3355
FAX　0568-26-2101
E-mail ：creare@nua.ac.jp

（2021年8月8日）

監事講評 名古屋芸術大学後援会
　監 事   菊井 政右衛門
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第１条　本会は名古屋芸術大学後援会（以下「本会」という）と称し、事務局は名古
屋芸術大学内におく。

第２条　本会は名古屋芸術大学の教育方針に基づき、大学諸活動の後援を目的と
する。

第３条　本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　(1) 学生の課外活動への援助と学生の福利厚生に関する援助。
　　(2) 大学の正常な運営への寄与と、保護者の希望を大学に反映させる活動。
　　(3) その他本会の目的達成に必要と認める事業。
第４条　本会は名古屋芸術大学学生（大学院生を含む）の保護者または、これに代

わる者及び理事会が認めた本学卒業生の保護者、並びに本会の趣旨に賛同する
企業または事業主等（以下、「賛助会員」という。）をもって組織する。

第５条　本会に役員及び理事をおく。
　１　役員は、次の各号に掲げる者とする。
　　(1) 会長1名
　　(2) 副会長4名
　　(3) 監事1名
　　(4) 会計監査2名
　　(5) 書記1名
　　(6) 会計1名
　２　本会に理事若干名を置く。
第６条　本会の役員及び理事の選出は次の方法による。
　　(1) 役員は総会において会員の中から選出する。
　　(2) 書記、会計は役員の中から会長が委嘱する。
　　(3) 役員の任期は1カ年とする。但し再任は妨げない。
　２　理事の選出は、理事会において会員の中から選出する。
　　(1) 理事の任期は1カ年とする。但し再任は妨げない。
第７条　本会役員の任務は次のとおりとする。
　　(1) 会長は会務を統括し、副会長は会長を補佐し、会長が事故ある時はその代　

理をする。
　　(2) 監事は会務を監査する。
　　(3) 書記、会計は会長に委嘱された会務を行う。
第８条　本会の会議は総会、理事会とし、議長はその都度選出する。

第９条　定期総会は原則として年1回、会長が召集する。必要と認めた場合は臨時
　総会を開くことができる。
第10条　総会は次の事項を審議・決定する。
　　(1) 事業の実施、収支決算及び予算に関すること。
　　(2) 会則の改定、会の解散に関する事。
　　(3) 役員の選出、その他役員が必要と認めた事項。
第11条　総会は出席会員で成立し、議事は出席会員及び出席者に委任した過半

数をもって議決する。
第12条　理事会は出席役員・理事で成立し、会長が召集、議事は出席役員・理事の

過半数で議決する。理事会は総会への提案と決定事項の実施、運営にあたる。
第13条　本会にその目的を達成するために次の委員会をおく。また、必要に応じて理

事会の承認を得て新たに委員会を設置することができる。
　　(1) 総務委員会
　　(2) 事業委員会
　　(3) 広報委員会
第14条　委員会に委員長1名、副委員長2名以内および委員若干名をおく。
  委員長は副会長が兼務し、副委員長及び委員は理事のうちから理事会の同意を

得て会長が指名する。
第15条　本会に顧問をおくことができる。顧問は理事会の承認により、会長が委嘱し、

会長の要請により各会議に参加し意見を述べる。
第16条　本会の経費は、会費及び寄付金をもってこれにあてる。会費は入学時

16,000円、2年次以降大学院生までは年額10,000円とする。賛助会員の会費は別
途定める。

第17条　本会の会計年度は、4月1日より翌年3月31日までとする。
第18条　本会則の運営に必要な事項は、理事会の議を経て会長が定める。
附則
　　1　本会則は昭和62年6月22日から実施する。
　　2　本会則は昭和63年6月12日一部改正し実施する。
　　3　本改正会則は平成10年5月31日から実施する。
　　4　本改正会則は平成25年5月19日から実施する。
　　5　本改正会則は平成26年5月18日から実施する
　　6　本改正会則は令和2年7月5日から実施する。

名古屋芸術大学後援会会則

名古屋芸術大学後援会　弔慰に関する内規

1.　学生が死亡したときは、担当者からの申請に基づきその家族に対し、弔慰金10,000円
を給付する。

2.　保護者（父・母）が死亡したときも、担当者からの申請に基づきその家族に対し、弔慰金
10,000円を給付する。

3.　役員および理事の2親等血族および1親等の姻族が死亡した場合は、弔慰金として
10,000円を給付する。

4.　弔慰金の給付については、事由の発生から１年以内に後援会事務局に申請されたも
のに限る。

5.　この内規により処理できない場合は、会長の判断により執行し理事会に事後報告す
る。

附則1.　この内規は慣例的に実施していたものを平成15年4月1日付けで明文化する。
附則2.　（略）。　附則3.　この改正内規は、令和2年7月5日より施行する。

名古屋芸術大学後援会
顧問の委嘱に関する内規

1.　名古屋芸術大学後援会の顧問は、原則として、理事会の承

認に基づき会長、副会長経験者の中から会長が委嘱する。

2.　顧問の任期は、会長経験者は15年、副会長経験者は10年と

する。

3.　この内規に基づき処理できない場合は、会長の判断により執

行し理事会の承認を得るものとする。

附則：この内規は平成17年４月１日から適用する。

附則：本改正内規は令和2年7月5日から適用する。

後援会表彰規程（抜粋）
（目　的）
第２条　この規程は、後援会表彰を公正かつ円滑に行うとともに、後援会員（顧

問含む )、学生、教職員の功績をたたえることで、後援会活動に対する意欲向上、
士気の高揚および後援会事業の改革・発展を促すことを目的とする。

（選考基準）
第４条　後援会員、学生または教職員の個人あるいはグループが次の各号の一つ

に該当するときは、これを表彰する。
　⑴　後援会活動に誠実で、特に他の会員の模範となるとき
　⑵　永年にわたり後援会活動への貢献が顕著なとき
　⑶　学業成績が著しく優れ、または各種コンテストで上位入賞したとき
　⑷　国家的・社会的功績があり、後援会および大学の名誉となるような行為が

あったとき
　⑸　その他前各号に準ずる行為または功績があり表彰すべきであると認められ

た場合（以下省略）
附則：この規程は令和 2 年７月５日から実施する｡

後援会旅費規程(抜粋)
（目的）

第１条　本規程は、名古屋芸術大学後援会の役員、理事および

会員の用務出張に要する旅費に関する事項を定める。

（旅費の種類）

第２条　旅費の種類は、鉄道賃、車賃、船賃、航空賃、日当およ

び宿泊料とする。

（旅費の経路と計算）

第３条　旅費は自宅または名古屋芸術大学を基点とし、一般的

な最短順路によって計算する。ただし、用務の都合または天災

その他やむを得ない理由で順路を経由し難い場合には、現に

経過した路線によって計算する。（以下省略）

附　則   
この規程は、令和2年7月5日から施行する。
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　この「せせらぎ合唱団」は、名古屋芸術大学後
援会の有志により「みんなで歌を歌って楽しもう」
と２１年前から活動している合唱サークルです。
美術部の絵画サークル「壁の華」より数年後に始
まりました。今では、両方の会員になって活動し
ている方もいます。
　「せせらぎ」とは、小川の流れや音です。合唱
は一人の声は小さく弱いのですが、仲間の声を聞
き、合わせると素晴らしいハーモニーが出来ます。
心が楽しく、気持ちが浮き立ってきます。皆様も
聞き覚えのある「見上げてごらん夜の星を」（歌・
坂本九）を江端先生の編曲で１５名位の団員で
歌っています。発声練習をして「夏の思い出」や「夏
は来ぬ」を二部合唱で歌ったりしています。月１
回の練習で音程がとれない時もありますが、仲間
の声に助けられて皆で頑張っています。
　昨年は名芸祭にも参加しました。声を出すこと
で、健康と楽しさを実感できるこのサークルへ、
是非とも加わってください。お待ちしています。
　今年は、新型コロナウィルスの感染の影響で練
習が再開できませんが、みなさんと一緒に楽しく
練習できることを願っています。　

【練習日】　
毎月第 3 土曜日の午後 1 時から 2 時 30 分
までの 1 時間 30 分

【場　所】
東キャンパス４号館の３階のオペラ教室か部屋
の都合で３号館の多目的教室になることがあり
ます。

【指導者】
本校の卒業生である山田正丈先生と江端智哉先
生により、発声の仕方から各パートの音取りを
懇切丁寧に教えて戴いています。

　この「壁の華」は、名古屋芸術大学後援会の有
志によって活動を続けている絵画グループであり
ます。毎月一回大学の施設をお借りして大学の先
生により丁寧な指導をして頂いております。油彩、
水彩、日本画を中心に、昨年からは水墨画につい
ても教えて頂けます。そして、制作された作品を
名古屋市民ギャラリーに展示して、皆様に鑑賞し
て頂いております。今年で第２７回目の展覧会を、
開催ししております。
　この他にスケッチ会、鑑賞会等もあります。
最近、若い会員の方に入会していただき、益々賑
やかなグループとなりました。
是非、後援会の皆様も「壁の華」の会に入会して
頂き、絵画の制作をお楽しみ下さい。

【活動状況】
１、月例会　（月額会費：1.000 円）

日時：毎月第３日曜日午後 2 時～ 4 時
場所：名芸大西キャンパス　講義室

２、グループ展　（２７回継続中）
日時：毎年５月上旬（一週間展示）
場所：名古屋市民ギャラリー ７F　

３、スケッチ会　１1 月を予定
４、日展、二科展、国画展の鑑賞会

問い合わせ先
会　長　平井 友明
　　電話番号 090-4182-1873
　　e-mail ji2fpj@hotmail.com
副会長　近藤 結花
　　電話番号 080-5113-7950
　　e-mail jhonsunu-puti38@au.com

問い合わせ先
会　長　　　宇佐見　誠也
　　〒489-0874　瀬戸市幡野町 508
　　電話 0561-21-4567　携帯 090-7305-8205
運営委員長　森部　みや子
　　〒492-8075　稲沢市下津町西下町 58
　　電話 0587-32-2814　携帯 090-1825-1671　

絵画グループ 壁の華 会員募集「せせらぎ合唱団」団員募集

●発行日　令和 3 年 (2021 年 )9 月 30 日
●発行人　矢野  章子
●編　集　名古屋芸術大学後援会広報委員会
　（江上友加里、柳沼章子、橋本博文、渡邉綱夫）
●発行所　名古屋芸術大学後援会
　〒481-0006 
　愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地
　名古屋芸術大学（東キャンパス）12 号館 6 階  
　tel：0568-26-3355　fax：0568-26-2101
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
●印刷所　有限会社 住吉孔版社　

〔無断転載禁止〕
　本誌掲載の記事（表紙、本文、図表、写真、イラスト等）を本会及
　び著作権者の承諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベース
　への入力、インターネットでの掲載等）することを禁じます。
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　この「せせらぎ合唱団」は、名古屋芸術大学後
援会の有志により「みんなで歌を歌って楽しもう」
と２１年前から活動している合唱サークルです。
美術部の絵画サークル「壁の華」より数年後に始
まりました。今では、両方の会員になって活動し
ている方もいます。
　「せせらぎ」とは、小川の流れや音です。合唱
は一人の声は小さく弱いのですが、仲間の声を聞
き、合わせると素晴らしいハーモニーが出来ます。
心が楽しく、気持ちが浮き立ってきます。皆様も
聞き覚えのある「見上げてごらん夜の星を」（歌・
坂本九）を江端先生の編曲で１５名位の団員で
歌っています。発声練習をして「夏の思い出」や「夏
は来ぬ」を二部合唱で歌ったりしています。月１
回の練習で音程がとれない時もありますが、仲間
の声に助けられて皆で頑張っています。
　昨年は名芸祭にも参加しました。声を出すこと
で、健康と楽しさを実感できるこのサークルへ、
是非とも加わってください。お待ちしています。
　今年は、新型コロナウィルスの感染の影響で練
習が再開できませんが、みなさんと一緒に楽しく
練習できることを願っています。　

【練習日】　
毎月第 3 土曜日の午後 1 時から 2 時 30 分
までの 1 時間 30 分

【場　所】
東キャンパス４号館の３階のオペラ教室か部屋
の都合で３号館の多目的教室になることがあり
ます。

【指導者】
本校の卒業生である山田正丈先生と江端智哉先
生により、発声の仕方から各パートの音取りを
懇切丁寧に教えて戴いています。

　この「壁の華」は、名古屋芸術大学後援会の有
志によって活動を続けている絵画グループであり
ます。毎月一回大学の施設をお借りして大学の先
生により丁寧な指導をして頂いております。油彩、
水彩、日本画を中心に、昨年からは水墨画につい
ても教えて頂けます。そして、制作された作品を
名古屋市民ギャラリーに展示して、皆様に鑑賞し
て頂いております。今年で第２７回目の展覧会を、
開催ししております。
　この他にスケッチ会、鑑賞会等もあります。
最近、若い会員の方に入会していただき、益々賑
やかなグループとなりました。
是非、後援会の皆様も「壁の華」の会に入会して
頂き、絵画の制作をお楽しみ下さい。

【活動状況】
１、月例会　（月額会費：1.000 円）

日時：毎月第３日曜日午後 2 時～ 4 時
場所：名芸大西キャンパス　講義室

２、グループ展　（２７回継続中）
日時：毎年５月上旬（一週間展示）
場所：名古屋市民ギャラリー ７F　

３、スケッチ会　１1 月を予定
４、日展、二科展、国画展の鑑賞会

問い合わせ先
会　長　平井 友明
　　電話番号 090-4182-1873
　　e-mail ji2fpj@hotmail.com
副会長　近藤 結花
　　電話番号 080-5113-7950
　　e-mail jhonsunu-puti38@au.com

問い合わせ先
会　長　　　宇佐見　誠也
　　〒489-0874　瀬戸市幡野町 508
　　電話 0561-21-4567　携帯 090-7305-8205
運営委員長　森部　みや子
　　〒492-8075　稲沢市下津町西下町 58
　　電話 0587-32-2814　携帯 090-1825-1671　

絵画グループ 壁の華 会員募集「せせらぎ合唱団」団員募集

●発行日　令和 3 年 (2021 年 )9 月 30 日
●発行人　矢野  章子
●編　集　名古屋芸術大学後援会広報委員会
　（江上友加里、柳沼章子、橋本博文、渡邉綱夫）
●発行所　名古屋芸術大学後援会
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　愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地
　名古屋芸術大学（東キャンパス）12 号館 6 階  
　tel：0568-26-3355　fax：0568-26-2101
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
●印刷所　有限会社 住吉孔版社　

〔無断転載禁止〕
　本誌掲載の記事（表紙、本文、図表、写真、イラスト等）を本会及
　び著作権者の承諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベース
　への入力、インターネットでの掲載等）することを禁じます。
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【 編 集 後 記 】
　「名古屋芸術大学後援会報」　第７１号をお届けいたします。昨年度、大幅なリニュー
アルを果たした誌面を引き継ぎ、今号も盛りだくさんなコンテンツを詰め込んで、皆様
に楽しんで頂ける会報を目指しました。
　未だに、新型コロナウィルス感染症の影響は広く、深く、大きく、世界中に影を落とし
ています。それでも、このような困難な状況下で精一杯頑張り続ける、若い力の輝きの
一端をご紹介いたしました。そして、コロナ禍の今こそ求められる「ゲイジュツの力」が
あると信じております。
　後援会といたしましても、本誌でもご報告させていただいた緊急学生支援活動を始
め、全力で皆様をサポートしてまいります。今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。

名古屋芸術大学後援会副会長 （広報委員長）　江上　友加里
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【特集１】 生理用品無償配布の緊急支援報告書
　　　　  （荻須レポート with アンケート集計結果）

【特集２】［対談］コロナに負けるな！「生理の貧困」
　　　　  後援会《チア・プロジェクト》に込められた思いとは

【特集３】 頑張れ就活生！キャリアセンターから労働法の権威
　　　　  中川直毅センター長がメッセージ

新型コロナ禍での緊急学生支援
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★2022年4月､人間発達改編し｢教育学部
子ども学科７コース｣スタート！（P.50-51）
★2022年4月､人間発達改編し｢教育学部
子ども学科７コース｣スタート！（P.50-51）

★2022年4月､音楽領域に｢プロフェッショナル
アーティストコース」新設スタート！（P.61）
★2022年4月､音楽領域に｢プロフェッショナル
アーティストコース」新設スタート！（P.61）




